CHIKUMA  SHINSHO 

…… 近年、 にわかに 「萌 え」 「アキバ 系」 といった オタク 文化が マスメディアで 注目され 
るよう になった。 この 市場が 大きな 産業で ある ことが 経済界で 認知され てきた とい 
うこと だ。 では なぜ オタク 男は 二次元の キャラクターに 「萌 え」 るの だろう か。 その 疑 
問に こたえて いくのが 本書の 役割で ある。 . . 
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いまや、 数千 億円と もい われる 「オタク」 市場。 経済界 も 一 
般 メディア も、 もはや 無視で きない 存在と なつた 「萌 え」 の 
世界。 では なぜ、 オタク 男たち は 二次元の キャラクタ 1 に 「萌 
え」 るの か。 そもそも 「萌 える」 という 行為には どういう 意味が 
あるの か。 「萌 える」 男に 純愛を 求める 者が 多い のは なぜな のか。 
こうした 疑問に、 現代 社会 論と ジヱン ダ ー 論、 そして 実存の 観 
点から 答える、 本邦 初の 明快な 解説書 
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近年、 にわかに 「オタク」 「萌 え」 「アキ、 バ 系」 といった オタク 文化が マスメディアで 注 
目され るよう になっ た。 これには 二つ ほど 理由が あると 思う。 一つは、 これまで 一部の マ 
ニア だけの 世界と 思われて いた オタク 市場が 実は 非常に 大きな 産業で あり、 今後 も (日本 
のみならず、 世界を 舞台に) 成長し 続ける コンテンツ 産業で ある ことが そろそろ 経済界 や マ 
スメ ディアに 認知され はじめてき たという こと。 経済学 者の 森 永卓郎 氏が 再三 述べて いる 
ように、 オタクは 今後の： II 本を リ— ドす る 文化な の だ。 コンテンツ 産業の 重要性は 資源を 
ft たない 日本に とって とりわけ 大きな ものな のた か、 ことに 「キャラクタ ー 」 の 持つ rh* 場 
的 仙 値は ^ に 大きい。 キャラクタ ー の 持つ 何ら かの 属性 やしぐ さな どに 心を ときめかせる 
「萌 え」 という 文化は、 キャラクター ビジネスと 切っても 切れない 関係に あり、 ここ 数年、 
「萌 え」 ブ—ム が 「もう 終わる だろう」 と言われながら 一向に 沈静 化する 気配がない こと 
から も、 「萌 え」 産業に 高い ニー ズが ある ことが わかる だろう。 

オタク 文化が 注目され ている もう 一つの 理由は、 従来は 恋愛至上主義 的な 価値観が 支配 
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してきた 日本 社会の 中で、 とも すれば 差別 的な 視線に 曝されて いた 「オタク」 や 「萌 える 
男」 といった 人々 が、 実は これからの 社会に とって 必要な 新しい タィプの 人間な のでは な 
いか、 と 再評価され はじめた という ことで ある。 このような 社会に おける オタク 再評価は、 
実は 「冬の ソナタ」 や 「世界の 中心で、 愛を さけぶ」 といった 純愛 映画 •純愛 ドラマの 大 
ヒットに 端を 発して いる。 一九 八〇 年代 以後、 それまで 大時代 的で 深刻な 意味を 持って い 
た 「恋愛」 は ポップ カル チャー 化され、 恋愛 や セックスは バブル 経済に 後押し されつつ 大 
衆に 消費され るた めの 商品と なった。 一部の 女子高生は 「援助交際」 という 名の 素人 売春 
に 励んで 小遣いを 稼ぐ ようになり、 恋愛は カラオケ ボックスで 歌う デー トの 延長 線 上に 位 
置す る 程度の 遊びに なった。 結婚して からで も 「不倫」 という 名の 浮気を 堂々 と 楽しめる 
ようになり、 愛の ない セックス も おおっ ぴらに 消費され るよう になった。 このような パブ 
ル 期 以後の 情勢を 僕は 「恋愛 資本主義 社会」 と 呼んで いる。 

しかし、 バブル 経済が 崩壊した 後、 われわれの 前に 残された 現実は、 崩壊した 家族、 孤 
立 化した 個人、 一部の 異性を 独占す る 者と 大勢の 「恋愛で きない 人間」 への 二極化した 社 
会、 三十 歳を 過ぎても 結婚で きない 「負け犬」 女性の 増加、 といった 寒々 とした もの だっ 
た。 ことに 都心 部では、 バブル 崩壊と ともに、 〈恋愛〉 から 〈結婚〉 へ、 という コース を 
迎る 恋愛結婚 制度 そのものが 崩壊して しまったの だ。 
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だが、 そんな 恋愛 資本主義 社会の 崩壊を 尻目に、 秋 葉 原と インタ— ネットを 中心に どん 
どん 成長して いくもう 一つの 世界が 存在して いた。 それが オタク 界 なの だ。 

恋愛 資本主義 社会に とって オタク 界は 、最初、 「恋愛で きない 敗残 者の 群れ」 にす ぎな 
かった。 そのために オタク 界は 幸運に も 無視され 続けて きたの だが、 近年、 酒 井 順 子が 
『負け犬の 遠吠え』 (講談社) の 中で 自分たち 負け犬 女性が 結婚で きない 原因の ひとつに 才 
タク 男の 増加を あげて 批判して きた あたりから、 「旧来の 恋愛 資本主義 社会」 対 「オタク」 
という 対立 構造が メディア によって 作り上げられる ようになっ ていった と 思う。 

二次元の 美少女 キャラクター に 「萌 え〜」 と 言っ ている 萌 える オタク 男たち が、 現実の 
女性を P 説いた リ デ— 卜に 誘って イタリア 料理の 蘊蓄を 垂れたり しようと しないから、 女 
性が 「負け犬」 になった の だ、 と 酒 井 順 子は 書いた。 それまで、 萌 える オタク 男は 現実の 
女性 (本書で いう 「女性」 とは 恋愛 資本主義 社会 側の 女性の ことで、 オタク 女性は 除く。 以後 も 
同じ) に とって 「見えない 存在」 であり、 「無価値」 だった。 多くの 女性は 「3 高」 (高 学 
歴 •高 身長 •高 収入) の 「イ ヶメン J を 恋愛の 対象と し、 オタクは 恋愛 対象になっ ていな 
かった の だ。 だが、' ハ ブル 崩壊から 時間が 経ち、 バブルを 経験した 女性たち が 三十 歳を 過ぎ 
てな お 結婚で きないと いう 切羽詰まった 状況に 追い詰められた ときに、 ようやく 萌 える 才 
タク 男は、 「女性が 結婚で き なくなった 元凶」 という 形で その 存在を 認知され たわけ だ。 
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一方で、 「3 高」 を 求め、 男性を 商品と して 物色し 続ける バブル 恋愛に 見切りを つけ、 
本 米の 「純愛」 に 回帰し ようとす る 女性の 動き も はじまっ た。 「冬 ソナ」 「セ カ チユ ー」 と 
いった 純愛 ドラマの ブーム がその 発端で ある。、、 ハ ブルが 崩壊した 以上、 バブル 的な 恋愛 も 
また 継続は 困難と なって おり、 金銭 以外の 価値 —— 精神 性が 恋愛 世界に おいても 再評価 さ 
れる ことと なった ので ある。 森 永卓郎 氏が 「年収 300 万円 時代の 経済学」 を 説きは じめ 
た あたりが、 経済界に おいて 「'、 ハ ブル 終焉と いう 現実の 認知」 がしぶ しぶ 行われる ように 
なった きっかけで あろうが、 それと ほぼ 同時 期に 恋愛 世界に おいても 「バブル 終焉」 が認 
知され るよう になり (もちろん 認知で きない 人間 も 大勢いて、 そういう 人が 『負け犬の 遠吠え』 
や 『だめん ず： っ ぉ〜 か〜』 の 読者に なった のだろう)、 「純愛 ブ ーム」 が 起きた の だと 僕は 
考えて いる。 

そして、 咋年 いよいよ、 「純愛」 ブーム と 「萌 える オタク 男」 とが 出会う 瞬間が やって 
きた。 それが 「電車 男」 ブーム なの だ。 電車 男は もともと、 インタ— ネットの 匿名 掲示板 
「2 ちゃんね る」 の 書き込みが 元ネタ だが、 書籍 •映画 •ドラマ •漫画と いった メディア 
展開に よって 一般人を 巻き込む 大 ブーム となった。 電車 男の ストー リー は、 当初、 「オタ 
ク男 という 恋愛 偏差値の 低い ダメ 人間が、 エルメス という 恋愛 偏差値の 高い 女性と 出会っ 
て 恋愛 スキルを 学び、 人間と して 成長して 恋愛を 成就す る」 という 筋書きで、 「オタク」 
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と 「迅 '^ 」か11^一 ^ されていた。つまり >|/ :一初 オタクは 映 • !¥ 『マイ •フ ヱア •レ ディ』 で 
貧乏 かつ 粗野な 女の 役を 演じる 才— ドリ！ ヘップ バーン の 男性 版と して 扱われて いた。 
エルメスの ティー カップ ー個で 右往左往して くれる 「オタク 男」 は、 まさに 「年収 300 
万円 時代の 恋愛」 の 対象に ふさわしい、 お金の かからない 彼氏な のでであった。 

ところが、 「電車 男」 の 物語が メディア によって 広く 語り 続けられて いくうち に、 徐々 
に 物語の 構造が 変質して いく。 映闻 『電車 男』 では、 オタク 男は 「オタクを やめて 恋愛の 
世 界に 参入す る」 という 元の 設定を 忘れた かの ように、 一度 オタクを やめて おきながら 
「こんなのは 本当の 自分 じ ゃない」 と 気づいて 元の アキ、、 ハ 系 オタクに 逆戻りす る。 そして、 
オタクの ままで エルメスとの 恋愛を 成就す る。 つまり、 映画 版では 「オタク」 と 「恋愛」 

の 関係は、 対立 関係から 協調 関係へ と 移行して いる。 それ どころ か、 この 現代の 社会に お 
いて、 一度 バブル 時代に 減んで しまった 「純愛」 を 実践す る 資格を 持って いる 純粋な 人間 
は、 実は アキバ 系の 萌 える オタク 男 だけ だ、 とする 「価値観の 転倒」 すら 起きて いるの だ。 

しかし、 なぜ、 純愛 精神を 胸に 密かに 抱いて いる 「萌 える オタク 男」 が、 バブル 期 以後 
の 日本で 増え 続けて いるの だろう か。 あるいは、 なぜ、 純愛を 求める 男の 多くが オタクに 
ならなければ ならな かった のだろう か。 なぜ、 オタク 男は 二次元の キャラクタ ーに 「萌 
え」 るの たろう か。 そもそも、 「萌 える」 という 行為には どういう 意味が あるの か。 それ 
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らの 疑問に 逐一 こたえて いくのが 本書の 役割で ある。 

「萌 え」 の 持つ 経済学 的な 意義は 経済の 専門家で ある 森 永卓郎 氏に おまかせ するとして、 

本書では 「萌 え」 の 持つ 心理学的な 効能、 おょび 社会学 的な 効能に ついて 明かして いきた 

、〇 

IV 

ともあれ、 僕の 主張は、 この 一言に 要約す る ことが 可能 だ。 

「萌 える 男」 は 正しい。 

本書を 読んで いただければ、 いかなる 理由で 僕が そぅ 言って いるの かが ご 理解いた だけ 
るは ずで ある。 
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ぐて る 男は 正 一 、 


t 萌 える 男の 日常 

浜 銀 総合 研究所の 調査に よると、 「萌 え」 市場は 二〇〇 三年の 時点で 八 八 八 億円 産業に 
成長して いると いう。 もはや 「萌 え」 は ニッチで はない の だ。 浜 銀 総 研が 定義す る 「萌え 
市場」 は、 萌え 関連の 書籍 (コミックな ど)、 萌え 関連の アニメ  DVD、 恋愛 ゲーム の 販売 
額を 足した もの だが、 実際の 市場は さらに 拡大して いるは ずで ある。 たとえば この 調査で 
は、 同人 誌 市場 •同人 ソフト 市場 か カウン トされて いないし、 ハ ー ドウ ヱア (パソコン や 
デジタル 家電)、 メイ ド 喫茶に 代表され る 二 •五次 元 産業 も カウントされ ていない。 実際の 
萌え 市場の 規模は、 すでに 一兆 円を 突破して いるは ずな の だ。 

では、 実際の 「萌 える 男」 たちは、 どのような ライフスタイルを 送って いるの たろう 
か？ 僕は 現在、 文筆業で 生活して いるの だが、 可処分 所得の 大部分を 萌え 関連 アイテム 
に 投入して いる。 特に、 デジタル 家電 製品 (DVD レコ ー ダ ー 、 HD D レコ I ダ ー 、 B 
D レコ ー ダ ー および 録面 メディア) にかけ る コスト か 大きな 比重を 占めて いる。 これは、 
テレビで 大量の 萌え アニメが オンエアされ ており、 複数 台の デジタル レコー ダー を 使って 
その 録酉 および ア ー カ イブを 続けて いるた めた。 

朝 目覚める と、 まず レコ ー ダ ー を 起動して アニメの 番組 予約を セットす る。 そして 朝食 


を 食べながら、 咋夜 録画した アニメを DVD や BD などの ディスク メディアに ダビングす 
る。 萌え アニメは 早朝 または 深夜に オンエア される ことか 多い ので、 ライブで 視聴す る 機 
会は あまりない。 また、 萌え アニメの DVD をす ベて 購入して いくと、 いくら お金が あつ 
て も 足りなくなる。 そのため、 「なるべく コストを かけずに 全ての 萌え アニメを ア ー カイ 
プ する」 という 目的の ために レコ I ダ ー か 必要になる わけた。 もちろん レコ I ダ ー で録面 
した 作品の 中で 気に入った ものは、 後日 パッケ ー ジ 版の D V D を 購入す る。 

予約と ダビングを 済ませて、 なお 時間に 余裕が ある 場合は、 近所の ス ポーツ ジムに 行っ 
て 汗を 流す。 アニメ や ゲーム を 消化す る 際には 部屋の 中に 籠って 動かない ことになるので、 
、っっかり すると 一週間 ほど 身動きしな かった、 という ことにな りが ちな の だ。 それは それ 
でい いの だが、 過剰な 運動不足は 精神衛生と 健康に良くな いので、 時間が あるときは 極力 
運動す る ことにし ている。 

昼間は 原稿 書きの 仕事を して、 夜は 打ち合わせ。 運ょく 自凼 時間が できた 時にはす かさ 
ず 溜め込んで いる アニメ や ゲーム の 消化 活動に 入る。 ネットで 話題に なって いる コン テン 
ツを ある 程度 チェックして おかないと 仲間の 話題に ついていけなくなる ので、 萌 える 男を 
貫く の も けっこう 大変な の だ。 この 世界、 テンポが 速い ので 三十 歳を 過ぎた 僕には フォロ 
I し 続ける のが そろそろ 厳しくな ってき ている。 そこで 年齢の 若い 友達から ブロ グや 掲示 
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板 経由で 最新の 萌え トレンド 情報を 拝聴して、 勉強 させて もらったり もす る。 

t 心の奥底に 眠る 「乙女 回路」 

さて、 アニメ や ゲーム を 消化しながら 「萌 える」 という 行為は、 内面的には 心の奥底に 
眠つ ている 「乙女 回路」 (語源は'  あか ほリ さとるの ラィ ト ノベル) を 回転させる という こと 
を 意味して いる。 男なら 誰でも 内心に 隠蔽して いる 心の中の 「乙女」 の 部分を 掘り起こし 
て 刺激を 与える、 それ か 「萌 える」 という 行動の 意味な のた。 男は、 常日頃、 「男らし さ」 
を 強制され ている。 しかし 分析心理学 者の ユングが 「男性の 精神には アニマ (女性的 元 型) 
が 存在す る」 と 喝破した ように、 もともと 人間の 精神は 男性的な 部分と 女性的な 部分から 
構成され ている。 ところが、 生物学 的な 性差 —— セックスを 基準に、 われわれ 人間は 否応 

なしに 社会的 性差 - ジヱン ダ ー という 属性を ^ J 与されて しまう わけた。 男の 体に 生まれ 

たものは 精神 も 男らしく、 女の 体に 生まれた ものは 精神 も 女らしく、 という 常識を われ わ 
れは 守らなければ ならない の だ。 

しかし、 それでは 疲れて しまう。 男 だって 女の子の ように かわいらし いものが 好きだし、 
日常 社会での ハ ー ドボィ ルドな 暮らしに 疲れ果て、 かわいらしい 対象 物を みて 癒されたい 
気分に なるとき も ある わけた。 そんな 辛い 男の 心の スキ マを 埋めて くれる 癒し ム ー ヴメン 


卜 こそが 「萌 え」 なの だ。 

もちろん、 乙女 回路を 搭載した 萌 える 男と いっても、 「男の 心」 だって 持って いる。 四 
六 時 中萌え っぱなしでは かえって 心の バランスを 崩し かねない。 ゆえに、 萌 える 男の 中に 
は、 プロレス や 格闘技と いった 「燃え」 趣味を 兼ね備え ている 人が 多い。 「萌 え」 は 古い 
言葉で 言えば 「女々 しい」 趣味 だが、 ここに 「燃え」 を 加える ことで 精神 内部で 男性 性と 
女性 性の バランスが 取れる の だ。 僕 も 「PRIDE」 などの 格闘技 ィベントを よく 観戦す 
るし、 非常に 暇な ときには 道場に 練習に 行ったり もす る (最近は 忙しくな ってし まって 
…… )。 ただし、 そうはい っても 実際の 格闘技は 相手を 攻撃 するとい う 過激な ものな ので、 
まったく 上達し ない。 『燃えよ ドラゴン』 を 鑑賞して 自分が ブル ース •リー になっ た 「気 
分」 を 味わっ てるぐ らいが 自分には ちよう どい いの かな あとい う 気は する。 

ただし、 僕が このように 運動したり 格闘技には まったり して 「萌 え」 と 「燃え」 の、、 ハラ 
ンスを 考える ようにな ったのは 三十 歳を 過ぎて からで、 二十代の 頃は 二十 四時 間 「萌 え」 
続ける 男だった。 しかし 歳を とる と、 ある 程度 運動して いないと 体力が 落ちる し、 ホル モ 
ンの 分泌の 関係 だと 思う の だが、 精神的に も 不安定に なりが ちだった。 そこで 効率よ く萌 
える ためには 自分に 「燃え」 の 要素を 定期的に 投入して やる ほうがよ い、 という 結論に 到 
達した わけ だ。 つまり、 燃えて いる 間の 僕は (たぶん) 男らしい 状態のは ず。 燃えに よっ 


017  第一章 萌 える 男は 正しい 


て 精神の 中の 男性 性を 燃焼 させて おくと、 しばらくの 間、 残る のは 萌 え：：：： 乙女 回路 だけに 
なる。 ゆえにい っそう 激しく 萌 える ことができる というわけだ。 

このように、 「萌 える 男」 は 「燃える 男」 を 兼ねる ことが 多い ので、 たとえば ゲ ームコ 
ン テン ツ では 格闘 ゲーム 、アニメ コンテンツでは 戦闘 ロボット アニメと いった ジャンルに 
も 人気が あるの だ。 むしろ、 オタク コンテンツ 界 では 実は 「燃え」 がメ インス トリー ム で、 
ここ 二十 年の 間に 少しずつ 「萌 え」 が 台頭して きた、 と 言っても よいだろう。 どうして 
「萌 え」 が 占める 割合が 拡大して きた かは、 本書の 中で おいおい 説明して いく。 

丄 I  •五次 元 空間 

ところで 順番が 逆にな ったが、 僕は 物 書きな ので、 仕事と いっても 椅子に 座って 原稿を 
書いて いる ことが 多い。 したがっ て、 仕事中は だいたい 部屋に 籠って いる。 ただし 気分し 
だいでは 喫茶店で 粘る こと も ある。 また、 担当 編集者との 打ち合わせ も 結構 多い ので、 毎 
日に 近い 間隔で 近所の メイ ド 喫茶に 入って いる。 お 堅い 仕事では 「ル ノアー ル」 を 利用す 
るの たか、 オタク 系の 仕事を こなす ときには メイ ド 喫茶の ほうか アイデア か 出 やすいの だ。 
メイ ド 喫茶には メイ ドさん (メイ ドの コスプレ をした ゥヱ イト レス) がいる わけ だが、 この 
メイ ド 喫茶と いう 空間は、 いわゆる 三次元 (一般的に 「現実」 と言われ ている 空間) ではな 
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く、 さりと て 二次元で もない、 「二 •五次 元」 とで も 呼ぶべき 特殊な 空間で ある。 二次元 
と 三次元の ハ ザ マに 位置す る 世界と でも 言おう か。 この 「二 •五次 元」 という 微妙な 空気 
が、 いろいろな アイデアの 源泉になる の だ。 メイ ド 喫茶の ような あいまいな 二 •五次 元 空 
間は、 自分の 精神に 隠れて いる 二次元 世界に 対する さまざまな 妄想 や 着想を、 三次元 世界 
に 引き出し やすい 場所な の だ。 単に メイ ドさん の コスプレが 見たい から メイ ド 喫茶に 通い 
つめている わけでは ない。 

さて、 僕は 仕事 (オタク) か 趣味と いう 状態な ので 一日中 仕事を している わけた か、 着 
ている 服は ユニクロで 買っ た 無 個性な シャツと ジ ーンズ だっ たりす る。 なぜこう なる かと 
いうと、 まず 萌え アイテムに お金を 使う ので、 ファッションに お金を かける 余裕がない。 
次に ファッションは 「萌 え」 でも 「燃え」 でもない。 純粋に ファッションを 趣味に してい 
る ファッション オタクは 別と して、 多くの場合、 ファッションは 三次元の 女性の 気を ひく 
ための 手段に すぎない。 僕 も 三次元の 女性に まったく 興味がない わけでは ない の だが、 二 
次元の 萌え キャラの ほうが ずっと 大事な の だ。 ゆえに、 ファッションに 金を かける 暇が あ 
つたら 萌え アイテムを 買おうと いう ことにな つてし まう わけ だ。 

また、 アイテムが 多すぎる ので、 部屋は 異常に 散らかって いる 状況。 そのうち 床が 抜け 
るか もしれ ない ので ビク ビク している の だが、 -It しい 上に 不精な ので 掃除が できない。 最 
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近、 「派遣 メイ ドさん サ ー ビス」 という 仕事 か 誕生した。 電話を すると 本物の メイ ドさん 
(メイ ドの コスプレ 姿の 女の子) が やってきて 掃除して くれる という (性 風俗 産業では ない。 
本当に お 掃除して くれる の だ)。 この 「派遣 メイ ドさん」 を 呼べば 部屋を 片付けられ そうな 
の だが、 あまりに 部屋が 汚い ので メイ ドさん に 失礼 だと 気を遣って しまい、 どうしても 呼 
ベずに いる。 実際に メイ ドさん を 呼ぶ 人 も、 たいていは 自分で 部屋を 片付けてから 呼ぶ そ 
うだ。 やはり 「萌 える 男」 は 性格の 優しい 人、 という か 気の 小さい 人が 多い のだろう か？ 
少なくとも 僕は 非常に 小心者た。 

t モテ 趣味よりも 本当に 好きな 趣味を —— 恋愛の ゲ—ム 化に 醒めた 男 

ちかごろ、 『anan』 を はじめと する 女性 雑誌が、 「いかにして セツ クスした がらない 
男を その 気にさせ るか」 「どうやっ て 恋愛した がらない 男を 振り向かせ るか」 という、 わ 
りと 切実な 特集記事を 組む ヶース が 増えて きている。 (おもに 東京 圏での) 晚婚化 •非婚 化 
現象は かなり 以前から 問題に なって いるが、 メディアを 見て いるかぎ りでは どうやら 最近 
は 女性の ほうが 恋愛 や セックスに 熱心な 傾向が あり、 男性は 一部の 「モテ 系」 と、 そうで 
ない 「非 モテ 系」 に 二 極 分化しつつ あるら しい。 

八〇 年代 後半、 バブル 経済 華やかな りし 時代に、 恋愛は 商品 化されて いった。 たとえば、 
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アベックが 映画館で 松 任 谷 由 実の テー マ ソングが 流れる ホイ チョイ •プロダクションの 卜 
レン ディ 映画 『私を スキ— に 連れてって』 を 観て 自分たち も スキ— に 行きた くな り、 西武 
バスに乗って 苗 場の スキー 場へ 行き、 プリンス ホテルに 宿泊して スキー と セックスを 満喫 
する …… といった ょうな 「恋愛 資本主義 経済 サイクル」 とも 言うべき 構造が 確立され たの 
が、 八〇 年代 後半だった。 

七〇 年代 初頭、 恋愛とは、 貧乏で 政治 や 社会に 希望を 失った 若者が、 絶望の 果てに 見出 
した 閉塞 的な 世界だった。 上 村 一夫の 『同棲 時代』 こそが、 当時の 若者の 恋愛観を 描き出 
していた といぇる。 しかし 空前の バブル 景気に ょって、 恋愛 もまた 大量 消費 システムに 取 
り 込まれ、 消費の ための 商品に なった の だ。 この バブル 時代には、 「恋愛 マニュアル 雑誌」 
なる ものが 隆盛を 極めた。 男性 誌では 「ホットドッグ プレス」 がその 代表格 だ。 若者は、 
メディアから 「女に モテる ためには こういう 髪型を してこう いう 服を 着て こういう 話題を 
身に つけて . 」 といった 一連の 「恋愛の ルー ル」 を 刷り込まれ 続けた のた。 

「ナンパ」 という 言葉 も 発明され た。 恋愛は それまで 男女の 偶然の 出会いから 始まる 
「縁」 「運命」 と 考ぇられて いたが、 「ナンパ」 の 勃興は、 恋愛が 一種の 「ゲ ーム」 になっ 
たこと を 意味す る。 もともと 「ナンパ」 の 語源は 「硬派」 に対する 「軟派」 で、 女の 尻を 
追い回す 軽薄な 男を 意味して いた。 つまりは 侮蔑 語だった の だが、 八〇 年代に 入る と 女を 
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追い回す 軟派 = ナンパ こそが スタン ダー ドと なり、 逆に 硬派の ほうが 笑われる 時代に なっ 
たわけ だ。 

この 八〇 年代と いう 時代に、 ナンパ や 「軽薄短小」 と 呼ばれる 一連の 「恋愛 資本主義 文 
化」 の 裏側で 密かに 誕生し、 徐 々に 拡大して いった 勢力が、 「オタク」 なの だ。 オタクは 
一言で 言う と 「恋愛 資本主義に 組み込まれなかった 人々」 と 定義で きる だろう。 僕の 一つ 
上の Ht 代で ある 評論家の 岡 田 斗 司 夫 氏が オタクの 第一 世代に あたる の だが、 この 世代では 
「SF」 が オタク 文化の 中心だった。 その後、 「アニメ」 そして 「萌 え」 へと オタク 文化の 
メ インス トリー ムは 変遷して いくの だが、 中心が 変化し ようが オタク 文化に 終始一貫して 
共通して いる ことは、 オタクが 八〇 年代 的な 「マニュアル 恋愛 文化」 (僕は、 これを 旧来の 
「純愛」 的な 意味での 恋愛と 区別す るた めに、 「恋愛 資本主義 システム」 と 呼んで いる) に 背を 向 
け 続けて いると いう ことなの だ。 オタクは マニュアル によって 作られた 恋愛 ゲーム に 参加 
する ために 「モテ 趣味」 という 与えられた ル ー ルを 学習す る ことよりも、 自分自身が 本 ^ . 
に 好きな 趣味を 満喫 するとい う ライフスタイルを 選択した ので ある。 

そして、 二十 一世紀に 入った 現在 もな お オタク 市場が 拡大し 続けて いると いう ことは、 
マニュアル 恋愛 •ゲ ーム 恋愛 …… つまり 恋愛 資本主義 システムの 市場が 縮小の 一途を 迪っ 
ている という ことを 示して いる。 オタク 市場は つい 最近まで ニッチと S われて いたが、 野 
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村 総 研が 市場規模の 試算を 行うな どした 結果、 もはや ニッチとは 呼べない 巨大 産業に なっ 
ている ことが 明らかになった。 その 一方で、 非婚 化の 流れ、 恋愛 離れの 流れが 止まらな く 
なって いる。 さらに、 オタク 文化の 中で も 二次元 世界での 脳 内 恋愛と いうべき 「萌 え」 が 
主流 化して きたと いう ことは、 何を 意味す るの だろう か？ この 問題を 考察す る 際の 手 か 
かりは、 八〇 年代から 現代に かけて 進行した 「セックスと 愛情の 分裂」 という 現象に ある。 

t セックスと 愛情の 分裂 I ラィト 風俗 •援助交際 •ヤ ラは た 

かつては、 セックスと 男女の 愛情は 「恋愛」 という 関係 性に おいて 一体化され るべき も 
ので ある、 という 理想が あった。 愛情の ない セックスは 価値がない、 動物 的な 行動で ある、 
という 戒めが あった わけ だ。 しかし、 バブル 期に 恋愛が 商品 化された ため、 セックスと 愛 
情を 恋愛と いう 物語に よって 繫ぎ 止めて おく ことが 困難に なって しまった。 

かつて 売春は 非常に 不道徳な 行為で あると され、 性 産業とは よほどの 借金を 抱えて いる 
ような 女性 だけが やむ にや まれず 身を 堕と す 「苦界」 であると 考えられ ていた 時期 かあっ 
た。 ところが 八〇 年代に なると、 そのような 「訳 あり」 の 女性に くわえて、 単純に お 小 遣 
い 稼ぎの ために、 あるいは 「ビジネス」 として 性 産業に 従事す る 女性が 増加した。 ア ダル 
ト ビデオ (AV) や ファッション ヘルスな どの ラィ ト 風俗が 勃興した こと も、 この 性 産業 
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の ライト 化の 一因だろう。 

A V や ライト 風俗は、 八〇 年代 バブル 期に おける 恋愛の 商品 化の 流れの 中に 位置づける 
ことが 可能 だ。 恋愛を 商品と して パ ッヶー ジングす る 過程に おいて、 恋愛から セックスの 
要素 だけを 切り離して 販売した ものが A V や ライト 風俗で、 セックス へと 至る までの 恋愛 
プロセス (つまり 「口説き」) の 要素 だけを 切り離して 売り出した ものが キャ バクラ や テ レ 
クラと 言って いいだろう。 キャ バクラ もまた 八〇 年代に 生み出された 恋愛 商品の 一つ だ。 
そこでは、 客が キャ、 パクラ 嬢に 対価を 支払って、 一定の 期間 だけ 恋愛 感情を レンタル させ 
て もらう ことができる。 ライ ト 風俗 や A V が、 客が 対価を 支払って 一定の 期間 だけ セッ ク 
スを レンタル できる のと、 まったく 構造は 同じな の だ。 

昔から、 ソ ー プラン ド や クラブ、 キャ バレー といった オヤ ジ 文化は 存在した が、 ライト 
風俗 や キャ バクラは、 これら お金 持ちの オヤ ジ 文化を 若者 •一般大衆 向けに 拡大 •敷衍し 
た システムと いえる。 七〇 年代までは、 お金を 持った 大人の オヤ ジ だけの 遊びだった 恋愛 
の 切り売りが、 バブルに ょって 一般大衆 レベルに 普及した わけ だ。 

もちろん、 いくら 客 = 男性 側が バブルに ょって 可処分 所得を 増やした からといって、 そ 
れ だけで 恋愛の 商品 化が 成立す る わけでは ない。 女性 側 もまた、 恋愛を 切り売りして 金を 
稼ぐ ことに 罪悪感を 感じ なくなっ ていっ たの だ。 いやむ しろ、 自分自身が 恋愛 市場に おけ 
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る 高額 商品で ある ことを 理解し、 積極的に 自らを パ ッケ— ジングして 売っ ていこう という 
姿勢を 取り はじめた ので ある。 

もちろん、 僕 か 言っ ている 「恋愛と いう 商品」 は、 A V や キヤ'、 ハク ラと いった 直接的な 
産業の こと だけでは なく、 八〇 年代 以後に おける 通常の 「恋愛」 そのものを 意味して いる。 

つまり、 マニュアルに 沿って 自らを パ ッケー ジングし 、ファッション や モテ 趣味と いった 

恋愛 スキルを 習得した 男女が、 ルー ルに 沿った 恋愛を 演じながら 消費を 続ける …… という 
一連の 行動 じたいが 「商品 化された 恋愛」 なの だ。 八〇 年代の テレクラの 隆盛 も、 恋愛が 
キヤ バクラ や ラィト 風俗の 延長 線 上に 位置す る 「商品」 となった ことを 意味して いる。 

その 結果 どうな った かとい うと、 まず 恋愛と 売春の 境界線が 限りなく あいまいに なった。 
さらに、 九〇 年代に 入る と 「援助交際」 という 言葉が 発明され た。 援助交際とは、 ありて 
いに 言えば 「素人 売春」 のこと である。 しかし 売春と いう 言葉は 後ろ暗い ので、 「援助 交 
際」 という 呼び 方を 発明して、 誰に でも やり やすい ものに 変えて みた というわけだ。 

また、 恋愛の 商品 化に よって、 「常に 恋愛して いなければ ならない」 「いつも セックスし 
ていなければ ならない」 という 強迫観念が、 人々、 特に 若い 層に 植え付けられて いった。 
オタクが 嘲笑の 対象で あリ 続けた の も、 オタクが 恋愛 資本主義の システムに 入って いない 
からだ。 「恋愛は 縁で あり 運命で ある」 という 考えは / Is れ ていき、 恋愛は ラィトで お手蛏 


な 消費 活動に 変貌して いった。 その上 恋愛を 構成す る セックスと 愛情と いう 二つの 要素が 
切り離されて いったの だから、 普通の 女子 中高生が 援助交際に 走る という 事例が 増加した 
の も 当然と いえば 当然な の だ。 

高 崎真規 子の 『少女たち は なぜ H を 急ぐ のか』 (NHK 生活 人 新書) にょると、 最近では 
未成年の 援助交際は 減少して いるものの、 恋愛 や セックスの 体験を はやく 済ませて しま お 
うとい う 強迫観念には やはり 根強い ものが あり、 「ヤ ラは た」 という 言葉まで 作られて い 
るそう だ。 「ヤ ラは た」 とは、 「セッ クスせ ずに (ヤ ラずに) 二十歳を 過ぎて しまう」 とい 
うこと を 意味して おり、 若い 女の子の 間では それが 「恥」 なの だとい う。 にわかには 信じ 
がたいの だが、 「恋愛とは 経済活動 であり、 自分の 若い 肉体は 賞味期限の ある 商品で ある」 
という 思想が 彼女たち に とっての 「現実」 となって いるので あれば、 ありえない 話では な 
い。 生鮮 商品は 時間と ともに 価値を 失って いく わけ だから、 鮮度の 良い うちに 売って 消費 
してし まおうと いう 発想は、 商売と しては 正しい。 

しかし、 萌 える 男で ある 僕と しては、 こ、 っいう 話を 聞く と 何とも 言えない 虚しい 気分に 
陥っ てし まう。 肉体 も 愛情 も 商品と して 切り売り される パーツ にすぎないので あれば、 人 
間の 魂は、 どこへ 行けば いいのだろう か？ 「魂」 と 呼ぶ と 宗教が かってし まう が、 精神 
分析 学 弔 語を 使って 「自我の 支え」 とか 「アイ デン テイ テイ」 と 呼んでも かまわない。 た 
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だ、 「魂」 という 言葉が もっとも 一般的で わかりやす いので 使って いる わけ だ。 つまり、 
「霊魂」 と 力 「エク トフ ラ X ム」 のよう な 実体の ある ものと して 語っ ている のでは なく、 
「精神」 や 「自意識」 のこと を 「魂」 と 呼んで いる わけ だ。 

t 「恋愛 偏差値」 という パラメ— 夕| 

さて、 こうして 八〇 年代から 現代に かけての 恋愛の 商品 化の 流れを 俯瞰して みると、 ま 
るで 誰も かお 手軽に コンビニで お 弁当を 買うよう な 感覚で 恋愛で きる 世界が 実現して いる 
かの ように 思える。 ところが、 実際には そうでは ない。 現実は まったく 逆で、 恋愛で きる 
人間と 恋愛で きない 人間の 格差は、 この 二十 年の 間に 広がる 一方だった。 

マニュアル 恋愛には 一定の ルー ルが あり、 確固と した 統一的な 価値基準の 体系が ある。 
そこでは 男女と もに 厳密な ル ー ルに 沿って 「恋愛 偏差値」 とで もい うべき パラメ ー タ I を 
持たされる。 この パラメ ー ターか 一定の 数値を 超えて いれば 恋愛で きる が、 足りなければ 
市場に 参加で きない。 大学 入試 センター 試験 (かつての 「共通一次試験」) のよう な 一種の 
「足切り」 が 行われる わけ だ。 ゆえに、 恋愛 偏差値の 低い 男は、 ラィト 風俗 や A V 、 キャ 
バクラな どで 期間 限定の 「レンタル 恋愛」 という 商品を 購入す る ことになる。 しかし、 レ 
ン タル 恋愛では、 僕が 問題に した 「魂」 の 飢えの 充足、 つまり 精神的な 癒しを 得られる の 
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だろう か？ やはり 難しい といわなければ ならない。 本来、 恋愛 か 人間に とって 必要と さ 
れ ている のは、 「愛情に よる 半永久的な 癒し」 を 得られる からだと 思う。 

もちろん 現実には 「永遠 不滅の 愛」 などは 存在 しないが、 恋愛して いる 間は、 一瞬で も 
そういう 幻想を 抱いて いられる の だ。 それゆえに 恋愛は 必要と されて きた わけ だ。 ことに 
宗教 や 政治の 価値が 低下した 現 ft 社会では、 恋愛は それらの システムに 代わって 人間を 癒 
す 重要な システム となって いる。 七〇 年代は、 挫折した 政治 闘争に 代わって、 恋愛に よる 
人間の 救済が 模索され た 時代だった といえる。 ところが、 続く 八〇 年代に 恋愛が 商品 化さ 
れ たこと によっ て、 恋愛 システムの 恩恵に すら 与れない 人々 が 増加した わけ だ。 

t スト— 力— 犯罪の 誕生と 恋愛 二— 卜の 登場 

九〇 年代 以後、 社会問題 化した 「ストー カー 犯罪」。 これには、 おもに 恋愛 感情の ない 
スト ー キングと 恋愛 感情から 始まる ストー キングが あるが、 ここでは 恋愛 感情から 始まる 
ストー キングに ついて 論じる。 

恋愛から スタ ー ト する ストー キングとは、 つまり 「一方的な 恋愛」 だ。 かつては レィプ 
が 社会問題の 一つと して あげられて いたが、 レィプとは 「一方的な セックス」 だ (注 •本 
書では 「セックス I という 言葉を 「膣に ペニスを 挿入す る こと」 という 単純な 意味で 使っ てい 
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る)。 レイプ 犯罪は なくなった わけでは ない が、 かつての ように メディアの 第一線で 大き 
く 取り あげられる 機会は 減少して いると 思われる。 九〇 年代に 入って、 「セク シャル •ハ 
ラ スメント」 や 「スト ー カー 犯罪」 といった 新しい タイプの 犯罪が 社会問題 化して メディ 
アに 取り あげられる ようになった ためだろう。 

つまり、 「セックスで きない」 という ことを 理由に 悩んで 暴走す る タイプの 男性に 加え 
て、 「恋愛で きない」 という 苦悩から 「一方的な 恋愛関係を 強制す る」 という ス ト— カー 
犯罪に 走る 男性が 増加した ので ある (同じ 理由で、 スト ー キングに 走る 女性 も 増えて いる)。 
スト ー キング 犯罪の 背景には 「恋愛し なければ ならない」 という 強迫観念 や、 「自分 だけ 
が 恋愛に 参加で きない ことへの 憤り」、 「自分に も 恋愛が できる はず だとい う 思い込み」 な 
どが あると 思われる。 

また、 恋愛とは 恋愛 対象に 心理的に 依存す る 行為で も あるので、 「依存 対象への 過度の 
固着」 といった 理由 も あるだろう。 断 酒 や 禁煙が 精神的な 苦痛を 生む のと 同じように、 恋 
愛を 断たれる こと も 非常な 苦痛を 生む ことになる。 その 結果、 スト ー カ ー になっ てし まう 
人が 増えた のではないだろう か。 もちろん、 だからといって ストー キングが 許される わけ 
ではなく、 相手が 望まない のに 一方的な 関係を 強制 するとい う 意味では、 レイプと 本質的 
には 違わない 犯罪 行動で あると いう ことを 明記して おかねば ならないだろう。 
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ストー カー 犯罪 モノの 元祖と もい える 映画が、 一九 六 五 年 公開の 『コレクタ ー』 (監督 
ウィリアム •ワイ ラー、 主演 テレンス •スタンプ) だ。 主人公の フレディ (テレンス •スタン 
プ) は 蝶の コレクションが 趣味の オタク 青年で、 たまたま 大金を 手に した ことから 憧れて 
いた 女性 ミランダを 監禁。 彼女を 蝶の ょうに 自分の コレクションに する。 さらわれた ミラ 
ン ダは、 フレディの m: 的が セックス、 つまり レイプ だと 考えて いたが、 実は フレディの 望 
みは ミランダと 友達に なり、 そして 結婚す る ことだった。 つまり セッ クスでは なく 恋愛が 
目的だった の だ。 

ミランダは 最後には 正常な 恋愛関係を 作る ことができない フレディに 同情して セックス 
に 誘う が、 フレディは 「君が 愛しても いない 男と セックス する 女だった なんて、 失望し 
た」 と 激怒して しまう。 フレディは 恋愛 対象を 理想化 •偶像化し、 可能な ことなら ば 蝶の 
標本の ょうな 「アイテム」 に 変えて しまいたかった の だが、 また 同時に、 セックスと 愛情 
が 融合した 形での 旧来の 「恋愛」 を 追い求めて いたわけ だ。 フレディは 「娼婦なら ロンド 
ンに 行けば いくらでも 買え るんだ、 馬鹿にするな」 と 言い出す。 実際、 フレディは 億万 長 
者な ので、 セックスには まったく 不自 FI1 しない 身分な の だ。 彼が 求めて いたのは 愛情で あ 
り、 愛情と セックスが 融合した 形での 恋愛 そして 恋愛結婚だった。 

レイプ 犯罪と ストー カー 犯罪の 違いは、 この 「娼婦なら ロンドンに 行けば いくらでも 買 
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え るんだ」 の 一言に 集約され ている と言えるだろう。 もちろん ストー キングから レイプへ 
と 至る ヶース も あるの だが、 たいていの 場合、 最終的な 目的は 「恋愛」 なの だ。 

t「 恋愛 ニー ト」 という 社会問題 

ストー カー 犯罪が、 恋愛 市場から はじき 出された 人間が 無理やりに 恋愛 市場に 入り込 も 
うとす る 行動な のに 対して、 恋愛 市場に 参与す る ことを 放棄して しまう という ケース も 増 
えてい る。 つまり 「恋愛し ない 人々」 だ。 彼らは ただ 単に 恋愛して いないと いう だけでは 
なく、 最初から 恋愛す る 意思がない わけ だ。 これは、 いわば 「恋愛 ニー ト」 とで も 呼ぶ ベ 
き 存在 だ。 僕 自身 もこの 恋愛 ニー トの 一員な の だが、 職業 二— 卜が 社会問題 化し、 彼らを 
なんとかして 再 就職 させよう という 動きが 活発化して いるのと 同様に、 恋愛 ニー トに 対し 
て も 何とかして ふたたび 恋愛 市場に 参加 させよう という 動きが 活発化して きている。 

オタクと 恋愛 ニー トは 完全に 重なり合っ ている わけでは ない ものの (オタクで も 恋愛し 
ている 人 や 結婚して いる 人は 大勢い る)、 かなりの 部分で 一致して いる。 メン タリ ティ 的に 
は、 オタクは まず 潜在的な 恋愛 ニー トと 考えて いいだろう。 というのは、 オタクは 恋愛 資 
本 主義 システムから 逸脱して いるから だ。 恋愛に 消費す るよりも 自分の 趣味に 消費す る、 
それが オタクの ライフスタイル だから だ。 したがって、 オタクが 社会、 特に マ X メディア 


から 非難され がちな のは、 実は オタクが 潜在的な 恋愛 ニー ト だからな の だ。 

t 男の 二極化 —— 萌え オタクの 登場と D V の 社会問題 化 

冒頭で も 述べた ように、 オタク 市場、 なかん ずく 萌え 市場の 急激な 発展は すでに 「萌え 
= ニッチ」 という 定説を 覆す スピー ドと 熱気を 持っ ている。 日本 経済 新聞社の オタク 市場 
動向 雑誌 『日経 キャラクター ズ！』 は萌 えに フォー カスして いる わけでは なく 「ガン ダ 
ム」 を 中心とした オタク 市場 全般を 扱って いるが、 講談社が 自社 サイトで 連載した w eb 
コンテンツを まとめて 書籍 化した 『萌 え萌え ジャパン』 (堀 田 純 司) は、 メイ ド カフェ や 
フィギュア、 抱き 枕、 声優、 コ ミケ、 ゲ ー ム、 アイドル という 萌え 市場 オンリー に 絞った 
ノンフィクション だ。 この 本では、 萌え 市場は 「二 兆 円 市場」 と 銘打たれ ており、 浜 銀 総 
合 研究所の 算出した 「八 八 八 億円 市場」 という 規模よりも さらに 大きく 取り扱われ ている。 
これは、 浜 銀 総合 研究所よりも 『萌 え萌え ジャパン』 が 扱った 対象の ほうがより 広範囲で 
あるから と 思われる。 特に コミケット (コ ミケ) に 代表され る 同人 市場は 決して 看過で き 
ない 巨大な 市場を 形成して いる。 

かわいらしい キャラクタ— に 胸を ときめかせて 癒される という 萌え 文化の 源流の ひとつ 
は、 アイドル 文 ^ にある。 七〇 年代から 八〇 年代に かけて は、 空前の アイドル ブ— ムが存 


0^2 


在した。 しかし 写真週刊誌の 隆盛に よって、 生身の アイドルに キャラクター を 演じ きらせ 
る ことは 困難になる。 三次元 アイドルが 次々 と 彼氏との デー ト 現場な どの プライべ一 卜な 
写真を 撮影され て キャラクタ— 性を 喪失 させられる という 構造が 完成して しまった の だ。 

かつて、 アイドル ファンの 間では 「アイドルは トイレに 行かない」 「アイドルは 処女で 
ある」 という 信仰め いた 定説が あった が、 情報 過多な 現代では、 生身の 女性で ある アイド 
ルに そのような 偶像 性を 求める のは 困 雛と なった。 そのため、 三次元 アイドルに 代わって 
二次元の キャラクター が萌え 対象と して 選択され る ことが 多くな ったの だろう。 二次元で 
あれば、 写真週刊誌に プライべー トを 暴露され る 危険は ない。 また、 二次元と 三次元の 中 
間 的な 存在、 「二 •五次 元」 ともいうべき 位相に いる キャ ラク タ— への 二— ズも 高まっ た。 
キャラクタ ー の 声を 担当す る 声優 アイドル や、 メイ ド 喫茶で 働く メイ ドさん、 コスプレ プ 
レイヤ— などが 「二 •五次 元 キャラ」 に 相当す る。 彼女たち は、 本来は 三次元の 生身の 女 
性な の だが、 二次元 キャ ラを 演じる ことによ って 萌え 属性を 獲得し、 ファンに 萌 えられる 
の だ。 

さて、 キャラクタ— に萌 える 男が 増殖す る 一方、 正反対の 方向、 つまり 「萌 えない 男」 
への 道を 進んで いる 男性 も 増えて いるよう だ。 男 も 女 も八〇 年 ft 以後に 進行した 「恋愛の 
二極化」 によって、 恋愛す る 人間と 恋愛し ない 人間の 二種 類に 極端 化して いる わけ だが、 
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概して 恋愛 市場で 女性に モテる のは 「萌 えない 男」 だ。 萌 える 男は、 よほど 顔が 良い とか 034 
金が あると かいった アド バン テー ジ がない かぎり、 「オタク」 とか 「キ モィ」 とか 言われ 
て 敬遠され る ことが 多い よう だ。 それに 対して、 萌 えない 男は、 ルックス や 経済力が いま 
いちで も それなりに 恋愛で きる。 

ここで 僕が 言う 「萌 えない 男」 とは、 「萌 える 男」 の 逆の タィプの 男を 意味す る。 

萌 える 男は、 「恋愛とは、 萌 えて 忍ぶ ものな り」 という 受動的 態度で 女性に 対しても 一 
種 フェミニスト 的と いうか 気弱な 平和主義者 だが、 萌 えない 男は 「恋愛とは セックス なり、 

セッ クスとは 恋愛な り」 という 能動的 ? .) 態度で 女性に 接する。 能動的と 書く と 誉めて 
いるよう だが、 逆の 面から 見れば 生身の 女性を あまり 大事に 扱わない 態度と もい える。 た 
とえば 僕の ような 萌 える 男は、 本気で 好きで もない 女性と、 たた セックスし たいから とい 
って 「好きだ」 と 嘘を ついて とりあえず 付き合う、 というよ うな 行動は 決して 取れない。 

相手を 利用して 騙す ことになる からだ。 しかし、 萌 えない 男は 「セッ クスした いので、 別 
に 好きで もない が とりあえず 口説く」 という 行動 原理で 動いて いる。 

萌 える 男は 「本気」 にならなければ、 自分から 女性を 口説かない。 「とりあえず」 など 
という ことは、 ありえな いの だ。 しかも、 女性からは たいてい 敬遠され る。 

ひるがえって 萌 えない 男は、 女と 見れば 口説く。 しかも、 実は 萌 えない 男の ほうが 一見 


情熱 的に みえる ので 女性に 好かれる。 

その 結果、 女性に 対して とても 誠実とは 言えない 萌 えない 男が 恋愛 市場を 独占し、 本来 
女性に 誠実で あるは ずの 萌 える 男が 恋愛 市場から ロックアウト される という 構造が 出来 上 
がっ たの だ。 かくして、 恋愛 市場に 参加して いる 女性は、 萌 えない 男に 暴力を 振る われる 
などの 被害を受け やすくな ってし まった わけ だ。 

法務省な どが 実施して いる 電話 相談 「女性の 人権 ホットライン」 には、 二〇〇 三年 だけ 
で 二 万 九 一一 五 件の 相談が 寄せられ ている。 全体 的な 相談 件数 も 増加 傾向に あるの だが、 
特に DV  (ドメ スティック バイオレンス) を はじめと する 暴力 問題の 増加が 目立つ ょう だ。 

もちろん、 大多数の 男は ここで 僕が 述べた 「萌 える 男」 と 「萌 えない 男」 の 中間 的な 性 
質、 あるいは その 両面を 持っ ている。 しかし、 ここ 二十 年の 間に、 「萌 える 男」 と 「萌え 
ない 男」 への 極端な 二極化が 進んで いる、 というの が 僕の 偽らざる 実感で ある。 

t なぜ 「 萌える 男」 だけが 非難され るの か 

今で こそ、 萌え 市場の 可能性が 経済界で 見直される などして 萌 える 男の イメ ージも 多少 
は 向上して きたが、 つい 最近まで、 萌 える 男は マスコミ や 社会 全体から 「オタク」 とか 
「ロリコン」 とい、 っ レツ テルを 貼られて 白眼視され てきた。 少女 誘拐事件 などが 発生す る 
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と、 まず テレビの コ メンテー タ— が 「犯人は オタクに 違いない」 「犯人は 生身の 女性に 興 036 
味がない フィギュア 萌え族 だ」 などと 言い出す。 彼らは、 たとえ 逮捕された 容疑者に その 
ような 趣味が まったくなかった としても、 決して 謝らない し 訂正 もしない。 

しかしながら、 萌 える 男は 基本的に 受動的な 性格で、 しかも 二次元の 空想の 世界で g 足 
できる の だ。 萌 える 男の 特徴は、 その 旺盛な 想像力に ある。 アニメ や 漫画の キャラクター 
は、 それ 自体には あまり 情報量が なく、 人格 的な リアリティが 薄い 場合が 多い。 だが、 萌 
える 男は 想像力に よって その キャラクター の 性格 や 生い立ち や 人間関係 などの 物語を 創造 
し、 あたかも 実際に 生きて いるかの ような 人格を キャ ラ クター に 持たせる ことができ るの 
だ。 つまり、 萌 える 能力を 発達 させれば、 自らの 脳 内に もう 一つの 仮想 現実 世界を 構築す 
る ことが 可能な の だ。 だから、 萌 えを 「脳 内 恋愛」 と 呼んでも よい かもしれ ない。 

特に 年配の ジャ ー ナ リスト や 学者な どの 面々 に 多い の だが、 萌 える 能力がない 人間は、 

萌 える 男に 対して 「脳 内の 空想な ど、 現実に 比べれば 無価値な 絵 空 事に すぎず、 したがっ 
て 空想 ばかりし ている 人間は 現実に 不満を 抱えて いる 反 社会 分子で あり、 犯罪者 予備軍に 
違いない」 という 先入観を 持ちが ち だ。 しかし、 それは まったくの 誤りで、 彼らは 自分を 
基準に 判断す るから そういう 誤解に 陥る の だ。 萌 えを きわめて いけば、 脳 内に 現実の 世界 
よりも さらに 強固な リアリティを 持っ た、、 ハ— チャ ルワー ルドを « 築す る ことかで きる よう 


になる。 つまり、 ある レベルに 到達した 萌 える 男は、 脳 内の 空想 だけで 欲望を 満たしたり 
不満を 解消す る ことが 可能と なる。 たとえば 男で あれば 誰し も、 多 かれ 少な かれ 女性に 対 
する サディズム 的な 欲望を 秘めて いるが、 萌 える 男は その サディズムを 空想の 世界で 消化 
して 発散 させて しまえる。 ゆえに、 三次元の 生身の 女性に 対しては 羊の ょうに 従順で いら 
れ るの だ (とはいえ、 僕 自身は まだ そこまで 悟れて ない の だが)。 

これに 対して、 極端 化した 「萌 えない 男」 は、 空想す る 能力に 欠けて いる。 想像力が 欠 
如して いるの だ。 彼らに とっては、 目の前の 現実 だけが 唯一 絶対の 現実な ので、 あらゆる 
欲望を 目の前の 現実の 世界で 実行し なければ 収まらない。 すると どうなる かとい うと、 性 
欲を 満たす ためだけ に、 好きで もない 女性を 口説いたり 強姦な どの 暴力を ふるった りする 
という 結果に 陥る の だ。 つまり、 想像力に 欠ける 人間、 三次元の 世界の みに 生きて いる 人 
間の ほうがょり 危険な の だ。 

萌 える 男 = オタクの 犯罪には ストー カ ー の 類が 多い のに 対して、 萌 えない 男は 強姦、 特 
に 輪姦に 走る ヶース が 目立つ。 早稲 田 大学の ナンパ サー クル 「スー パ ーフリ ー」 の 集団 暴 
行事 件は 記憶に 新しい が、 女子高生 コンクり一 卜 詰め 殺人事件 や、 さまざまな 大学の 体育 
会が 起こして いる 集団 暴行 事件な ど、 萌 えない 男の 犯罪には、 群れを 作って 輪姦な どの 重 
犯罪に 及ぶ という 傾向が 見られる。 ところが、 萌 えない 男と 暴力 •集団 暴行との 関連 tt を 
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追及す るジ ャ—ナ リズムは まるで 見当たらない。 それ どころ か ある 議員な どは、 「元気が 
あって よろしい」 的な 発言を して颦 鹽 を 買う という ありさま なの だ。 

現実の 社会は、 結局のと ころ、 いまだに このような 狩獵 的な 男性を 肯定す る 価値観を 持 
ってい るの だ。 ありていに 言えば、 生身の 女性と セックス せずに 空想に 耽って いる 男の ほ 
うが、 生身の 女性を 強 ^ する 男よりも 下位に 置かれて いると いう ことた。 このような 認識 
が 常識 化して いる 原因と しては 「男が セックスし なくなれば 人口が 減少 するとい う 危惧」 
や 「セックス こそが 男の 甲斐性で あり、 より 多くの 女と セックス する ことが 男性 性の 証明 
となると いう 強迫観念」 「生身の 女性を セッ クスの 道具と してし か 見て いないと いう 女性 
蔑視 的な 価値観」 などが あげられる。 もちろん 萌 える 男 だって 男 だから、 内面には そのよ 
、っな 傾向 も あるが、 それらの 指向を 空想の 世界で 消費して 満足で きる という 点 こそが、 萌 
える 男が 「進化した 男」 である ことを 示して いる。 

萌 える 男を 非難す る 男たち は、 「萌 える」 という 行動の 持つ 意味が 理解で きない。 それ 
は 「萌 える」 能力が 欠落して いるから であり、 彼らは 「脳 内に 別の 現実 世界を 構築す る」 
という 想像力に 欠けて いるの だ。 さらに、 「男は 女を 口説いて セッ クスして 恋愛す るべき 
である」 という 社会通念を 絶対的な 真理 だと 信じ込んで いるの だ。 これは、 ニー トに 対し 
て 「仕事を しない 人間は 悪 だ」 「人間が ® かなくな ると、 社会が 衰退す る」 という 理屈と 
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図表 1  高まる 未婚 率 (平成 15 年度 「国民生活 白書」 より) 


男性  女性 


2.  数、 屯 齢 的  <5 溢 階級) 別にみ た 配偶 関係 別 割 分 (未婚) の 推移。 

3.  割合の 分母になる 精 別 人 I 1 に は 配偶 閲係 不詳の 人を 含む。 


原理 的には 同じで ある。 萌 える 男 か 社会から 
批判され るのは、 つまり、 萌 える 男が 「恋愛 
ニ ー ト」 たからな の だ。 

卞結_ の 低下と 負け犬の 増加 —— 女 も 実は 余っ ている 

「恋愛 二— 卜」 は 同時に 「結婚 ニー ト」 でも 
ある。 

晚婚化 •少子 化の 問題は、 萌 える 男の 増加 
と 直接 繫 がって いる 問題 だ。 多くの 男が 恋愛 
を 捨てて 萌 えに ^ つてい ると いぅ ことは、 多 
くの 女性が 余っ ている といぅ ことを も 意味す 
る。 「晚婚 化」 どころ か 「非婚 化」 が 始まっ 
ている の だ。 

日本人の 未婚 率は 年々 上昇して いる。 また、 
生涯 未婚 率 (五十 歳 時の 未婚 率) も 高まって 
おり、 総務 省の 「国勢調査」 にょると 二〇〇 
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〇 年の 時点では 男性の 一二 •六 % 、 女性の 五 •八 % が 生涯 未婚 だとい う。 

前べ— ジの 図表 1 を 見て わかる ょうに、 一九 七〇 年の 段階では、 三十 歳〜 三十 四 歳の 女 
性のう ち、 未婚の ままと いう 女性は わずか 七 •二 % しかいなかった。 ほとんどの 女性は 三 
十五 歳までに 結婚した の だ。 ところが、 二 〇〇〇 年には この 数値が 二 六 * ハ % に 上昇して 
いる。 実に 四 人に 一人 だ。 

もっとも、 男性の 未婚 率の 上昇 具合は それ どころではない。 とはいえ、 男性は ある 程度 
年齢を 重ねても まだ 結婚す る 機会は ある。 しかし 女性の 場合は 子供が 産める うちに 結婚し 
なければ ならない という 縛りが あり、 したがって 三十 歳を 過ぎて 未婚と いう 状態は 男性の 
それょりも さらに 切実で ある。 それゆえに 登場した のが、 「負け犬」 という 概念な の だ。 
酒 井 順 子の 『負け犬の 遠吠え』 がべ スト セラ— となった 理凼 には、 三十 歳を 過ぎて 独身の 
ままの 女性が 増加して いると いう 社会的 背景が ある。 

負け犬とは、 三十 歳を 過ぎた 独身の 女性を 指す が、 酒 井 順 子の 描く 「負け犬」 は、 独身 
とはいえ、 高額の 収入を 稼いで いる キヤ リ アウ— マンで ある。 つまり、 彼女たち は 無理し 
て 結婚し なくても 自活で きる わけで、 経済的に 自立して いる 女性は 「結婚す る 必然性が な 
くな った」 ともい える。 結婚す る 代わりに 、ファッション や グルメ や 旅行と いった 趣味で 
消費で きる わけ だ。 ある 意味で、 オタク 男と 似た ラィフスタィル であると もい える。 図表 
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(備考） 1. 内 f»l 府 「若年 贈の 盘識灾 態 調査」 (2003 年）、 「国 R 生活 選 好 度 調査」 （1997 年） により 作成。 

2.  「結 娇 して 特に 不利益に なると 思われる 点は 何 だと 思います か。 （〇は 2 つまで）」 という 
問に 対する 回答 竹の 割合 （複数 1"1 答) c 

3.  「や I) たいこと が 制約され る」 は 「家 SM を 持つ ことによ る iffT: が 生じ、 やりたい ことの 案 
現が 制約され る」 と 回答した 人の 割合: 「家 取、 fm 負扒の 増加」 は 「家事、 ず fw の n 
拟が 多くなる」 と问 答した 人の 割合。 「親 成 等との 付き合いが わずらわしい」 は 「親戚 
や 地域の 人との 付き合いが 增え るので わずらわしい」 と冋 答した 人の 割合。 「配偶 t の 
考えを 考 1J は 「いろいろな 而で 配偶 昔の 考えを 考慮し なければ ならず、 わずらわしい」 
と 回答した 人の 割合 〇 「異性との 交際が 不 白山」 は 「輿 性との 交際が 自 山に できない」 
と问 答した 人の 割合。 「無 回答」 は 除いた： 

4.  ( ) 内は 男女 計で、 左が 1997 年:、 す {が 2003 牢の 数値で ある 3 

5.  同 答 者は 金 国 20 〜 34 歳の 学生を 除く 男女で、 2003 年は 1.649 人、 1997 年は 1.146 人 


図表 2 


結婚す ると 「自由に 使える お金が 減って しまう」 （平成】 5 年度 
「国民生活 白裨」 より） 
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2 は 若年 層の 結婚に 
対する デメリット 意 
識を 調査した 結果 だ 
が、 「結婚す ると 自 
由に お金を 使えな く 
なる」 という 意識が 
男女と もに 高まって 
いる。 つまり、 結婚 
生活が 自分の 消費 活 
動の 妨げに なると 感 
じる 人が 増えて いる 
の だ。 

このように、 「自 

分の ための 生活 •消 
費 活動を 優先した 

い」 という 意識が 芽 
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図表 3  男性 未婚者の 年収と 未婚 女性の 期待 

【青 森】 _ 

男性 未婚者の 年収 200 万 以下 200-400 万 400-600 万 600 万 以上 

47.9  49.6  1.7  0.9 

女性の 期待  こだわらない 2()() 万 以上 400 万 以上 6()0 万 以上 

30.5  16.1  39.8  13.6 

【東京】  _ 

男性 未婚者の 年収 200 万 以下 200M00 万 400 -600 万 600 万 以上 

33.8  43.2  19.5  3.5 

女性の 期 侍  こだわらない 200 万 以上 4()() 万 以上 600 万 以上 

29.7  4.3  2(5.8  39.2 


象 

対 

力 

I- T 

1/1 

フ 


25 


1 /i:-. 13 孙 
究報 2 
汧 允 、 
州 wr :w 
織 合 h rl 

意 総 s 
ク  好 


リ 5 以 

て 一 1丨 

f r l 4 !  1.1 
子 芡 H 
る 平 J ( 
け、 え 
お金く 
に 助 ゆ 
扑 補の 
設 §2 会 

防 叽卜 

•  14— 

の $ J - ィ 
片科サ 
若 ^ ラ 

/,; 働 / \ 
//  f 
[-l T :v : 


\4- 


生えて いる 点では 男女と も 同じな のた か 男性の？ FF 婚 
化には 「萌 える 男」 の 登場と いぅ 内的な 理由が あるの 
に対して、 女性の 非婚 化には 「女性の 経済的 自立」 と 
ぅ 社会的な 理由が ある わけ だ。 

ところが おおむね 結婚で きない 女性は、 負け犬 女が 
LII/ 余って いるのは 男が 「オタク 君」 になって 生身の 女性 
を 相手に する 勇気を 持てない からた、 と 考えて いる。 
つまり、 結婚で きない 女 1¢ は 「自分を 口説かない 男が 


悪い」 という 結論に 行き着き やすい。 

しかし 八〇 年代に 恋愛が 商品 化された ことにより、 
恋愛 や 結婚は パー トナー を 一個の 「商品」 として 値 踏 


1:.) | » 皿； み する 商取引に なって いる わけ だから、 「愛が あれば 


H l r / ” '. il 

n  m 
l»  /\  —1 


結ばれる」 という 萌 える 男の 理想と する 形での 恋愛 結 


婚は 、現実には 困難な の だ。 たとぇば、 経済的な 条件 一つ とっても、 男女 間で 折り合い か 
つかない。 図表 3 を 参照して ほしい。 負け犬 女性は、 男性に 法外な 経済力を 期 侍して いる 
の だ。 特に 東京 圏では 極端な 傾向が ぁる。 独身 男性の 年収は、 七 七 % が 「二 〇〇 万円以 
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下」 「二 〇〇〜 四〇〇 万円 以下」 というの が 実状 だ。 これに 対して、 独身 未婚 女性の 六 六 
% か 男性に 四 〇〇 万円 以上の 年収を 期待して おり、 「男性の 収入に こだわらない」 とする 
女性は わずか 三 割 弱に すぎない。 僕は、 よく 人から 「君は 女性に 高望みし すぎて いる」 と 
言われる が、 高望みし すぎて いるのは 実は 女性の ほうな の だ。 そもそも 男は 女性に 経済力 
など 期待して いない。 容姿 や 性格に 対しては もちろん 好みが あるが、 それは 女性 も 同じ こ 
と。 つまり 単に 経済力 だけで 男性が 選ばれる ので あれば、 まだ 話は 簡単な の だ。 

経済力 ひとつ とっても これほど 高望みな のに、 実際には この 上に さらに 容姿 や 趣味 や 性 
格な どの 要素が どんどん 加えられ ていく わけ だ。 その 結果、 彼女に とって 結婚 相手に ふさ 
わしい 男性は、 結局 現実には 存在し ない、 仮に 存在した としても、 彼女の ほうが その 彼に 
とって 「恋愛」 したり 「結婚」 したりす るに 値する 価値を 持っ ていない、 という 悪循環に 
陥る わけなの だ。 

t なぜ 女は オタクを 相手に しないの か —— 「恋愛 資夺 王義 市場」 と 「オタク 市場」 

「萌 え〜」 と 口走る 萌え オタクは、 酒 井 順 子の 『負け犬の 遠吠え』 でも 「恋愛 対象外」 の 
存在、 ダメ 男と して 槍玉に あげられ ている わけ だが、 漫画家の 倉 田 真 由 美が 『SPA!』 
で 連載して いる 漫画 『だめん ず •うぉ〜 か〜』 でも、 オタクは 「不可視」 的な 存在 だ。 存 


〇43  第一章 萌 える 男は 正しい 


そつ か… 私 女 だか 5 

1 本爱 s fl e fi い 男 

<_ «» 的 C も  Te:SK) ll J » 

視界 IZ X P T な 好 つた … 
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d lt 


(不 "1 ^^ 


ボクら 4P てない 男は 
とに か  <  手当 fe り : fc 第 
1> < しかない んです 上 


在と いぅより、 存在 そのものを 抹殺され ている。 『だめ 
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>A^  ^9  •、つ お , -  *^v 


には、 図の ような 「恋愛 ピラ ミツ 


お 


が 登場す る (図表 4 参照)。 

J の ピラミッドを、 僕は 「恋愛 資本主義 ピラ ミヴ 


ド 


と 名 づけて いる。 恋愛 資本主義に おいては、 女性は すべ 
ての 男性を 「商品」 として 値踏みす る。 男性は 「容姿」 
T-I]! 「経済力」 「趣味」 「性格」 など、 詳細な 基準に ょって 判 
定 され、 「恋愛 偏差値」 を 算出され る。 この 判定 基準は、 
八〇 年代 以後に 発達した 恋愛 資本主義 システムが 作り 上 
げた 「恋愛 マニュアル」 とも 呼ぶべき 価値体系 にょって 
厳密に 規定され ている。 この ル— ルは、 マスメディアを 
使って システムが 作り上げた 幻想に すぎない の だが、 彼女たち 「恋愛 資本主義 システム 内 
部に 生きる 女性」 に とっては、 唯一 絶対の 真理な の だ。 

倉 田 真 由 美と 齋藤 孝の 共著 『喫茶店で 2 時間 もたない 男とは つきあうな！』 (集英社) 
では、 女性が 喫茶店を 而接 会場と して 使用し、 デー ト 中に 相手の 男性を 恋愛 マニュアルの 
ル ール によって 減点し、 振り落と していく 様が 詳細に 解説され ている。 


図 
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つまり 恋愛 資本主義 システムとは、 現実の 世界を 舞台に した 「恋愛 ゲ ー ム」 なの だ。 ゲ 
—ム だから、 厳密な ルー ルが 定められ ており、 しかも その ルー ルを 作成して いる 元締めは 
恋愛す る 当事者で はなく マスメディア、 という わけで ある。 メディア か 規定した ルー ルに 
沿った 恋愛と いう ゲーム を、 生身の 人間たち が 演じさせられて いるの だ。 

もっとも、 精神分析 学者の 岸 田秀は 著書 『ものぐさ 精神分析』 の 中で、 社会の ルー ルは 
すべて 人間が 作り出した 幻想の 産物で あり、 現実的な 根拠は 何もない、 しかし 人間は 本能 
が 壊れた 生物な ので 幻想な しには 生きて いけず、 したがって 幻想は 必要で ある、 と 述べて 
いる。 恋愛 や 結婚、 家族と いった 人間の 営みに もまた、 一定の ルー ルが 必要で ある ことは 
言うまでもないだろう。 

にもかかわらず、 バブル 経済と 結びついて 発展した 恋愛 資本主義 システムが 問題に なっ 
ている のは なぜな のだろう か。 まず、 この システムが 多額の 消費を 要求 するとい う 点に あ 
る。 恋愛 資本主義 システムは、 金が 潤沢に あり 余って いた 八 ◦年代の バブル 期で あれば 効 
率ょ く 循環す る システム だが、 可処分 所得が 減少の 一途を 迪っ ている デフレ 時代には、 ふ 
さわし くない。 先 ほど 紹介した ょうに、 東京 圏 (東京 だけでは ない が) の 独身 女性は 恋愛 
対象 •結婚 対象で ある 独身 男性に 対して 不当に 高い 収入を 期待し すぎて いる。 一定 以上の 
消費 能力がない 男 1¢ は、 恋愛 資本主義の ピラミッドから 排除され てし まう の だ。 
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また、 「消費すべき 趣味」 が 非常に 限定され ている。 恋愛 資本主義 において 消費すべき 046 
趣味とは 、ファッション や 自動車、 ブランド 商品な ど だ。 これら もす ベて、 バブル 時代に 
華やかな りし 産業で ぁり、 デフレ 時代の 趣味と しては ふさわしくない。 たとえば、 恋愛 資 
本 主義 バブルの 象徴でぁった 苗 場の スキ— 産業は、 儿〇 年代から 衰退の 一途を Mil って おり、 
回復の 気配が 見えない ままに なって いる。 

荷宮和 子は 著書 『なぜ フヱ ミニ ズムは 没落した のか』 (中 公 新書 ラク レ) の 中で、 今 こそ 
八〇 年代の 消費 バブル 気分を 復活 させょ、 と 唱えて いるが、 先立つ もの、 すなわち 金が な 
ければ バブル 気分を 復活させる ことな ど 不可能な の だ。 八〇 年代に、 フヱ ミニ ズムと 空前 
の バブル 景気が たまたま 同時に 勃興した ため、 フヱ ミニ ズムが もたらした 女性の 経済的. 

精神的 自立の 流れと、 バブルに 後押しされ た飽 くな き 消費 活動への 欲求と が 不幸に も 結び 
ついて しまった のが、 「恋愛 資本主義」 システムの 肥大 化の 原因な のではないだろう か。 

フヱ ミニ ズムは 歴史的な 必然で 登場した 思想だった が、 それが たまたま バブル 経済と 結び 
ついた 時に 現代の 負け犬 問題 •非婚 化 問題の 種が 撒かれて しまって いたの だと 思う。 

t 『才 I  | ババ 化する 女たち」 にはうな ずけ る 

三 砂 ちづるの 著書 『ォ ニババ 化する 女たち』 (光文社 新書) は、 女性の 負け犬 化 •非婚 化 


に対する ひとつの アンチ テー ゼ だ。 

内容は 「女性は 子供を 生んで 育てない と、 オ ニババ になる」 という 極端な 話 だが、 萌え 
る 男の 僕と しては、 うなずける 部分 も 多々 ある。 僕は 今年で 三十 六 歳 だが、 思い起こせば、 
同年 代の 独身 女性と 一緒にいて 心が 癒された という 記憶が まったくない。 『喫茶店で 2 時 
間 もたない 男とは つきあうな！』 的な 厳しい チェックの 視線に さらされ、 オタク 趣味を 咎 
めら れ 、金を 稼げと 叱咤され、 果ては 役に も 立たない 陳腐な 人生 訓を 長々 と 説教され …… 
という 経験を 十数 年 も 積み重ねて くると、 「恐ろしい」 という 感情 ばかり か 蓄積され てい 
く。 しかしながら、 結婚して 子供を 育てて いる 年上の 女性には、 はるかに 寛容な 人が 大勢 
いる。 これは あくまでも 僕の 経験 上の 話 だが、 恋愛 資本主義 システムの 中で 恋愛 ゲーム や 
結婚 ゲーム に 勝利す る ことに 夢中に なって いる 三十 代 独身 女性は、 癒し や萌 えとは もっと 
も 縁遠い 存在な のか もしれ ない。 

萌 える 男を はじめと する オタク か 恋愛 資本主義 社会で 女性に 相手に されない 理 ¢1 はいろ 
いろ ある。 ファッションに 投資 しないので 容姿 だけで 門前払いに なって しまう という ケー 
スが もっとも 多い が、 それ 以外に も さまざまな 要因が あげられる。 

たとえば、 恋愛 資本主義の 世界で 推奨され ている 消費 趣味と、 萌 えの 世界で 消費され る 
趣味と が、 まったく 重ならな いの だ。 萌 える 男が フィギュア や アニメの D V D や萌え 漫画 
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本を どれ だけ 消費した ところで、 恋愛 資本主義 側で 生きる 女性が 喜ぶ はずがない。 むしろ 
怒る。 なぜなら 恋愛 資本主義の ルー ルでは、 男性は 自分の ためでは なく 女性を 喜ばせる た 
めに 消費 活® を 行ぅ ものと 定められて いるから た。 

まさに 映 IM 『私を スキ ー に 連れてって』 の タィトル か 示す とおり、 恋愛 資本主義 社会で 
は、 男性とは 女性に 消費生活の 楽しみを 与える ための 下僕な の だ。 ファッション、 スキー、 
グルメ、 自動車、 マンションと いった 「モテ 趣味」 は、 結局は 「女に モテる ための 趣味」 
なのた。 たとえば 自動車 趣味に しても、 自動車 そのものの マニア (車 オタク) になって し 
まぅ と、 とたんに 女性に 敬遠され る。 オタク 化した 趣味は 「自分自身の ための 消費」 であ 
って、 女性の ための 消費では ないから だ。 

にもかかわらず、 萌 える 男は、 自分自身 のために 消費す る。 すなわち、 彼らは 恋愛 資本 
主義の ルー ルと 真っ向から 対立して いる 存在な の だ。 ゆえに、 女性を 喜ばせる サ— ビス 精 
神の ない、 自分勝手で 失礼な 男と 思われる。 だから 萌え 趣味は、 必要 以上に 批判され、 忌 
み 嫌われる の だ。 

また、 萌え 市場は 恋愛 資本主義 市場とは 異なる ラィンで 独立して 稼動して いるた め、 萌 
え 市場で 消費す る 人間は 恋愛 資本主義 市場 そのものに とっての 敵と みなされ るの だ。 
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t 「もう オタクと 恋愛す るし かない」 - 「脱 オタク」 ム—ブ メント 

萌え オタクを ダメ 男と 認定して 恋愛 対象から 排除す る、 というの が 二〇〇 三年までの 恋 
愛 資本主義 市場の 一般的な ルー ルだった。 『負け犬の 遠吠え』 や 『だめん ず •うぉ〜 か〜』 
は、 その ルー ルに 則って 書かれた わけで ある。 

しかし、 二 〇〇四 年に 入る と、 萌 える 男を 恋愛 資本主義の システム にもう 一度 引き入れ 
ょうとい う 正反対の 動きが 顕著に なって きた。 排除 すれ ども 嘲笑 すれ ども、 萌 える 男は そ 
んな 恋愛 資本主義 市場 側の 動向な ど お構いな しで、 その 数は 減る どころ かむ しろ 増え 続け 
ている。 そして、 その 間に も 負け犬 女性たち は どんどん 高齡 化して いく。 萌 える 男は 自ら 
望んで 恋愛 資本主義 システムから 逃散して いる わけた から、 そもそも 負け犬 女性たち に 何 
を 言われても 構わない の だ。 

そこで、 恋愛 資本主義 システム 側が 一歩 譲歩す る 形で、 「オタク 男に 恋愛の ルー ルを 教 
え 込んで、 恋愛の パ ー トナ ー として 育て上げる」 という 新しい フロ グラム か 作成され た。 
それ か ィンタ ー ネットの 匿名 掲示板 「2 ちゃんね る」 から 誕生して 一 〇〇万 部を 超える ヒ 
ット となった 『電車 男』 (新潮 社) なの だ。 

『電車 男』 は、 掲示板で 「電車 男」 という 名前の オタク 男が 書き込んだ リアルタィムの 実 


〇49  第一章 萌 える 男は 正しい 


話と いう 設定に なって いる。 秋 葉 原に 通う 若い オタク 青年が、 エルメス という ニック ネー 
ムの (恋愛 資本主義 的 フォー マットを 完備した) 女性と 偶然 知り合い、 彼女と 恋愛し ようと 
する。 だが、 彼は 恋愛の ル ールや 常識を まったく 知らない。 たとえば どこで 食事を してよ 
いかわ からない ので、 ネットの 掲示板に、 

「めし どこかた のむ」 

と 教えを 乞う 書き込みを 行って 情報を 得て いく、 という 筋立てと なる。 こうして 掲示板 
に 集っ ている 毒 男 (独身 男) たちに あれこれ アドバィスを 貰ったり ヱ— ルを 送られた りし 
て、 最後に エルメスに 告白して 恋を 実らせる …… という 感動 的な ストー リー だ。 

しかしな から、 作 中では 恋愛 資本主義の ル ー ルと 萌え オタクの ル ー ル か 衝突す る ことは 
ない。 終始一貫して 「恋愛 資本主義の ルール かより 高等な ル ー ルで あり、 萌え オタクは ひ 
とつ ランクの 低い 存在で ある」 という 不文律が 貫かれて いる。 何の スキル も 持たない 主人 
公が、 周囲に 応援され ながら 徐 々に 恋愛の スキルを マスタ— していき、 最後には 恋愛 師匠 
とも 呼ぶべき エルメスに 「よく 頑張った ね」 と 祝福され、 涙ながら に 恋愛 資本主義の 世界 
への 参入を 喜ぶ という 物語な の だ。 

『電車 男』 という 物語の 構造は、 いって みれば、 一種の 自己 啓発 セミナー に似てい る。 萌 
え オタクと いう 間違った 思想を 否定し、 恋愛 資本主義 という 素晴らしい 思想を 電車 男に 植 
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え 付けて いくとい う 物語 構造に なって いるの だ。 

t 純愛 ブ—ム が 生んだ 『電車 男』 

岡 田 斗 司 夫は 『ぼくたちの 洗脳 社会』 (朝日 文庫) の 中で、 旧来の 意味での 資本主義 社 
会 か 終わり、 お 互い かお 互いを 洗 )]^ しあう 自由 洗 0 社会 か 到来す る ことを 予見して いた。 
「電車 男」 は その 文脈から 読む と、 「恋愛 資本主義 による 女性 および 萌 える 男の 洗脳」 のた 
めの 書で あると いえる。 「電車 男」 は萌 える 男に 恋愛 資本主義の 素晴らし さを 教えて いる 
だけでは ない。 これまで 「萌 える 男、 オタクは 恋愛の 対象外」 という ルー ルを 刷り込まれ 
てきた 女性たち に対しては 「萌 える オタク も、 オタクを やめさせて 恋愛の 世界に 引き込め 
ば、 素敵な 男性になる」 という 新しい ルー ルを 教えて いる わけなの だ。 ゆえに、 エルメス 
は 電車 男に 「同人 誌よりも 生身の 自分の ほうが 魅力的 だ」 と 語り、 電車 男 も 「今までの 自 
分の 人生は 何 だっ たんだろう」 と オタクと しての 過去を 全 否定す る。 

なお、 この 「電車 男」 ム ー ブメン トは、 「純愛 ブ ー ム」 から 派生して いる。 恋愛 資本 主 
義の 行き詰まりは 「援助交際」 や 「ヤ ラは た」 といった 末期的 現象に よってす でに 明らか 
で、 「恋愛」 幻想は 完全に 瓦解した。 そこで、 七〇 年代 以後に 打ち捨てられた 「純愛」 を 
もう 一度 蘇らせる ために 「純愛 ブ ー ム」 か 生まれた の だ。 つまり、 『冬の ソナタ』 に 代表 
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される 韓流 ドラマ や、 『世界の 中心で、 愛を さけぶ』 『いま、 会いに ゆきます』 といった 国 
産 純愛 ストー リーの 延長 線 上に、 「純愛」 の 対象と しての 「萌 える オタク」 を 見出した と 
いう ことなの だ。 

恋愛 資本主義 全盛期には、 大量 消費 型 恋愛の モデルと しての トレン ディドラ マが 大量に 
生産され た。 「カン チ、 セッ クスし よう」 という 「自立した 女性」 の セリフから 始まる 
I 東京 ラブ スト ー リ ー 』 や、 レジ ヤ I 産業と 融合した 『私を スキ ー に 連れてって』 『彼女が 
水着に 着替えたら』 など だ。 しかし、 大量 消費と セックスに 明け暮れる 恋愛 ゲーム は、 バ 
ブルの 崩壊と ともに 終焉を 迎え、 ふたたび 「純愛」 の 価値が 見直される ことと なった わけ 
だ。 もちろん、 それは 「純愛」 もまた 恋愛 資本主義 システムに 取り込まれて 一個の 商品に 
されて しまつた という ことで も あるの だが . 。 

ところが、 いざ 純愛を 商品 化しようと しても、 市場には もう 純愛に ふさわしい キヤ ラク 
夕— がいなかった の だ。 「純情な 男」 は 過去 二十 年の 間に 絶滅して しまったの だから。 そ 
のた め、 わざわざ 隣の 韓国から ドラマ や 男優を 輸入し なければ なら なくなった のだろう。 
しかし 実は、 国内に もま だ 「純情な 男」 は 生き残って いた。 ただし、 恋愛 資本主義 シス テ 
ムの 外部 —— 「萌え 市場」 の 中に —— という わけで ある。 
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萌ぇの 起源—  現実 世界に おける 恋愛の 限界と 恋愛 資本主義 


t 恋愛の 起源 —— キリスト教から 恋愛結婚へ 

二十世紀 後半から 二十 一世紀に かけて 本で 生まれ 育った 人々 に とっては、 「恋愛」 そ 
して 「恋愛結婚」 は 人類 普遍の アプリオリな 文化で ぁると 思われが ち だが、 実は 恋愛 およ 
び 恋愛結婚の 起源は さほど 古い ものでは ない。 そもそも 恋愛 および 恋愛結婚は、 明治維新 
から 大正 デモ クラシー 期に かけて 西洋から 輸入され た 外来 文化な の だ。 

ドニ •ド •ル ージユ モンの 『愛に ついて I エロスと ア ガぺ』 によれば、 恋愛の 起源は 
中世 ml ロッ パに おける 騎士道 精神だった とされる。 つまり、 騎士 階級の 男たち が、 臣従 
する 貴族 階級の 女性を 崇拝し、 彼女の 寵愛を 得ようと する プラトニック •ラブの 精神が、 
現在 「恋愛」 と 呼ばれて いる 文化の 原点 だとい うの だ。 だと すれば、 恋愛とは その 出発点 
からして 本質的に 脳 内 恋愛 = 「萌 え」 でぁっ たと 言える だろう。 

中世に おいては まだ 恋愛と 結婚は 対立 概念だった。 だが、 産業革命 以後の ョ ーロッ パで 
は、 恋愛と 結婚が 融合して 「恋愛結婚」 という 制度が 確立して いく。 また、 それまで 恋愛 
は 貴族 階級 だけが 享受で きる 高級 文化だった の だが、 資本主義の 勃興に よって 市民階級が 
裕福に なって いくとと もに 「恋愛の 大衆化」 が 始まった の だ。 

自動車、 カラ— テレビ、 パソコンと いった 高級 ハィテク 製品は、 最初は リッチ 層 だけが 
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図表 5  キリス ト教 により 保証され る 男女 関係 


神に よっ て 永遠が 保証 された 世界 


流動的で 不確定な 現実 （神な き 世界） 

キリス ト教 においては 唯- •絶対の 存在で ある 神が 
人間 の 自我 や 関 係 性を 保証した 


形になる (図表 5)。 

人間の 自我は、 いずれは 消滅す る 非常に 不 
安定な ものな ので、 何ら かの 絶対的な 支え 
—— 自我の 存在 基盤 (アイ デン テイ テイ) と 
なる 根拠と、 自我の 永遠 性を 保証して くれる 
他者を 必要と する。 この 「自我を 支える 装 
置」 を 外面 化した ものが 「神」 といぅ 概念な 
の だが、 キリスト教に おいては 「一神教」 と 
いぅ システムが 採用され た。 つまり キリスト 
教 では、 人間の 自我を 支える 神は スタン ドア 
ローン なの だ。 この たった ひとつの 神が、 す 


購入で きる 贅沢品だった。 だが 量産 化 効果に よって 価格が 下がる と、 一般大衆 層に も 普及 
していった。 実は、 恋愛 および 恋愛結婚 もまた 同様な の だ。 

恋愛が 大衆に 普及す る ことにな ったもぅ 一つの 大きな 原因と しては、 キリスト教の 衰退 
が あげられる 。キリスト教 社会に おいては、 人間と 人間の 関係 性を 神が 保証して いた。 ま 
た、 ffl 人の 自我を 支えて くれる もの も、 神への 信仰心だった の だ。 図に すると このよぅな 
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ベての 人間の 自我を 保証し、 かつ 人間 相互の 関係 (男女 関係を 含む) を 保証す るので ある。 

t 神が 死んだ 後の 「絶対者」 

しかし、 ルネサンスから 産業革命 へと 続く 時代の 変化の 中で、 神の 実在は 疑わしい もの 
にならざる をえなかった。 神の 存在を 形而上学 的に 証明す るた めの システムであった 哲学 
は、 いつしか 自然科学に とって 代わられ、 十九 世紀には 実存 哲学者 ニー チヱが 「神は 死ん 
だ」 と 宣言した。 科学 精神の 発達に より、 神と いう 形而上学 的な 存在を 盲 EEQ 的に 信じる こ 
とが 困難と なった 時代が 訪れた の だ。 

ニー チヱは、 この 深刻な 状況を 直視し、 神に 代わって 人間 そのものが 「超人」 になら ね 
ばなら ない とする 「超人 哲学」 を 提唱した。 また、 永遠に 続く 救いの ない 現実を 正面から 
受け入れよう という 「永劫 回帰」 の 概念を 発案した。 

「いやはや、 とんでもな いこと だ！ この 老いた 聖者は、 森の なかに いて、 まだ 何も 
聞いて いないの だ。 神が 死んだ という ことを。」 

わたしは あなたがたに 超人を 教えよう。 人間は 克服され なければ ならない 或 物な の 
だ。 あなたがたは 人間を 克服す るた めに、 何を したと いうの か？ 
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これまでの 存在は すべて、 自分自身を 乗り 超える 何物 かを 創造して きた。 あなたが 
たは この 大きな 上げ潮に さからう 引き潮に なろうと する のか、 人間を 克服す るよりも 
むしろ 動物に ひきかえ そうとする のか？ 

(中略) 

いや、 わたしは あなたがたに 超人を 教えよう！ 

超人は 大地の 意義な の だ。 あなたがたの 意志は 声を 発して、 こう 言うべき だ。 「超 
人 こそ 大地の 意義で あれ！」 と。 

(ニ ー チェ 『ツァラ ト ゥス トラは こう 言った』 氷 上英廣 訳、 岩波 文庫、 傍点 原文 通り) 

しかしながら、 ニー チェの 試みは 失敗に 終わった。 ニー チェは 発狂して 孤独のう ちに 生 
涯を 終えた。 人間は 自ら 神に なれる ほど 偉大な 存在では なかっ たので ある。 やはり 人間は、 
外部に 自我の 支えと なる 絶対者を 求めなければ 精神を 保つ ことができな いの だ。 

そこで、 キリスト教と 家族制度を 融合 させた 折衷案 的な システムが 考案され た。 それが 
「恋愛 (=恋 愛 結婚 こだ。 次べー ジ 図表 6 のように、 恋愛関係に おいては、 お 互いが お 互 
いを 神の ごとき 絶対者と して 崇め 奉らなければ ならない。 中世の 騎士たち が 貴婦人に 見返 
りを 求めない プラトニック •ラブを 捧げた のと 同様に、 恋愛では 相手の 異 tt を 神の ごとく 
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図表 6  信仰の 代替と しての 恋愛関係 

お 互いに 相手を 「神」 の 如き 絶対者と みなして、 
お 互いの 自我を 保証し あう 


男 （夫) 


個人と 個人が お 丘い を 神と して 崇拝し、 お 互いの 自我 
を 保証し あう。 こ れが 恋愛 およ び 恋愛結婚の 现想形 だ。 


崇拝し なければ ならない。 だが、 片方 か 相手を 一方的に 
崇拝す る だけでは 「結婚」 に 結びつかな いので、 両者が 
お 互いに 相手を 崇抨 しあぅ といぅ ルー ルが 定められ たの 
だ。 

元来は 対立 関係に あった 恋愛と 結婚が 結びつけられた 
のは、 恋愛が キリスト教の 代替 制度と して 採用され たた 
めだ。 もともと パ ー ソ ナルな 関係で ある 恋愛と、 経済 
的 •社会的な 機能を 果たす ための 制度で ある 結 婿は、 相 
反する ものだった。 だが 神が 夫婦 二 豕 族の 関係を 保証し 
て くれない 以上、 神の 代わりに 何ら かの 絶対者が 家族 関 
係を 保証す る 新しい システムが 必要と なった のた。 そし 
て、 恋愛結婚 という 新 システム 内で 神に 代わって 「絶対 


者」 となった 存在 こそが、 「恋愛」 における 「恋人」 (「恋愛結婚」 においては 「夫」 ないし 
「妻」) だった の だ。 

す 恋愛の 構造と 機能 —— 自我の 安定と 家族の 形成 •維持を 両立 
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つまり、 恋愛 (恋愛結婚を 含める。 以後 同じ) とは、 このような 制度な の だ。 

•起源と しては、 近代 西洋に おいて キリスト教に 代わる 制度と して 発明され た。 

•個人の 自我の 安定と、 家族の 形成 •維持と いう 二つの 機能を 持つ。 いずれの 機能 も、 
元は キリスト教が 保証して いた ものだった。 

すなわち、 恋愛とは、 「人間の 内側に 神を 発見し よう」 とする 試みで あったと いえる。 
キリスト教が 自然科学の 発達に よって 相対 化され、 神の 存在が 自明の ものでは なくなった 
近代 西洋では、 キリスト教に 代わる 制度が いろいろ 発明され た。 資本主義 社会は、 神に 代 
わって 「金」 が 絶対的な 価値を 持った 社会で あると いえる し、 マルクス主義は その 「金」 
という 新たな 利に 対する 反抗で あったと いえる。 そして 恋愛と いう 制度 もまた、 神に 弋わ 
って 恋人 (配偶者) に 絶対的な 価値を 見出そう とする 精神 運動だった の だ。 

そもそも、 なぜ 人間は、 絶対的な 存在を 外部に 求めなければ ならない のだろう か。 この 
問題に ついては、 フロィド 派 精神分析 学者の 岸 田秀が 自身の 著作 (『ものぐさ 精神分析』 
『幻想の 未来』 など) において 何度も 説明して いる。 

岸 田に よれば、 人間の 自我は あらかじめ 完成され た 状態で この 世界に 現れる のでは なく 
いくつかの 発達段階を 経て 形成され ていく。 生まれた ばかりの 新生児は、 まだ 自我と 他者 
や 世界の 区別が なく、 全知全能 感 (ナルシズム) の 世界を 生きて いる。 やがて 母親との W 
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係を 通して 自我と 他者 (母親) の 区別 か 生まれ、 いずれは 母親 以外の 他者 (外 gr の 世界) 
と 自我の 区別 も 生まれる。 実は この 自我は 絶対的な ものでは なく、 外部との 関係に おいて 
生まれて くる 相対的な ものであるから、 常に 他者 (外部) との 関係 性の 中で アイ デン ティ 
テイを 確認し 続けなければ ならない。 しかも、 自我は 個人が 死ねば 消滅して しまう 不安定 
な 存在で しかない。 そのため 近代 以前の 西洋では キリスト教 ( -1-11 ) か 自我に 絶対 ^ な ^ ,， 疋 
生 •永続性を 与える 装置と して 用いられて いたわけ だ。 同時に、 家族制度を はじめと する 
人間関係を 維持す るた めの 装置と しても、 キリスト教は 有効であった。 

だが 近代 以後には、 神と いう 装置が リアリティを 喪失して いったた めに、 人間同士が 相 
互に お 互いを 絶対者と して 崇め あう ロマン テイ ック •ラブ (恋愛) が 普及し、 さらに 流動 
的な 恋愛と いう 関係を 「家族」 関係に つなげて 永続 化させる ための 「恋愛結婚 制度」 が一 
般 化して いった わけ だ。 キリスト教 による 地域社会の つながりが 崩壊した 現代に おいては 
恋愛結婚 制度に よって 家族 間の つながりを 維持し 続けなければ、 人間は みんな 個人と して 
バラ バラに なって 「独 家族」 として 生きなければ ならなくなる。 「独 家族 化」 は 経済的に 
も不 効率 だが、 何より 外部の 他者との つながりが 希薄になる ことによって 自我が 不安定に 
なって しまう。 したがっ て、 キリスト教 社会の 解体と ともに、 家族 愛が 重要視され るよう 
になつ たのは 当然と いえる だろう。 
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t 輸入され た 「恋愛結婚」 

ところで、 日本に 恋愛 および 恋愛結婚 という 文化 そのものが 輸入され たのは 明治時代で、 
『女 学 雑誌』 を 創刊した 巌本善 治が 「 L OVE」 を 「恋愛」 と 呼ぶ ようになった のが、 「恋 
愛」 という 言葉の 始まりで あると 言われて いる。 この 恋愛と いう 新しい 概念に 積極的に 取 
り 組んだ 文学者が 北 村 透 谷で、 彼は 「恋愛は 人世の 秘鑰 なり、 恋愛 ありて 後人 世 あり」 と 
いう 過激な 恋愛至上主義を 唱ぇた。 透 谷は 女性を 「真美の 天使」 と 崇め、 いちはやく 恋愛 
結婚を 実践した。 しかしながら、 透 谷は 理想と あまりに も 食い違った 恋愛結婚の 現実に 挫 
折し、 絶望して 自殺す る ことにな った。 先行 者だった 透 谷の 死は、 現代 日本に おける 「恋 
愛」 の 挫折を 予見す る 事件だった といぇる。 

日本で 恋愛結婚が 大衆化し たのは ごく 最近、 一九 七〇 年代の ことなの だが、 北 村 透 谷の 
挫折は いろいろな 問題を 先取りし ている。 透 谷は、 キリスト教と 恋愛結婚を ほぼ 同時に 取 
り 入れて いる。 これは、 いずれも 明治時代の 文明開化 運動に よって 日本に 輸入され たから 
である。 江戸 幕府 崩壊 •開国 •新 政府 発足と いう 巨大な 変革 期に 直面して 既存の 価値観が 
崩壊し、 多くの 人々 が アイ デン テイ テイの 混乱に 陥った この 時期には、 あらゆる 西洋 文化 
が 続々 と 日本に 輸入され 普及して いった。 
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透 谷の 恋愛至上主義は だから、 キリスト教の 信仰心と 分かちが たく 融合して おり、 彼は 
西洋に おける 恋愛至上主義を もっとも 純粋 かつ 過激な 形で 取り入れた といって いいだろう。 
その 結果、 透 谷は 伴侶で ある 女性を 文字通り 神の ごとく 崇拝し、 そして 挫折した。 透 谷は 
なぜ 挫折した のだろう か。 言うまでもなく、 現実の 女性が 神の ごとき 完璧な 存在で ある わ 
けがない からだ。 人間は 人間で しかな く、 神の ごとき 理想の 存在に なれる はずがない。 

t 現実 世界では 美男 美女で なければ 恋愛で きない 

透 谷の 追求した 恋愛至上主義とは、 現世の 生身の 女性に 「神」 を 見出そう とする 宗教 的 
運動であった。 その 結果、 透 谷は 現実に 絶望して 自殺した。 とはいえ、 透 谷を 絶望 させた 
女 1¢ を 非難す る > 」 とはで きない。 そもそも 生身の 人間を 村と して 崇める という 行為 その も 
のに 矛盾が あるの だ。 人間は 神では ない。 神に 近い 人間は 存在す るが、 それは 全人 口のう 
ちの ごくごく 一部の 人間に 限られる。 

西洋文明が 遺した キリスト教の 絵画 や 彫刻を ご覧いた だければ おわかりの ょうに、 (十 
字 架に かけられる 前段 階までの) 神の 子 イエス や 聖母 マリアは、 常に 美男 美女と して 描かれ 
ている。 イエスが 肥満 体の ブ男に 描かれたり マリアが ブサ イクに 描かれる ょうな ことは、 
まずない。 なぜなら、 神は 人間の 理想を すべて 実現した 完全な 存在で あり、 内面の みなら 
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ず 外見 も 美しくなければ ならない からで ある。 外見の 「美」 という ものは 相対的な： 曲直 ® 
にす ぎず、 文化に よって 美の 基準は まったく 異なる の だが、 いずれにせよ、 その 文化 内に 
おける 「美男 美女」 こそが、 神の 資格を 有する ことができ るの だ (図表 7  )。 

という ことは、 恋愛す る 資格の ある 人間は、 実は 外見が 美しい 一部の 男女の みに® られ 
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る わけで ある (ここで 言う 恋愛とは、 キリスト教の 代替と して 発明され た 恋愛の ことで ある 〇 
しかも、 外見 だけでなく、 内面 も 神の ごとく 崇高で なければ ならない。 そのような 完璧な 
人間が 現実に 存在す る わけがない ので、 透 谷の ような 純粋な 恋愛至上主義は 挫折せ ざるを 
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界 には 存在せ ず、 人間の 脳 内に しか 存在で きない。 仮に 現実に 存在した としても、 すべて 
の 人間が 彼 (彼女) と 恋愛で きる わけでは ない。 そもそも 恋愛は 一神教で ある キリスト教 
から 発展した ために、 一夫一婦 制度を 原則として いる。 一人の 美男 または 美女が、 すべて 
の 異性と 恋愛 •結婚で きる わけでは ない の だ。 

ゆえに 恋愛と いう 制度は、 必ず 「恋愛で きない 男女」 を 大量生産 する ことになる わけ だ。 
恋愛とは、 不平等な 制度で あり、 差別を 生む システム なので ある。 

t 日本に おける 恋愛 および 恋愛結婚の 大衆化 

さて、 従来、 日本では 武家 階級を 中心として 「家 制度」 が 採用され ていた。 この 制度の 
特徴は、 個人の 自我が たとえ 消滅しても 「家」 という システムが 永久に 稼動し 続ける こと 
で自 K の 永遠 生が 保証され ると いう 点に ある (図表 8 参照)。 ゆえに 家は、 先祖を 祭祀し 続 
ける という 役目を 持って いる。 もちろん 家 制度には .Ifn 縁 幻想 も あるが 「家」 さえ 絲 けば 
本質的には 問題ない ので、 養子を 取っても いいので ある。 とはいえ、 可能であれば 血縁が 
続いた ほうが 家の 永続性に リアリティが 増す ため、 家の 当主は 血統を 絶やさな いために 妻 
とは 別に 妾を 持つ ことが 認められ ていた。 

明治から 昭和 前半に かけて は、 まだ 「家」 制度が 機能して いたた め、 結婚と いえば 見合 
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図表 8  日本の 家 制度 


い 結婚が 主流だった。 恋愛結婚が 主流に なった のは 一九 六〇 年代 後期から 一九 七〇 年代に 
かけて である。 恋愛が 見合い 制度に 代わる メ インス トリー ムに 浮上した 理由には ウー マン 
リブ 運動の 台頭な ど さまざまな 要因 か あげられ るか、 五〇 年代から 六〇 年代まで 続いた 安 
保 闘争 •学園紛争の 流れが 七〇 年代に 終結し、 若者が 社会 革命から 個人的な 恋愛の 位相へ 
と (ある 意味で) ひきこもった ことか 最大の 要 II ではないた ろうか。 

上 村 一夫の 『同棲 時代』 の 連載 開始は 一九 七 二 
年、 吉田 拓郎の 「結婚し ょうょ」 は 一九 七 一年で 
ある。 六〇年 安保の 影響が 色 濃い 白 土 三 平の 『力 
ムイ 伝』 は 一九 六 四 年に 『ガ ロ』 で 連載 開始され 
たが、 一九 七 一年に 「第一 部完」 と 銘打たれて 長 
い 休載に 入って しまった。 この 七 一年から 七 二 年 
にかけ てが、 「恋愛」 が 学園紛争 •安保 闘争に 代 
わり 日本の 若者 文化の メ インス トリー ム として 根 
付いた 時期と いえる だろう。 マルクス主義 という 

社会 革命 思想は 頓挫し、 代わりに 「恋愛」 という 
パ ー ソ ナルな 信仰が 普及した の だ。 
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t 八〇 # における 恋愛 資卒 王義の 勃興 —— 産業と 融合した 恋愛 

第一章で も 触れた が、 日本に おいて このように 「恋愛」 の 本質が 変化した のは 八〇 年代 
後半から 九〇 年代 前半に かけて、 バブル 経済と 恋愛が 融合した ためだ。 この バブル 期には 
フヱ ミニ ズム 思想の 流行 も あって、 女性の 経済的 •精神的 自立と いう 傾向が 顕著に なって 
いた。 女性 も 男性の ように 社会で 働いて 金を 稼ぎ、 自分の 趣味 趣向の ために 消費 活動を し 
て も 構わない の だとい うこと になった。 その 代表的な 存在が 林 真理 子だった。 

ところ か、 あまりに も パブ ル 景気が 華やかに なりす ぎた ため か、 そのような 「消費 能力 
を 持った 女性」 たちが 新たな 消費 層と して 市場に 囲い 込まれ、 取り込まれて いくこと にな 
って いったの だ。 すなわち、 それが 「恋愛 資本主義」 と 僕が 呼んで いる 構造 だ。 精神的な 
活動であった はずの 「恋愛」 が、 果てしない 消费 活動を 継続させる ための 「商品」 として 
パッヶ ー ジ 化され、 あらゆる 人間が 「恋愛」 という 商品を 購入して 消費し なければ ならな 
い、 という 構造が 作られて いったの が、 八〇 年代から 九〇 年代 初頭に かけての、、 ハ ブル 期 だ 
ったわけ だ。 恋愛は 恋愛 資本主義 という 経済 システムを 効率的に 循環させる ための プ ログ 
ラムと して 作り上げられ、 トレン ディ •ドラマ や 映画 や 漫画 や ファッション雑誌と いった 
メディア によって 大衆に 流布され た。 
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男 も 女 も、 恋愛 資本主義 下に おいては 自らを 商品と して 売り込まなければ ならず、 不断 
の 自己 投資を 強いられる ことになる。 バブル 時代の ピーク には 恋愛は 天上 知らず の 相場と 
なり、 男には 「高 収入」 「高 学歴」 「高 身長」 という 「3 高」 が 求められる ことにな った。 
また、 女の 商品 価値 も 上昇の 一途を 迪 る。 宫沢 りえの ヌ ー ド 写真集 『サン タフ ヱ』 (ギャ 
ラは 二 億円と も 噂され ていた) が 発売され た 頃が、 恋愛 バブルの 絶頂 期だった と 思われる。 

つまり、 恋愛は 七〇 年代には 「金 も 未来 もない 若者の カウンター カル チャ ー の 終着駅」 
的な 行為 たった か 八 〇 年代から 九 〇 年代に かけて 恋愛 資本主義 という 巨大な システムに 
組み込まれ、 統一され た 価値体系の 中へ 再編成され ていった の だ。 

恋愛の 「マニュアル 化」 という 傾向 もこの 時期には 顕著だった。 男性 向け 恋愛 マニ ュア 
ル 雑誌 『ホットドッグ プレス』 『ポ パイ』 などが 飛ぶ ように 売れた。 髪型 や 服装 や 趣味 や 
食べ物な ど、 どう すれば 恋愛で きる か、 どう すれば 異性に モテる かとい う 事細かな ルール 
が 毎月 作り上げられ、 若い 独身 男女は その ルー ルに 追従す るた めに 消費 活動を 続けな けれ 
ばなら なかっ た。 

テレビ局では、 大量 消費 時 ft の 恋愛を テー マと した トレン デイ •ドラマが 量産され 続け 
た。 トレン デイ •ドラマの 代表作と 言われて いる フジテレビの 『東京 ラ ブス ト— リ ー』 で 
は、 第一章で も 取り上げた ように、 いきなり 主人公に 「カン チ、 セックス しよう」 と 言い 
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出す 自立した 女性が ヒロイン として 登場す る。 

す セックスの 商品 化 も 

七〇 年代では まず 考えられなかった このような 「恋愛の カジュアル 化」 は、 恋愛が 大衆 
文化と して 拡散 •普及して いく 段階に おいて 当然 起こるべく して 起きた 現象な の だが、 い 
くつ かの 問題を 孕んでも いた。 たとえば、 恋愛の 商品 化が 発生す ると 同時に、 「セックス 
の 商品 化」 が 顕著に なった の だ。 恋愛が 七〇 年代の 世相を 反映した 大時代 的で 深刻な 活動 
から、 カジュアルで ライトな ポップ カル チヤー に 変質して いくと 同時に、 恋愛に 含まれて 
いた 一つの 要素で ある セックス もまた 恋愛から 切り離された 上で ライト 化して いった。 

八〇 年代 後半には、 ファッション ヘルス やイ メージ クラブに 代表され る 「ライト 風俗」 
という 新しい 風俗 産業が 登場して いる。 また、 同時 期には キヤ バクラ や テレクラ も 登場し 
た。 恋愛 も セックス も、 金と 等価 交換で きる 大衆 向けの 商品に なって いったの である。 七 
〇年代 には 恋愛 も セックス も、 どこか しら 社会 逃避的な 後ろ暗い 四畳半 アバー トの イメー 
ジを 持って いたが、 バブル 時代には クリ ーンで ポップな イメ ージに 変質した の だ。 

学園紛争の 終結 や ソ連の 崩壊に よって 共産主義 的な 社会 革命と いう 巨大な 価値の 体系は 
瓦解した。 その 心の 空白を 埋める ように 勃興した のが、 恋愛至上主義 的な 価値観だった の 
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である。 「対 社会」 ではなく、 「対 異性」 という 一対一の 関係の 中に、 人々 は 心の 平安を 求 
める ようになって いったの だ (吉 本隆明 的に 言えば、 「共同 幻想」 が 崩壊して、 「対 幻想」 に 
人々 は 救いを 求める ようになっ た)。 

そして、 その 恋愛至上主義の 流れが バブル 経済と 融合して 生み出された ものが 「恋愛 資 
本 主義」 という 巨大な 消費 システムだった の だ。 

前章で も 触れた が、 恋愛 資本主義 システムの 一例と して 苗 場 スキ— 産業の 構造を 図 (次 
ぺ—ジ の 図表 9  ) として 例示して おく。 まず、 マスメディア (テレビ局 および 広告代理店) 
が、 「苗 場の スキー 場で スキー を 楽しむ デー ト こそが、 今の 恋愛 市場では トレン ディ だ」 
という 情報を 映画 (ホイ チョイ •プロダクションの 『私を スキ ー に 連れてって』) や トレン デ 
ィ •ドラマ、 さらに ファッション雑誌 などの メディア によって 大 々的に 宣伝す る。 この 映 
画を 観た アベックは、 自分たち が 「恋愛」 している ことを 実感す るた めに、 最新の 恋愛 プ 
ログ ラムを 実行し、 大挙して 苗 場の スキー 場へ と 向かう ことになる。 彼らは メディアが 定 
めた ルー ルに 従って、 バス、 ホテル、 スキ ー 場で 消費 活動を 行う。 

これが 恋愛 資本主義 システムの 一つの 完成され た 形で あり、 バブル 期には この 「マ スメ 
ディアで 市場を 宣伝す る一 >ア ベックを 市場へ 導入す る」 という 方法論が 絶大な 影響力を 誇 
っていた。 それゆえに、 広告代理店が 持ては やされ たわけ だ。 
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図表 9 


恋愛 資本 王義 システムの 一例： スキー 恋 

愛®: 業の 構造 


次の プロ グラ 
ムを メディア 
に 求める 


画 i 

「スキー場での 恋 
愛」 という プ ログ 
、ラム を 提供 


プログラムを 
実行に 移した 
いという 欲望 


パ キー％ 

学習した プロ グラ 
ムを 消費す る 


バス 
スキー 場へ 


消費 活動を ^ ホテル •ペンション 
仃つ  丨 宿泊 •セックス 


準備され た 消 
費 システムに 
組み込まれる 


マ スメ デイ ア による 宣伝が 「スキー場での 恋愛」 という 
一つの 恋愛の ブロ グラムを 提供し、 アベックは その プ 
ロ グラムに 從っ て消费 行動を 取る。 非常に 完成され た 
システム だった。 


び 上がって きたの た。 

す 恋愛の 商品 化 —— 不倫、 援助交際、 リサイクル セックス …… 

恋愛 および 恋愛に 付随す る セックスが 商品 化された という ことは、 従来の 「二人の 男女 


ただし、 バブル 崩壊に よって この シス テ 
ムの 効力は その後、 低下の 一途を 迪る こと 
になった。 今では 苗 場の スキー 場は 閑散と 
して おり、 一時は 荀 のよぅに 密集して いた 
ペンションは 続々 と 店を たたんで いる。 卜 
レン ディ •ドラマの 視聴率 も 年を 追ぅ ごと 
に 低下し、 若者 向け ファッション雑誌の 部 
数 も 落ちた。 

とはいえ、 恋愛 資本主義 システム その も 
のが 消えた わけでは ない。 厳然として、 そ 
れは そこに ある。 そして、 恋愛の 商品 化が 
進む とともに、 さまざまな 社会問題が 浮か 
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が 出会って 恋愛関係に 落ち 結婚して 子供を 育てて 生涯を 添い遂げる」 という 「一夫一婦 制 
恋愛結婚」 の 理想 形態が 相対 化され、 崩れて いくとい うこと でも ある。 恋愛は 一定の 消費 
能力 および 一定の ル— ルに 従った 外観と 趣味を 持って いれば 誰でも 簡単に 行える カジ ュア 
ルな ものに なった。 セックス もまた 然 りで、 いわゆる 純潔 主義 や 一穴 主義と いった 「一夫 
一婦制 恋愛結婚」 の ル— ルは 過去の ものに なって いった。 

このような 恋愛の 商品 化を 推進した 道具の 一つが、 「キャッチ コピ ー」 である。 新しい 
言葉を 流行らせて カジュアルな イメ ージを 作り出す ことによ って、 従来は 不道徳 的で 後ろ 
喑いイ メージ だった さまざまな 行動を、 ライトで ポップな カル チャー へと 変質 させて いっ 
たわけ だ。 

たとえば、 「浮気」 (もっと 古い 言葉 だと、 「不義 密通」) は 「不倫」 という 新しい コピー を 
与えられ、 トレンド であると された。 すでに 恋愛結婚 という ゴー ルに迪 りついた はずの 
人々 もまた、 さらに 不倫と いう 形での 恋愛を 生涯 継続す る ことを 要求され る ことにな った 
の だ。 若者が 『東京 ラブ ストー リ ー』 などの トレン ディ •ドラマに 夢中に なって いる 頃、 
『ひとひらの 雪』 といった 不倫 小説 •不倫 映画が 中高 年 層に 大 流行した。 生涯学習 ならぬ 
「生涯 恋愛」 が 推奨され たの だ。 むろん、 「恋愛結婚」 という 形で 融合して いた 恋愛と 結婚 
は、 この 時期に ふたたび 分離され た。 恋愛と 結婚が 融合して いると、 「生涯 恋愛 I という 
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巨大な 消費 システムが 働かない ためだ。 恋愛結婚 によって 恒久的な 自我の 安定を 得られる 
という 従来の ルー ルは 無効 化され、 人々 は 永遠に 「より 新しく、 より 強力な」 恋愛を 求め 
て 市場を 徘徊 させられる 運命に 陥った の だ。 

また、 九〇 年代に 入る と、 「素人 売春」 は 「援助交際」 と 名を 改められた。 援助交際に 
ついては 社会学 者の 宮台真 司が 『制服 少女たち の 選択』 (講談社) など さまざまな 著書で 
研究して いるが、 ありていに 言えば 援助交際とは 「胴元を 通さずに 素人 女性が 直接 客を つ 
かまえて 売春す る」 という ことで ある。 かつて 売春には 「経済的に 困窮した 女性が やむ に 
やまれず 身売りして …… 」 という ィメ ージが あったが、 援助交際 時代の 素人 売春は 「遊ぶ 
金 欲し さ」 「ブランド 品 欲し さ」 「自分 探し」 「なんとなく」 「遊び」 など、 その 理由 も ラィ 
卜 化して いる。 

また、 特に 十代で 「売り」 を 行う 少女たち は、 もっとも 商品 価値が 高い 十代の 制服 姿の 
うちに 自分を 売って おかなければ もったいな いという 強迫観念の ような ものに 駆られて い 
るら しい。 恋愛が 商品 化され、 さらに 恋愛から 切り離された セックス も 商品 化され、 男 も 
女 も 商品 化された 現代 日本では、 このような 現象が 起きる のは 当然と もい える。 

ちなみに トルコ風呂が ソー プラン ドと 名を 改められ たのは、 トルコ 人 青年の 抗議に よる 
ためらし いが、 当時は ファッション ヘルス やィ メージ クラブと いつた ポップな 名前の ラィ 
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卜 風俗が 従来の 性 風俗 産業に 取って代わりつつ あった ため、 イメ ージを 一新して ライト 感 
覚を 醸し出した いという 業界 自身の 意向 も あったので はないだ ろうか。 

さらに 最近では、 「リサイクル •セックス」 という 概念 も 登場した。 安藤 房 子の 『リサ 
イク ル •セックス』 (WAVE 出版) によると、 最近の 女性は 「別れた 元 彼 や 男 友達と セッ 
クスし、 新しい 男性とは あまり セッ クスし ない」 という 傾向が 強くな つてい ると いう。 つ 
まり 愛情が 消えた 後で も 同じ 男性と だけ 繰り返し セックスす るので 「リサイクル •セッ ク 
ス」 というわけだ。 恋愛 も セックス も 金と 交換 可能な 相対的な 価値し か 持たない 現状では、 
セックスと 恋愛の 結びつきは 非常に 弱い。 「セックスフレンド」 という 言葉 もまた、 恋愛 
の 商品 化が 進む とともに 普及した 概念だろう。 今では 恋愛 感情がなくても セックス はでき 
るので ある。 

九〇 年代の バブル 崩壊と ともに 恋愛 および セックスの 価値は 暴落した。 都市部に おける 
女子高生を 中心とした 援助交際の 流行は、 まさしく この バブル 崩壊 期の 直後だった。 恋愛 
市場に おける 価格 破壊が 起こった ため、 さほどの 消費 能力を 持って いなくても、 誰もが 恋 
愛 資本主義 システムに 参加で きる ようになった . はずだった。 

ところが、 実際には そうはなら なかっ たの だ。 「恋愛の 独占」 という 現象が さらに 進行 
したの だ。 九〇 年代 以後、 恋愛で きる 人間と 恋愛で きない 人間の 二極化が 進んで いった。 
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それは なぜか？ 

t 恋愛の 独占 —— 恋愛 資宇 王義の ピラミッド 

資本主義の システムは そもそも、 自然 体と して 放置して おけば、 いずれは 「勝者」 と 
「敗者」、 持てる 者と 持てない 者の 二極化が 進行して いくよう になって いる。 初期 資本主義 
社会では、 裕福な 層と 貧困 層への 極端な 二極化が 社会問題 となり、 この 不均衡を 是正す る 
目的で 社会主義 や 共産主義 といった 政治 思想が 生まれて きた。 共産主義 そのものは シス テ 
ム としてう まく 機能せ ず、 資本主義に 取って代わる ことは できなかった が、 資本主義の 
「二極化 問題」 は 社会主義の 理念を 取り入れた 社会福祉 政策な どの 対応策が とられた こと 
により、 ある 程度の 成果を 収める ことにな つたと 言える だろう。 

恋愛 資本主義 システム もまた 資本主義の システムの 一部分で あるから、 当然、 そこには 
「恋愛で きる 者」 と 「恋愛で きない 者」、 さらには 「セックス できる 者」 と 「セックス でき 
ない 者」 への 二 極 分化 問題が 発生して くる。 すべての 人間が、 恋愛 偏差値に よって 階層 化 
され、 ヒエ ラル キーの 中に 押し込まれ るの だ。 そして、 一定の 偏差値 基準に 満たない 人間 
は、 ピラミッドの 外部へ と 除外され る。 これを 僕は 「恋愛 資本主義の ピラミッド 構造」 と 
呼んで いる (図表 10 参照)。 
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金の 流れ 


図表 10 本 田の 考える 恋愛 資本主義 ピラミッド 


A 


モテる 男 
(イケ メン) 


金の 流れ 


※し •こに は^ マ 

していな いが 女 
にも 階層が ある 


第 2 の 搾取 構造 

女から モテる 男へ 金が 流れる 


ホスト 産業 
ヒモ 関係 

美少年 • 美 青年を ぺ 


卜と して 飼う 


第 1 の 搾取 構造 

モテない 男から 女へ 金が 流れる 


モテない 男 
(キモ メン） 


金の 流れ 


•「アッシー」 「ミ ツグ 君」 
「メッ シー」 的な 従 厲閲係 
• 性 風俗 産業 

• 離婚 後の 慰謝料の 支払い 


恋愛 も セックス も 「金」 によって 交換 可能な 尚 品で あり、 性的 魅力の 高し 
人間 が 低い 人 問 から 搾取す る ヒエラルキー 構 •造が 形成 されて いる。 


大 PJ しく も、 S IM 『ためんず •、っ お〜 か〜』 

の 著者 •倉 田 真 由 美 も、 作 中で 似た ょぅな ピ 
ラ ミッ ドを 描いて いる (図表 4、 前 出) が、 
僕の ィメ ー ジ する ピラミッドは 金を 媒介と し 
た 二重の 搾取 構造に なって いる。 

恋愛 も セックス も、 この システムの 内部で 
は 金と 等価 交換で きる 商品で ある。 ゆえに、 

金を 持っ ている 人間は 持っ ていない 人間ょり 
も 優位に 立てる。 だが、 実は 金 だけでは ない。 
経済力を 含めた 「男性的 •女性的 魅力」 が、 

ヒ エラ ルキ ー を 決定 付けて いる。 たとえば モ 
テない 男が 風俗 産業な どに 投下した 金は、 女 
性を 経て モテる 男へ と 流れて いく。 つまり 個 
人の 持つ 性的 魅力が、 最強の 資本な ので ある。 
かくして、 一握りの 男性が、 女性を 独占す る 
ことになるの だ。 
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図表 11 岡 田 斗 司 夫の 提唱す る 「おか だ システム」 


人間関係を 相対 化し、 複数の 関係 性に 
機能を 分散させる リスクへ ッ ジ的 発想 


恋愛 •セックス • 友情 等、 全ての 機能を 分散処理 する 
ことで 自 我の 安定 を 図る 新しい システム。 一部で 実際 
に 稼動して いる （リサイクル •セツ クス も その 一つ）。 


岡 田 斗 司 夫は すでに 二十世紀 末から この 恋愛の 
資本主義 システム 化に 注目して いて 『フロン』 
『恋愛 自 ¢1 市場 主義 宣言 ！ 』 など 多くの 著書を 出 
版して いるが、 岡 田 氏 もまた 一夫一婦 制に 縛られ 
た 恋愛結婚 制度は すでに 崩壊して いると 分析して 
いる。 そして、 旧来の 恋愛結婚 制度に 代わり、 人 
間の 自我を 安定させる システム として、 上図の よ 
、つな システムを 提唱して いる (図表 11 0 

つまり、 一人の 配偶者に 恋愛 •セックス •その 
他 全ての 機能を 押し付ける キリスト教 = 一神教の 
発展 形態と しての 恋愛結婚 制度には そもそも 本質 
的に 無理が あるので、 すべての 機能を 分散して し 


まえばよ いという 発想で ある。 これは 論理的に 正しい 発想で、 妻は 妻、 セックスフレンド 
は セックスフレンド、 友達は 友達、 という ふうに 役割を 分散して 適材適所に 配置す る こと 
で システム 全体の 調和が 取れる わけ だ。 また、 仮にい ずれ かの 関係が 破綻しても、 シス テ 
ム 全体が 受ける 被害は 少なくて すむ。 リスクを 分散して いる わけ だ。 ゆえに 眵復も 容易で 
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ある (すべての 関係が 相対的な もの だから、 交換 可能な の だ)。 実際に、 現在の 「恋愛 自由 主 
義 市場」 においては、 このような システムを 採用す る 人が 増えて いる。 

だが、 その 結果と して、 「恋愛で きる 人」 「セックス できる 人」 と、 「恋愛で きない 人」 
「セックス できない 人」 の 格差は、 ますます 開く 一方に なって いる わけなの た。 なぜなら、 
一定の 男性的 または 女性的 魅力と いう 資本を 持たない 人間は、 恋愛の ごく 一部の 機能を す 
ら処理 させて もらえない からだ。 さらに 言えば、 「永遠の 愛」 というす でに 滅び 去った 神 
話を いまだに 追い求める ロマン ティストは、 恋愛 自由主義 市場 (僕の 言葉では 「恋愛 資本 主 
義 市場」 「恋愛 資本主義 システム」) においては、 むしろ 気持ち 惡 がられる の だ。 

九〇 年代 以後に 「一方的 •強制的な 恋愛」 である 恋愛 ストー キング 犯罪が 社会問題 化し 
たの も、 この 恋愛 資本主義 システムに 入れない 人間が 増加して いるた めではないだろう か。 

t 精神 世界の 空虚 化 —— 純愛 ブ—ム 

これまで 述べて きたよう に、 恋愛の パー トナー を 神の ごとく 理想化して 崇拝し、 自我の 
安定を 図る という 一神教 的な 恋愛 スタイルは すでに 破綻した。 そもそも 生身の 人間に 神の 
ごとき 完璧 さを 求める のは 無理が あるし、 その 論法で いくと 美男 美女 だけが 恋愛す る 資格 
(愛される 資格) を 有し、 外見が 美しくない 人間は 恋愛の 対象になれない。 また、 恋愛 資本 
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主義 (恋愛 自由主義) の 進行に よって 恋愛と セックスが 機能的に 分化され ていく と、 この 
傾向は さらに 極端 化して いく。 

かくして、 モテる 人間は ますます モテ、 モテない 人間は まったく モテない という 恋愛 市 
場の 二極化が 進行す る。 前述した 倉 田 真 Fh 美の 恋愛 ピラミッド や 「ヤ ラは た」 という 言棄 
の 登場な どは、 その 象徴と もい える だろう。 

ところが、 このような 恋愛の 相対 化 現象 & 二極化 •寡占 現象が 進行 するとと もに、 一度 
忘れ去られた はずの 「純愛」 が、 ふたたび クロ— ズ アップされ るよう になって きたの だ。 
これは 二十 一世紀に 入って から 顕著に なって きた 傾向で、 恋愛と セックスが 商業化 •相対 
化の 果てに 限りなく ポップ 化されて ゆき、 その 重さが 限りなく ゼロに 近づく と 同時に、 前 
時代 的な 「純愛」 が 見直される ことにな ったの だ。 

ところが、 純愛と いっても、 言うまでもな いが 商品と しての 「純愛」 なので ある。 たと 
え ば、 純朴で 恋愛 経験の ない アキ、、 ハ 系 オタク 男と 恋愛 経験が 豊富な 美人 〇 L の 恋愛を 描い 
た 『電車 男』 は 匿名 掲示板 「2 ちゃんね る」 の 書き込みから 発生した が、 すぐに 新潮 社 か 
ら 書籍 化されて 出版され、 さらに 朗読 劇、 漫画、 映画、 テレビ ドラマと いった メディアに 
展開 消費され ていった。 その他に も、 『世 界の 中心で、 愛を さけ ぷ』 『いま、 会いに ゆき 
ます』 など、 純愛を テ ー マと した 小説 かべ スト セラ ー となり、 映 B も ヒット するとい う 状 
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況か ここ 数年 続いて いる。 

バブル 崩壊と 同時 進行す るかの ように 恋愛が 相対 化され、 自由 価格競争に 曝されて その 
価値を 暴落 させて いった 果てに、 ロマンティシズム 溢れる 純愛が ふたたび 脚光を 浴びる よ 
うにな つた 裏には、 さまざまな 原因が 考えられる。 

まず 経済学 者の 森 永 卓 郎氏か 「年収 3  0  0 万円 時代」 と 1^ えたよう に、 貧富の 差か拉 大 
した ことがあ げられ る。 すべての 人間が 恋愛 資本主義 市場に おいて 恋愛に 参加で きる とい 
う 建前は、 「国民 総 中流 幻想」 によって 支えられ ていた。 しかし バブル 時代の 女性が 男性 
に 求めて いたよう な 高 収入 者は、 実は ほとんど 存在し ない。 いたと しても、 そのような 男 
性は すでに 別の 女性と 結婚して しまって いる。 

第一章で 述べた ことの 繰り返しになる が、 独身 女性が 男性に 求める 収入の 理想と、 その 
実情との 格差は、 途方 もな く 開いて しまって いるの だ。 三十 代 独身 キャリア 女性 •いわ ゆ 
る 負け犬が 増加した 最大の 原因は、 ここに あるので はないだ ろうか。 酒 井 順 子 や 倉 田 真 ^ I 
美は それでも なお、、 ハ ブル 的な 恋愛を 求め 続けて いる 感が あるが、 彼女たち は 負け犬 系の 女 
性の 中で も 高 収入を 得て いる 例外的な 存在で あり、 大半の 負け犬 女性は 文字通り 年収 三百 
万円 時代を 生きて いる わけで、 彼女たち 「声な き 負け犬」 女性たち は、 実際には 「もはや 
、パブ ル 恋愛は 終わった」 と 実感して いるであろう ことは 想像に 難くない。 ゆえに、 大量 消 
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費を 必要と しない 精神的な 恋愛 = 「純愛」 が 再発 見され たのだろう。 

また、 酒 井 順 子が 『負け犬の 遠吠え』 で 「三十 代の 男が オタク 化した から、 女性が 余っ 
た」 と 指摘して いるよう に、 恋愛 市場から 自ら 降りて しまう 男性が 増えて いる (もちろん、 
全員が 自ら 降りた のでは なく、 参加 させて もらえなかった 男性 も 存在す るだろう が)。 いずれに 
しても、 恋愛 資本 主 « システムは 誰でも 平等に 参加で きる システムで はなく、 必ず 市場 か 
ら あぶれて しまう 男女 や 自分の 意志で 参加を 拒む 男女が 発生す る。 そして、 そのような 
人々 が 自然に 集まって 巨大 化した 第二の 市場 システム こそが、 オタク 市場な の だ。 

特に オタク 市場の 中で およそ 三 割 程度を 占める までに 成長した 「萌 え」 (脳 内 恋愛、 二次 
元 恋愛) 市場は、 三次元の 女性との 恋愛と 両立 させに くい ジャンルな だけに、 恋愛 資本 主 
義シス テム 側から 批判 や 攻撃を 受け 続けて いる。 『電車 男』 の 原作は 純愛 ストー リー であ 
ると 同時に、 萌え オタクを 脱 オタ させて 恋愛 資本 主 # の フィ ー ルドに オルグ するとい うス 
ト ーリー だった。 それゆえに、 旧来の 恋愛 資本主義 システムに 見事に のった わけ だ。 

しかしながら、 常に 原因が あると ころに 結果が あり、 すべての 事象は 必要が あるから こ 
そ 生まれて くる。 ゆえに、 ただ 旧来の 価値観から 「萌 え」 を 非難し 続けた ところで、 「萌 
え」 る 男たち が 消え去る はずは ない。 はたして、 「萌 え」 は どのような 必然性から 発生し 
て、 拡大して きたの だろう か？ 本書の 第三 章 以後では、 「萌え I の 具体的な 機能 tt につ 
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いて 解説して いきたいの だが、 その 前に 「萌 え」 とは 何 か、 いかよう にして 生まれて きた 
のかと いう ことを 俯 峨 して おきたい。 

t 恋愛 復興 —— 脳 内 恋愛 「萌え 」 の 誕生 

「萌 え」 とは 「脳 内 恋愛」 であると 本書では 定義したい。 もちろん、 厳密に 言えば 恋愛と 
いう レベルでは 語れない 「萌 え」 も 多数 あるの だが、 あまりに も 広範囲に 拡散して しまう 
と 論じに くいので、 本書では 「脳 内 恋愛」 としての 「萌 え」 に 限定して 論じる ことにした 
「萌 え」 系 オタクの 特徴と しては、 性格 的に 女性的、 というよりも 少女 的な 感性を 持って 
いる 人が 多い ことがあ げられ る。 女の子の イラスト や フィギュア、 抱き 枕、 動物の ぬいぐ 
るみな どを 収集 するとい う 行為は、 二 昔 ほど 前の 時代の 少女の 趣味と 同じ だ。 ゆえに 萌え 
オタクには、 自分たち オタクを ター ゲットに して 製作され た萌え アニメ だけでなく、 児童 
向きの アニメ や 少女小説の 世界に 「萌 え」 を 発見して 脳 内 恋愛関係に 落ちる という 人が 多 
い。 たとえば 萌え 市場で 人気の ある アニメ 「ふたりは プリ キュア」 は 本来 児童 向けの 作品 
だし、 「マリア 様が みて る」 は 『コ 、、ハルト』 で 連載され ている 少女小説 である。 萌え オタ 
クは 、自分の 精神の 内面に 女性 キャラクター の 人格を 取り込んで 仮想 構築して いくの だ。 
萌 えに 必要な 能力は、 キャラクタ ー の 内面を 構築す るた めの 想像力 (または 妄想 力) のみ 
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であり、 実は フィギュア などの アイテム 類は その 想像力を 増幅させる ための 燃料の 役目を 
果たして いると いう わけで ある。 

萌え における 恋愛の 理想 形とは、 ロマン ティ ック •ラブで ある。 恋愛 資本主義 システム 
の 進化と 肥大 化に ょって 一度は 絶滅した 純愛 主義が、 萌 えとい う 形で 生き残って いたわけ 
なの だ。 

そもそも、 フィ クシ ョンの 世界に 登場す る キャ ラク タ— に 恋をする という 行為は、 太古 
から 存在した。 

古代 ギリシャの ビグ マリオンは、 美の 女神 アフロ ディー テに 恋い焦がれる あまり 「理想 
の 女性」 の 彫刻を 製作し 続け、 ついには 理想の 女性像を 自らの手で 完成 させ、 この 像に 恋 
をした という。 これが 「ビグ マリオ ニ ズム」 (人形 愛) の凼来 だとい う。 ちなみに 、ビグ 
マリオンの 作った 彫刻は ビグ マリオンの キスに ょって 人間に なり、 ガラティア という 名前 
を 与えられて ビグ マリオンの 妻に なった という。 「フィギュア 萌え 族」 は、 古代 ギリシャ 
時代に すでに 芸術家と いう 姿で 存在して いたわけ だ。 

現代 日本の 萌え オタクが 自分の 愛する キャラクター の フィギュアを 製作し、 飾り付けて 
萌 える 姿は、 現代の 唯物論 的な 恋愛 資本主義 システム 側から 見れば 「気持ち 悪い」 という 
ことになる のだろう が、 実は フィギュアの 向こうに 理想の 女 1¢ 像を 空想して 恋い焦がれる 
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行為は ピグ マリオン 以来の 伝統を 持つ ので ある。 「恋愛とは パ ー トナ ー に刊を 幻視す る 行 
為で ある」 という 恋愛 本来の 原則から みれば、 人間の 女性に 恋をする 現代の 恋愛は 不合理 
であり、 実は ビグ マリオ ニ ズムの ほうが 合理的な の だ。 

t ゲ—テ や ダンテは 「萌え 」 の 先駆者 

ゲーテ や ダンテと いった 文学者 •詩人たち もまた、 脳 内の 萌え キヤ ラを 崇拝し 萌え キヤ 
ラに 恋い焦がれ 続けて いた。 ダンテは 『神曲』 の 中で 地獄 •煉獄を 巡り、 その後 天国で 初 
恋の 女性 ベア トリ ー チヱに 再会す る。 ベア トリ ー チヱは 実在の 女性 たった か 夭折した ため 
に、 ダンテと ベア トリー チェは 現実の 世界では 結ばれなかった。 ゆえに ダンテは ベア トリ 
— チヱを M 内の 「萌え キヤ ラ」 として 芸術の 世界で 生かし 続ける 道を 選ん たので ある。 ま 
たゲー テの 『ファウスト』 では、 ファウストとの 悲恋の 後に 死んで しまった グレー トヒェ 
ンが 最後に 「永遠の 女性」 という 超越 的な 存在と して 登場し、 地獄に 落ちる はずだった フ 
ァウ ストの 魂を 救済す る。 

このように 西洋では、 中世までは 「萌 え」 は 彫刻 や 絵画、 詩作と いった 芸術に よって 表 
現されて いた。 だが、 産業革命 によって 「科学的な 萌 え」 の 可能性が 生まれた。 十九 世紀、 
リラダンは 『未来の ィヴ』 を 著して、 二十 一世紀の 萌え 時代を 予言して いる。 『未来の ィ 
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ヴ』 の 主人公 エワルドは、 アリシ ャ という 美貌の 女性に 恋をする。 しかし アリシ ャは 外見 
こそ 美しかった が、 内面は 低劣で 愚劣だった。 アリシ ャを 通して 現実の 女性の 不完全 さに 
絶望した エワルドは 、エディソンが 創った 完全なる 人造 女性 ハ ダリを 愛する の だ。 一神教 
的 恋愛は パ ー トナ ー に 神の ごとき 完璧 さを 求めざる をえない という 前提に たてば、 リラ ダ 
ンの 出した 結論は 正しい と 言わざる をえない。 

押 井守の アニメ 映画 『イノセンス』 は リラダンの 引用から 始まる 難解な 作品 だが、 この 
映画の 真の テー マは 「人間の 男と、 仮想 世界の 女との 恋愛の 可能性」 である。 主人公の バ 
ト ー は 身体を 捨てて ネットの 海の 向こうに デ ー タと して 溶け込んで しまった 女性 (少佐) 
に 密かに 恋い焦がれる 中年 男性。 映画を 観て いただければ わかる が、 すでに 彼に とっては 
誘拐され た 被害者の 少女ょりも、 彼女の エゴの ために 破壊され 続けた 人造 少女 人形 ハ ダリ 
たちの 「気持ち」 の ほうが 大切に なって しまって いるの だ。 

萌え オタクの 増加とは、 つまり、 萌 えとい う 「脳 内 純愛」 を 目指す 芸術 運動が オタク 市 
場の 成立と 拡大に ょって 大衆化 •普及 化した 結果と いえる。 もちろん 萌 える 男が 増加した 
最大の 理由は、 現実の 世界に 純愛 = ロマン ティ ック •ラブを 見出せ なくなった ことに ある 
だろう。 また、 物心つ いたと きから 自室で パソコンを 使って ネットに 接続して いる 最近の 
若い 萌え オタク 世代の 人たち にと っては、 すでに 二次元 (バー チャル) と 三次元の 力関係 
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が 逆転して いると いう 点 も 見逃せない。 「三次元 だけが 唯一の 現実で あり、 二次元は 妄想 
の 世界に すぎず 無価値で ある、 二次元に 没入す る 行為は 現実 逃避で ある」 という 一元論は、 
今の 世代の オタクには もはや 通用し なくなって いるの だ。 あきらかに ネット もまた 「現 
実」 に 他なら ない ことを、 彼らは 身を もっ て 知っ ている の だ。 

萌 える 男とは、 バブル 時代に 滅び 去った ロマン ティ ック •ラブ = 純愛を 求め 続けた 末に、 
三次元の 世界 (恋愛 資本主義 システム) には 純愛は ない と 悟り、 二次元の 世界 (オタク 市 
場) にやって きた 男たち なので ある。 

まとめる と、 「萌 え」 という 精神 活動は、 すでに 大昔から 存在して いた。 当初は 芸術家 
のよう な 限られた 層 だけが 萌 えていた が、 その後、 科学技術の 発達 や萌え オタク 市場の 確 
立に よって、 誰でも 萌 える ことが 可能に なった …… という わけなの だ。 つまり 科学の 発達 
によって、 誰もが 萌 える ことが 可能な インフラが 整備され たの だ。 さらに、 インフラが 整 
ったと ころに、 恋愛 資本主義 システムの 肥大 化に よる 純愛の 衰退 •絶滅と いう 要因が 加わ 
ったた め、 萌 える 男の 数が 飛躍的に 増加した というわけだ。 

t 「萌え 」 には 位相が ある —— 構造 論に よって 解体され た 「萌え 」 の 不幸 

ところで 少し 前までは、 「萌 え」 といえば、 「メイ ド 服」 「ネコ ミミ」 「しっぽ」 といった 


085  第二 章 萌 えの 起源 


「記号」 によって 解釈され ていた。 萌 える オタクとは、 つまり、 動物の 耳 や 尻尾 や 制服と 
いった 記号に 才—ト マティックに 発情す る 「動物化 された 人々」 だとい う 論調が 主流 だっ 
たので ある。 しかし、 そのような 記号と しての 「萌え 属性」 を コレクションして 分類して 
みても、 萌 えの 本質は 何も 見えて こない。 

ビグ マリオンは 理想の 女性を 彫刻と して 作り上げ たが、 実は その 彫刻 像の 向こうには、 
ピグ マリオンが 理想と する 美の 女神 アフロ ディー テと いう イデアを 幻視して いたわけ であ 
る。 つまり、 萌 える 男が たとえば 「メイ ド 服」 に萌 える としても、 彼は その メイ ド 服 その 
ものに 萌 えてい る わけでは ない。 メイ ド 服と いう 記号の 向こうに、 何が しかの 理想 "意味 
を 見出して 萌 えてい る わけなの だ。 一九 九〇 年代から 二十 一世紀 初頭に かけて、 萌え 文化 
は 構造 論 的に 語られて きた。 そのため 萌 えの 本質 —— 目的論 •機能 論は 顧みられなかった。 
その 結果と して、 「萌 える 男は パブロフの 犬の ような 機械的な 存在で、 気持ちが 悪い」 と 
いう イメ ージが 形成され た感は 否めない。 

三次元 世界に 掘り出し てきた 彫刻 像の 向こうに、 二次元 世界 = 空想 世界の アフロ ディー 
テを 幻視す る。 これ こそが 萌 える という 精神 活動の 本質な のであって 、フィギュアは 萌え 
の 入り口、 あるいは 萌 える 活動の ための 燃料な の だ。 フィギュア という 「姿 かたち」 の 向 
こうには 、キャラクター の 性格が あり、 生い立ち などの 設定が あり、 壮大な ストー リーが 
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ある。 

一神教 的 恋愛の 原型と なって いる キリスト教に たとえれば 、フィギュアは 十字架像に 相 
当す る。 その 十字架像の 向こうの 二次元の 世界には、 膨大な イエス や マリアの キャラクタ 
— 設定が 構築され ており、 聖書と いう ストー リーも 書き下ろされ ている わけ だ。 

ただし、 キリスト教と 萌 えが 異なる 点は、 それぞれの 人間が 自由に キャラクタ— を 自ら 
の 恋愛 対象 (神) として 選択す る ことが 可能で あり、 自ら 設定 や ストー リ ー を 補完して 作 
り 上げる 自由 すら 持っ ている という 点に ある。 たとえば 同人 誌は、 キリスト教 的に 言えば 
「異端」 なの だが、 萌え 市場は 商業 市場と 同人 市場が 相互 補完しながら 循環す る 市場な の 
で、 基本的に 同人 誌を 製作 •購読しても 異端と して 裁かれる 恐れは ない。 

つまり 萌 えは 宗教 (神) が 死に、 神に 代わる 「恋愛」 も 死んだ 現代の 日本に おいて、 必 
然 的に 生まれて きた 新たな 信仰 活動 といえるの だ。 萌 える 男は 動物化な どして いない。 む 
しろ 動物化し たのは、 恋愛 資本主義 システム 下で 恋愛と セックスを 切り離して 肉体的な 快 
楽を 刹那的に 貪り 続ける 「萌 えない 男」 たちの ほうな の だ。 その 意味で 萌 える 男は、 実は 
守旧 派と もい える ので ある。 恋愛と セックスを 切り離して 自我の 支えを 複数の (三次元 
の) 異性に 分散処理させる という 恋愛 自由市場 主義者の ほうが、 思想 的には ょり ラジカル 
で 新しい かもしれ ない。 この 分散処理 システムと 萌え システムは、 いずれ か 一方の みが 正 
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しいと か、 いずれ か 一方の みが 勝ち残る という ものでは なく、 恋愛 資本主義 システムの 進 
化の 果てに 男が 二極化した 末に 発生して きた 必然的な 結果な の だ。 

す 今 こそ 萌 えの 目的論 •機能 論を 

以上、 萌 える 男が 増えた 原因と 理由に ついて 簡単に 語って きたが、 いよいよ 次の 章から 
は萌 えの 機能に ついて 少 々突っ込んだ 分析を していき たいと 思う。 

現代に おいて 恋愛が 死に絶え たという 問題は、 人間の 「鬼畜 化」 という 問題を 孕んで い 
る。 また、 萌 える 男が 最終的に 行き着く 地平が、 実は 恋愛では なく 「家族」 であると いう 
点 も 明らかにしたい。 恋愛の 自由化は 最終的には 「家族の 解体」 に 行き着く が、 実は萌 え 
る 男は そのような 歴史の 流れに 脳 内で 反抗して いる 人々 なので ある。 

さらに、 萌 えには 男性 至上 主義 や 暴力から 男性 自身を 解放 するとい う 機能 も ある。 恋愛 
資本主義 システムの 一部と して 機能して いる マスメディアは 何 か 事件が 起きる たびに 「才 
タクは 性犯罪 者 予備軍で ある」 という 紋切り型の レッテルを 貼ろうと する が、 それに 対し 
て 僕は 「そうでは ない。 事実は まったく 逆な ので あり、 萌え のない 世界は 果てしなく 荒廃 
する」 と 主張し ようと 試みる わけ だ。 
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第一-一章 萌ぇの 心理的 機能 


t レゾン デ— ト ルの 再発 見から、 レゾン デ— トルの 自己 生産へ 

この 章では、 具体的に 「萌 え」 が どのような 心理的 機能を 果たしてい るかを、 実際に 萌 
え 系 コンテンツを 紹介しながら 解説して いきたい。 この 章で 取り上げる コンテンツは、 い 
ずれ も 萌え系 恋愛 ゲーム と 呼ばれる ジャンルに 属する ゲーム で、 もともとは PC 用の 18 禁 
アダルト ゲ—ム として リリ ー ス された 作品が メインになる。 しかし、 いずれの ゲー ムもア 
ダル ト ゲーム というよりは 「萌 え」 ゲーム として 市場に 認知され ており、 なかには プレイ 
ステー シ ョンな どの 家庭 用 ゲーム 機に 移植され たり、 テレビ アニメ 化される などと いった 
アダルト ゲ ー ムの 枠を 超えた 広がりを 見せる 作品 も 含まれて いる。 

本章で 具体例と して 取り上げる 「ONE」 「Kan  on」 「痕」 という 三つの タイトルは 
いずれも 一九 九〇 年代 後半に 発売され たもので、 特に 「ONE」 「Kan  on」 は 感動 的 
な ストー リー だった ために 「泣き ゲ ー」 という 呼ばれ 方を した。 これらの いずれの タイト 
ル も、 実は 九 五 年から 九 七 年に かけて オタク 層を 中心に 大ブ ームを 巻き起こした アニメ 
『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 (以降、 エヴァと 略称) が 完結した 後に 登場して いる。. 

エヴァに ついては、 さまざまな 人が さまざまな 語り口で 解説して いるので 詳細は 省く が、 
当時の オタクは、 監督の 庵野 秀 明が エヴァの テレビ 版 最終回 および それに 続く 劇場 版 完結 
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編に おいて I アニメ なんかに 逃避す るのは やめて、 現実に 帰れ」 と 「オタク 否定」 を 行っ 
たこと が 巨大な トラウマと なった。 エヴァは SF  +  ロボット + 萌え キャ ラと いう 三 -ttt ft に 
わたる オタク 要素を すべて 詰め込んだ 「オタク 文化の 集大成」 的な 作品であった ために 支 
持され たの だが、 終盤には 作品が 崩壊して、 ついには 監督が 「オタクは 気持ち 悪い」 と 言 
い 出して ファンを 放置した まま 終わつ てし まつた の だ。 

エヴァに よって オタク 的 感性に 目覚め、 エヴァに 熱狂した 人々 は、 その エヴァ 自身に 才 
タクと いう 自分の レゾン デー ト ルを 破壊され て しまったの だ。 エヴァ 以後、 エヴァに 匹敵 
する オタク 向け アニメが 登場し ない ままに 十 年が 経過した のは、 ひとえに エヴァが アニメ 
という ジャンル において 「オタク 否定」 を 行つ たからに 他なら ない。 

その  一 * で、 アニメよりも 制約の 少ない マ ィナ ー な ジャンルであった PC ゲ ー ム 市場に 
おいて、 エヴァに 与えられた ト ラウマを 自ら 克服して 治癒し ようとい う 動きが 活発化した。 
それ か 「萌 え」 系ゲ ー ムの 登場だった ので ある。 

す 「泣き ゲ丄の 元祖 •〇 NE 

まずは タク ティ クスが 一九 九 八 年に 発売した PC ゲーム 「ONE 〜 輝く 季節へ〜」 だが、 
これは 「泣き ゲ ー」 の 元祖 的な 存在で ある。 ONE の テー マは 「消えて いく 自己の 存在」、 
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図表 12  ONE の 世界は 「現実」 「水 遠」 の 2 種類 かづ 

成る 


i 也 者 


現実の 世界 

I 現実に 留まろ 
うとす る 力^ 


自己の 存在が 
徐 々に 希薄 化 

していく 


現実から 離 
脱しようと 
する 力 


永遠の 世界の 
側に 自己が 移 

っ ていく 


他者との 関係 性 （恋愛） だけ 
が、 現実の 世界に 自己を 留め 
て くれる 力と なる 


つまり レゾン デー トルの 喪失で ある。 ONE の 主 
人 公は 平凡な 男子学生 だが、 ある 時、 自分が 住ん 
でい る 世界とは 別の 「もう ひとつの 世界」 = 「永 
遠 (えいえん) の 世界」 が 実在す る ことに 気づく。 
さらに、 徐 々に 自らが 「永遠の 世界」 側へ 取り込 
まれて いき、 自己が 現実の 世界から 消滅して いく 
恐怖を 味わう ので ある。 

この 状況を 図で 表すと 図表 12 のょう な 形になる。 

作 中、 この 「永遠の 世界」 の 正体は はっきりと 
は 示されな いの だが、 主人公は 過去に 大切な 妹を 
失って おり、 その 喪失 感が 愛する 人と 必ず 別れな 
ければ ならない 現実の 世界とは 異なる 「永遠の 世 


界」 を渴 望させる きつ かけに なつて いるつ まり 
「永遠の 世界」 とは、 ぁる 意味に おいて 「空想の 世界」 でぁり 「二次元の 世界」 と 解釈し 

て もい いだろぅ。 

ONE は その 意昧 で、 三次元の 世界と 二次元の 世界、 いずれの 世界を 生きるべき かとい 
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う萌え オタクの 葛藤 そのものを 作品 化した の だとい える。 ONE を 企画した ゲ ー ムク リエ 
ィター の 麻 枝 准は 特に エヴァと ONE の 関連性に ついて 言及して いないと 思われる ので、 
これは あくまでも 僕 個人の 解釈な の だが、 庵野 監督が エヴァの 作 中で オタクに 向けて 「二 
次元を 出て 現実 (三次元) に 帰れ」 と 言い放った 事件が、 ONE という 特異な 作品が 生ま 
れた 原点に なって いるので はないだ ろうか。 

ONE の 世界では、 最終的に 主人公は 現実の 世界に おいて 他者との 関係 性を 確立し、 永 
遠の 世界から 現実の 世界へ と 復帰す る ことができる。 もちろん、 ON E における 関係 性と 
は、 恋愛関係 である。 主人公には 特定の 宗教に 対する 信仰心は ない。 彼を 救う のは、 あく 
まで も 恋愛な の だ。 主人公は 妹を 喪失した ことによって この 世界に おける 自らの レ ゾンデ 
—ト ルを 失い、 その 結果、 救いを 求めて 「永遠の 世界」 へと ひきこもって いこうと する。 
だが、 そんな 主人公を もう 一度 現実の 世界に 引き戻し、 彼に レゾン デー トルを 与えて くれ 
る 存在 こそが 萌え キャラな の だ。 

つまり ONE は、 「恋愛に よる レゾン デー トルの 再生」 という、 萌 えの もっとも 重大な 
心理的 機能を 体現した 作品 といえるの だ。 
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t レゾン デ— トルの 再生と しての アニメ 

十九 世紀末、 デュル ケムは 『自殺 論』 において 自殺を いくつかの 種類に カ テ ゴラ ィズし 
たが、 その 中で 特に デュル ケムが 近代 社会 特有の 病理 現象と して 注目して いた ものが 「ァ 
ノ ミー 的 自殺」 だった。 デュル ケムに よると、 アノ ミ— とは 個人が 自らの 行動を 規定して 
くれる 規則を 発見で きずに 不安定に 陥った 状況を 意味す る。 ルネサンスから 産業革命 とい 
う 一連の ョ ーロッ パの 近代化の 中で、 キリスト教 信仰は 衰退し、 人間 精神の 自凼 化が 強力 
に 推進され ていっ た。 しかし その 結果、 個人は キリスト教 という 巨大な 規範 体系を 失って 
かえって 存在論 的な 不安に さいなまれる ようにな ったの だ。 

二— チェは この 状況を 「神は 死んだ」 という 言葉で 表現し、 巨大な 伝統的 価値体系の 崩 
壊に よる 近代的 ニヒリズムを、 「超人」 「永劫 回帰」 という 概念で 克服し ようとした。 超人 
とは 人間が 神に 代わって 自らを 価値体系の 頂点に 据えよう という 思想で あり、 永劫 回帰と 
は 何らの 絶対的な 価値観の ない 無意味な 生を そのまま 自己 肯定して 生きろ という 思想で あ 
った。 しかし、 結局 ニ ー チヱは 自我 崩壊し、 発狂して しまった ので ある。 

「キリスト教の 衰退に よる ァノ ミー の 発生」 とは、 つまり、 神と いう 絶対的な 価値基準の 
規 IQ が 消 成した ため、 ffl 人が 自らの レ ゾンデ ー トルを 信仰に よって 得られ なくなり、 その 
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結果 自我が 不安定に なった という ことで ある。 恋愛の 持つ 価値が 飛躍的に 高まり、 恋愛 至 
上 主義 や 恋愛結婚 制度が ョーロ ッパ 、さらには 西洋 文化を 取り入れた 日本に おいて 普及し 
た 背景には、 このょうな 問題が あった ことは すでに 述べて きたと おりだ。 

エヴァと いう アニメ 作品には、 過去 数十 年に わたって 追求され てきた オタクの 三 大要 素 

- 「SF」 「ロボット」 「萌ぇ キャラ」 がすべ て 詰め込まれ ていた。 日本に おける SF ブ 

—ム は、 学生運動の 敗北に 端を 発する、 というの が 僕の 考ぇで ある。 漫画 評論家の 竹 熊 健 
太郎が 『サルで も 描ける まんが 教室』 (相 原 コージ と 共著、 小学館) という メタ 漫画 作品で 
日本の 漫画 ジャンル 史に 「忍者」 から 「超能力」 へ 劇的に 切り替わった 時期が 存在す る こ 
とを 指摘した の だが、 この 切り替わりの 時期とは おそらく 忍者 漫画の 第一人者であった 白 
土 三 平の 「カムイ 伝」 が 革命 分子 側の 敗北に ょって 挫折して 連載 中断と なった 七〇 年代 初 
頭 あたりの こと だと 推定で きる。 

白 土 三 平は マルクス主義を 揚げた 学生運動と 『カムイ 伝』 における 農民一揆を 重ね 合わ 
せて 描いて いた。 そのため、 現実 世界に おける 学生運動の 終焉が 『カムイ 伝』 を 長い 中断 
に 追い込む ことにな ったの だろう。 『カムイ 伝』 の 主人公は 超人的な 強さを 誇る 忍者の 力 
ムイ だが、 結局 カムイの 個人的な 肉体の 強さは 社会と いう 巨大な システムの 前では 何の 意 
味 も 持たない。 カムイは 弱者で しか ありぇなかった の だ。 
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す 忍者から SF へ 

こうして、 忍者 漫画に おける 「超人 追及」 の 理想が 頓挫した 後に 登場した のが SF ブー 
ム である。 SF においては、 竹 熊 氏が 「ィヤ ボーン の 法則」 と 名 づけた 特徴 的な ギミック 
が 何度も 登場す る。 ィヤボ ーンの 法則とは、 ごく ありふれた 主人公が、 生命の 危機に 曝さ 
れるや 否や 突然 眠って いた 超能力を 覚醒 させて 超人に 進化 するとい う 超能力 SF の 「お 約 
束」 である。 竹 熊 氏は、 忍者が 超人的な 地味な 肉体的 努力に よって やっと 技を 習得で きる 
のに 対して、 超能力者は 「覚醒」 する だけで 忍者よりも はるかに 強力な 力を 得られる、 と 
説明す るが、 これは つまり 『カムィ 伝』 において 忍者が 現実 社会に 対して 何らの 抵抗力 も 
ない の だとい うこと が 明らかになった 結果を 受けての 一種の 「二次元 世界に おける 進化」 
といえる。 

また、 SF では 敵が 「武士階級」 といった 現実的な 存在から 「宇宙人」 「宇宙の 絶対 悪 
の エネ ルギ ー」 といった 非現実的な 存在に シフ トして いった こと も 特徴 的 だ。 たとえば、 
平 井 和 正 •石 ノ森章 太郎の 合作 漫画 『幻 魔 大戦』 は、 非現実的な 敵と戦う SF 作品の 代表 
といえる。 この 作品では、 敵は 目的 もな く 宇宙の 生命を 根絶やしに しようと する 謎め いた 

超越 的 存在な の だ。 


この 超能力 SF もや かては 「起 能力なん て 実際には 存在し ない。 仮に 存在 するとしても、 
せいぜい スプ ーンを 曲げる 程度の ことぐ らいし かで きない」 という 現実 認知に よって 下火 
となり、 ft わりに、 よリ 現実的な 「力 J  = 「メカ」 が 力を 持つ ことになる。 こうして 『宇 
宙 戦艦 ヤ マト』 という アニメが 第一 世代 オタクの 間で 大ブ ーム となった。 ヤ マト ブ ーム以 
後に も S 動 戦士 ガンダム』 や S 時空 要塞 マ クロス』 などの ロボット アニメが ブーム と 
なり、 オタクの 主流は 八〇 年代には SF から ロボット アニメへ と 移り変わ ったの だ。 

しかし ロボット アニメ もまた、 その 発展の 過程に おいて 「ロボットの 操縱 がう まくても、 
彼は ただ 人殺しが 上手な 人間と いう だけにす ぎず、 国家と いう 巨大な 社会 システムの 前で 
は 無力な 存在に すぎない」 という 『カムイ 伝』 と 同じ 現実 認知を 経て 衰退して しまう。 そ 
の 現実 認知を もたらした 作品とは、 実は 『機動 戦士 ガンダム』 なの だ。 ガンダムの 主人公 
アム ロ  •レイは 天才 的な パイロットでは あるが、 政治力を 持たない ゆえに 戦争の 駒と して 
使い捨 てられる 運命に ある。 その 矛盾を 克服す るた めに、 富 野 監督は 「ニ ユー タイプ」 
(一言で いえば 超能力者 のこと) という SF 的 概念を 追加す るが'  やがて ニユー タイプと い 
、っ 概念 も ガンダムの 続編に おいて 「戦闘力の 高い 人間」 という 定番の ポジションに 陥って 
しまう。 オリジナル ガンダム シリー ズの 完結編と なった 『機動 戦士 ガンダム 逆襲の シャ 
ア』 では、 ニユー タイプに よる 人の 革新と いう 話は どこかへ 消え、 壮大な ガンダム サーガ 
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が 実は 「二人の 男に ょる 一人の 女の 奪い合い」 だった という 結論が 示された。 

結局、 『カムィ 伝』 から SF ブーム を 経て ガンダムが 迪 りついた 結論とは、 「恋愛」 だっ 
たので ある。 

彳 ついに r 萌え キヤ ラ」 が 登場 

九〇 年代 中盤、 ガンダムの 終息を 受けて 登場した エヴァに ょって、 萌え キヤ ラは オタク 
界の 頂点に ステップ アップした。 

エヴァの 主人公 •碇 シンジは 、エヴァン ゲリ オン 初号 機と いう 絶対的な 「力」 を 手に入 
れ 、永遠の 生命と 世界を 自由な 姿に 作り替える 能力を 有する ことになる。 ところが、 シン 
ジが 欲した ものは、 ただ、 自分の 横にいて くれる 生身の 女の子だった 。エヴァと いう 作品 
には SF •オカルト •ロボット •怪獣と いった オタクの ィコンが すべて 内包され ていたが 
それら すべては シンジに とって 価値を 持たず、 彼は ただ ひたすら 萌え キヤ ラとの 恋愛を 欲 
し 続ける の だ。 つまり シンジは 自らの レゾン デー トルを 支えて くれる 対象と して、 ロボ ッ 
卜や SF ではなく、 萌え キヤ ラとの 恋愛を 選択した ので ある。 

ところが、 シンジは 結局 誰と も 恋愛で きず、 レ ゾンデ ー ト ルを 喪失した まま 放り出され 
てし まう。 
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図表 13  カムイ 伝』 『機動 戦士 ガンダム』 『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 

の 世界 構成 


カムイ 伝  機動 戦士 ガン ダム  新世紀 ェ ヴァン ゲリ オン 


徐 々に オタクの レ ゾンデ ー ト ルの 支えが （作品 III ••界 の リアル 化に よって） 世代交代して 
いき、 ii を 終 的に 「恋愛」 だけが 残った。 


ゆえに、 シンジに オタク (自分) の 生 
き 様を 重ね合わせて 見て いた ファンたち 
は、 自ら 「萌 え」 を 生産 •空想す る こと 
によって 、エヴァに 植えつ けられた 深刻 
な アイ デン ティ ティ •クライシスを 克服 
しようと したので ある。 もちろん、 エヴ 
ァが 自ら 作り上げた 二次元 萌 えの 世界を 
否定して 「現実へ 帰れ」 という 結論を 提 
示した 背景には、 本書で 何度も 繰り返し 
て 書いて きたよう な 社会 常識 —— 現代 日 
本の 主流と なって いる 恋愛 資本主義と、 
そこから 取りこぼされた 敗者の 群れと し 
ての 「オタク」 世界と いう 旧来の 価値観 
に 庵野 監督 自身、 そして エヴァ ファンの 
オタクたち 自身が 縛られて いたと いう こ 
とが あるだろう。 
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エヴァの 後に ONE が 登場して 熱狂 的に 支持され た 背景には、 以上の ょうな 歴史が ある 
ことを 踏まえて おきたい。 

ONE の 主人公が 深刻な 喪失 体験に さいなまれ、 現実の 世界に 自分の 存在 基盤を 見出せ 
ない という 状況は、 エヴァ 世代の 多くの オタクた ちに とっても 他人 事ではなかった。 特に、 
僕な どは エヴァと いう 二次元の 世界に も 「現実に 帰れ」 と 突き放され、 現実の 三次元 世界 
では 女性に 見向き もされず、 二次元と 三次元の どちらに も 居場所がない という 惨めな あり 
さまだった ので ある。 当然、 僕は 鬱に 陥った。 人間は 何ら かの 外的な 規範に 自己を 規定 さ 
れ ていなければ 不安に 陥り、 自我が 崩壊す る。 萌ぇ キャ ラを ロボットに 代わる 新しい オタ 
クの ィコンと して 築き上げつつ あった エヴァが 途中で 崩壊した という 事 ft は、 僕の みなら 
ず、 「萌え オタク 化」 が 進行 中だった 多くの オタクに とって、 カウンセリングの 途中で 治 
療を 中断され て 不安定な 状態で 捨てられた クラィアントの ょうな 精神 状況に 陥る 原因に な 

ってし まつた わけ だ。 

t 萌え キャ ラとの 恋愛関係が レゾン デ— トルを 回復す る 

ONE は、 そんな 「二次元 世界と 三次元 世界の 葛藤」 という オタクの 時代 状況に びった 
りとマッチしていた № aだったのだ。ここでONEは「恋愛関係が、人間(萌ぇオタク) 
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図表 14  ONE 世界に おける レ ゾンデ ー ト ルの 再生 構造 


あらかじめ 粲 却され 
ている レゾン デート 


永遠の LH: 界へ 行こうと する 主人公に 「あなたは ここにいても いい」 と レゾン デート ルを 
リ •える 存在が 恋 人の みさき。 また t 人 公 もみ さきに 対して M じ 機能を 恥た す。 


に レ ゾンテ ー トルを 与えて くれる」 とい 
う 新たな 「救い」 の 形を 提示した わけで 
ある。 

たとえば、 川 名み さきと いう キヤ ラク 
夕— は、 盲目と いう 設定を 持つ ている。 
主人公は みさきと 友人に なり、 お 互いに 
年賀状を 送り あおうと 約束す る。 ところ 
が 主人公は 目の 見えない みさきに 対して 
彼女 か 読む ことの 出来ない 毛筆 書きの 年 
賀状を 送つ てし まう。 さらに、 みさきが 
主人公に 送って きた 年賀状を 見ても 彼女 
の もの だと 気づかず、 その 字の 汚さに 呆 
れて 危うく 捨てそう になる という 二重の 
失敗を 犯す。 途中で その 年賀状が、 みさ 
きが 自分に 読める ようにと 必死になって 
書いて くれた もの だと 気づいた 主人公は、 
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自分の 心の 冷た さに 愕然として 点字の 年賀状を 作り直し、 みさきに 泣いて 詫びる の だ。 そ 
して、 みさきは そんな 主人公を 温かく 受容す る。 こうして 「永遠の 世界」 へと 消えつつ あ 
った 主人公は、 みさきの 赦 しを 得て 現実の 世界に 生まれな おす 意思を ふたたび 得る ことが 
できる のだった。 

みさきと いう キヤ ラク タ— は 目が 見えない という ハンデ ィキ ヤップを 背負った 設定に な 
ってい るが、 あくまでも どこに でもい る 並 日 通の 人間で ある。 これに 対して 主人公 H プレイ 
ヤー 側は 一人で 彼女を 特別扱いし ようとしたり 「自分とは 違う 存在 だ」 と 無意識的な 差別 
意識を 持って しまう。 そして、 その 事実に 気づく たびに 主人公は 自分の 心の 醜 さに ショ ッ 
クを 受ける。 しかし、 みさきは 主人公を 何度でも 赦す 。妹を 喪失して 現実 世界から 自ら も 

消えて いこうと する 主人公の レ ゾンデ ー トルを、 みさきと いう 女性 か LEi 復 していく . こ 

れが〇 NE のみ さき シナリオの 構造で ある。 

神に 成り代わって 恋人が 人間に レゾン デー トルを 与える —— これは 現実 世界に おける 恋 
愛が 本 米 持って いたは ずの 機能で ある。 つまり ここでは 「純愛」 が 描かれて いるの だ。 も 
ち ろん、 みさきの レ ゾンデ ー トル もまた、 恋人で ある 主人公の 存在に よって 回復す る。 み 
さきは 幼少 時に 失明して 以来、 自分の 家 および 学校に 閉じこもり、 外の 世界へ 出て 行く 勇 
気を 持てなかった。 しかし 主人公に 導かれて 外の 世界へ 飛び出す の だ。 すなわち、 吉本隆 
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明 的に 言えば 「私的 幻想」 の 世界に ひきこもろう とする 主人公た ちが、 恋愛と いう 「対 幻 
想」 によって 再生し、 世界と いう 「共同 幻想」 の 世界に 自分の 居場所を 発見 するとい う 構 
造と なつて いる。 

ONE には 他に も 複数の 萌え キャラが 登場す るが、 いずれの キャラの シナリオ も 基本的 
に 「レ ゾンデ ー トルを 見失った 主人公と、 同じく レ ゾンデ ー トルを 見失った 萌え キャラが 
出会い、 恋愛関係を 構築す る ことによって 相補 的に レゾン デー トルを 与え 合い、 現実 世界 
に 自分たち の 居場所を 発見す る」 という 筋立てに なって いる。 

ところが、少々厄介なことに、ONEという作品そのものは「永遠の世界(二次元の世 
界) を 放棄して 現実の 世界 (三次元の 世界) を 選択す る」 という 構造が とられて いるの だ 
が、 この ゲーム を プレィして 感動した プレィヤ ーの 中には (という か 僕の こと だが)、 この 
〇 N E という 作品 世界 そのものの 中に 自分の 居場所 = レゾン デー トルを 発見して しまい、 
現実の 世界よりも ONE の 世界へ と 没入して しまう、 という 人々 が 現れた。 

つまり、 ONE という 作品は 「現実 世界に おける 恋愛の 機能」 を 作品 世界 内で (現実に 
ぁりえない 純度で) 純粋に 再現し ようとした 物語な の だが、 ONE が 作り上げた 「恋愛」 

の 姿が ぁまりに も 完全で 理想的な 形態だった がた めに、 現実よりも ONE の 世界の ほうに 
自らの 居場所を 見出す 人が 続出した の だ。 
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つまり、 「萌 え」 すなわち 二次元 恋愛が オタクに とって 三次元の 恋愛よりも 上位に 位置 
する ことにな った きっかけの 一つが、 「ONE」 だ といえるの だ。 相互に お 互いの レゾン 
デー トルを 保証し あう システム としての 「恋愛」 を 高 純度に 突き詰めて 構築した 結果、 現 
実 世界では 到達 不可能な 純愛の 形を 完成 させて しまったの だから。 

t トラウマの 自己 治 藪 - K  a  n  O  n 

ONE を 製作した クリエ ィター たち —— 麻 枝 准や久 弥直樹 たちが、 Ke  y という 別 レー 
ベルに 移籍して 製作した 最初の PC ゲ ー ムが 「Kanon」 である。 Kanon は ジャン 
ルと しては 「恋愛 アド ベン チヤ—」 に 位置す る 作品 だが、 メィン テー マは 「トラウマの 自 
己 治癒」 である。 

ONE の 主人公 も、 過去に 妹を 喪失 するとい う ト ラウマ 体験に よって 自己の レゾン デー 
トルを 見失った 人間だった が、 Ka  n  O  n の 主人公は さらに 深い トラウマを 精神に 刻み 付 
けられて いる。 やはり 彼 も 過去に ガ ー ル フレンドを 喪失して いるの だが、 その 衝撃から 自 
我を 防衛す るた めに 喪失 体験の 記憶を 抑圧し、 記憶喪失 状態に 陥って いるので ある。 

また この 「記憶の 抑圧」 により、 主人公は 理由の ない 罪悪感に 悩まされ ている。 本来、 
彼の 罪悪感の 原 la は ガール フレンドを 失った トラウマ 体験に あるの だが、 その 記憶を 抑圧 
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図表 15 トラウマの 意識 化 作用 


自我 （意識) 


エス （潜在意識) 


肖 我を f/ かす トラ 
ゥ マと なる 記愤を 
抑 U: すると、 エス 
の 力が 増 人し、 常 
に n 我を 矜 かす 原 
因と なる 


エス 

(潜在意識) 


② エスの 力が 減少し、 
原因不明の 苦痛が 軽 
減され て 自我が 安定 
する 


1*! 我に とって 苦痛と なる 己 愤 を 抑 比 して 向 我から 排除す ると、 その 
苦痛は 消える ことなく 続く。 このような 状態に 陥った 場合、 抑 出さ 
れた 記憶を 自 我に 取 り 入れる こと で 苦痛が 好 減され、 癒 される。 


キリスト教 における 職悔の システム も、 


もともとは このょぅな 「トラウマの 意識 化」 と 
いぅ 機能を 担って いたと 思われる。 罪の 意識 
の 源泉と なつて いる トラウマを 自覚して 自我 
に 取り込む ことで、 人間の 自我は 安定す る 
(図表 15 参照)。 トラウマから 逃避 すれば、 い 
つまで も 自我は 自我から 排除され た トラウマ 
記憶に ょって 不安定になる。 個人の 精神の 中 
で 非 自我の 領域が 拡大 すれば、 自我の 領域が 
それだけ 狭くなる ためだ。 

K  a  n  ◦  n の ストー リー 構造は、 この 「抑 
圧された トラウマ 記憶の 回復に よる 自己 治 
癒」 そのもの となって いる。 主人公は 過去の 
喪失 体験を 忘却して おり、 物語の 途中で その 


してし まった ために、 罪悪感の 原因 かわからない。 岸田秀 にょれば、 抑圧され た 記憶が 原 
因と なる 罪悪感な どの 症状は、 その 記憶を 自我が 認識して 自らの 自我 構造の 中に 取り入れ 
るまで、 決して 消える ことは ない といぅ。 
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図表 16  Kanon の 救済 システム 


月宮 あゆ 


① 懺悔 = 抑圧され 
た 記憶の 回復、 自 
我への 取り込み 

， ~ ベ 

人 公の 自我 


B 意識 化さ 
れたト ラ 
ウマ 記憶 


主人公の 卜 
ラウマ 記 
t 憶を 共有 


③ 奇跡を 起こして 
ト ラウマの 原因を 
消滅させる 


(I) 赦し = 新たな 自我 
に レゾン デー ト ルを 
与える 

仰) 上された 記惊に 
よる 由 我の 圧迫 


あゆを 媒介した 
ト ラウマの 总識化 


主人公の ェズ 
(潜在意識） 

<  A 抑圧され ? 
'た ト ラウマ/ 

記憶 


i 三人 公の 抱えた トラウマ 記 位は、 懺悔 • 枚し を 経て A— B 
順に 場所 を 移し、 说終 的には 奇跡に よって 無力 化される 


C の 


Kanon の月宮 あゆは ある M の 「少女 救世主」 として 登場 •する 


記憶を 回復す る。 そして、 自分は 実は 自分 
自身の 苦しみから 逃れる ために 周囲の すべ 
ての 人たち を 振り捨てて 逃亡し、 みんなを 
傷つけて いたの だとい ぅ 耐え 難い 事実に 衝 

撃を 受ける。 

しかし、 彼の 罪の 告白は、 月宫 あゆと い 
ぅ萌え キヤ ラに ょって 赦 される の だ。 Ka 
n  〇  n の メィン ヒロィン である 月宫 あゆは、 
単なる 人間の 少女と いう 存在を 超えて、 人 
間を 救済す る 力を 持った 菩薩の ごとき 救世 
主 的 存在と して 描かれて いる。 Kanon 
における 主人公と 月宮 あゆの 関係は、 世間 


一般的な 意味での 恋愛を 超ぇて、 宗教 的な 
関係にまで 到達して いく。 恋愛の 純度を 極限まで 高めて いけば、 キリスト教 的な 宗教 関係 
に 限りなく 近づいて いくとい ぅ 本書の 主張を、 具体的に 表現して いる 作品が 「Kano 
n」 なの だ。 
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t 心理的 葛藤を 癒す システム としての 「萌え J 

ONE が 「無価値 感」 「喪失 感」 からの 回復を 恋愛と いう 信仰に 求めた 作品で あると す 
れ ば、 Kan  on は 「罪悪感」 「トラウマ」 からの 回復を 恋愛に 求めた 作品であろう。 い 
ずれ も、 神な き 現代 社会に おいては 必要な 機能で あり、 これらの 機能を 元来 持って いた 恋 
愛が 大衆に 普及して 「恋愛し ない 者は 人に あらず」 というよ うな 状況が 出現した ことは、 
歴史的な 必然と でもい うべき ことであった。 しかし、 恋愛の 商品 化が 進んだ 結果、 恋愛で 
きない 人間 や 恋愛に よって 癒されない 人間 も 大量に 生まれた。 それでは、 そのような 恋愛 
によって 救われない 人間の 心は、 どこへ 行けば よいの だろう か。 

一つには、 かつて 癒しの システム として 機能して いた 宗教の 直接的な 後継者 ともいうべ 
き 存在で ある 「新 宗教」 という 道が あった。 しかし この 道は、 地下鉄 サリン 事件に よって 
事実上 閉ざされた。 そして、 オタクの 萌え 化を 決定 づけた アニメ 「新世紀 エヴァン ゲ リオ 
ン」 の大 ブーム は、 地下鉄 サリン 事件の 直後に 起きた。 そう、 恋愛 (生身の 女性) にも 救 
われず、 新 宗教 (生身の 救世主) にも 癒されな いので あれば、 残る 道は おのず と 見出され 
る。 それが つまり 「脳 内 恋愛」 = 「萌 え」 だった の だ。 

「萌 え」 が 恋愛 や 宗教よりも 心理的 葛藤を 癒し輕 減す る システム として 優れてい る * とし 
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て、 「崇拝す る 対象が 現実の 人間では ない」 という 特性が あげられる。 現実の 人間は、 崇 
拝 者が 思い描く 理想的な 人物と して 行動す るとは 限らない。 なぜなら 彼は 神なら ぬ 人間の 
身で あるから だ。 ゆえに、 現実 世界に おける カリスマは 「死」 によって カリスマ としての 
伝説を 完成させる ことに なりやすい 。もっとも ポピュ ラー な 例と しては、 十字架 上で 刑死 
した イエス •キリストが あげられる だろう。 太宰 治は 「駆 込み 訴え」 において 、ユダが イ 
エスを 口— マ 側へ 売り渡した 理由を、 ユダが イエスに 抱く 独占欲と いうべき 過剰な 愛情で 
あり、 また イエスの 伝説を 永遠 不滅の ものにする ためだっ たという 説を 提示して いる。 

私は あの人を 愛して いる。 あの人が 死ねば、 私 も 一緒に 死ぬ の だ。 あの人は、 誰の も 
ので もない。 私の もの だ。 あの人を 他人に 手渡す くらいなら、 手渡す まえに、 私は あ 
の 人を 殺して あげる。 父を 捨て、 母を 捨て、 生れた 土地を 捨てて、 私は きょう 迄、 あ 
の 人に ついて 歩いて 来たの だ。 私は 天国を 信じない。 神 も 信じない。 あの人の 復活 も 
信じない。 (中略) あの人は 噓 つきだ。 言、 っ こと 言う こと、 一から 十まで 出鱈目 だ。 
私は てんで 信じて いない。 けれども 私は、 あの人の 美し さ だけは 信じて いる、 あんな 
美しい 人は この 世に 無い。 私は あの人の 美し さを、 純粋に 愛して いる。 それだけ だ。 
(中 咯) そうして、 出来れば あの人に 説教な どを 止しても らい、 ® とたった 二人き り 
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で 一生 永く 生きて いても らいたい の だ。 ああ あ、 そうな ったら！ 私は どんなに 仕 合 
せだろう。 私は 今の、 此の、 現世の 喜び だけを 信じる。 次の 世の 審判な ど、 私は 少し 
も 怖れて いない。 あの人は、 私の 此の 無報酬の、 純粋の 愛情を、 どうして 受け取って 
下さらぬ のか。 ああ、 あの人を 殺して 下さい。 旦那 さま。 私は あの人の 居所を 知って 
居ります。 御 案内 申し上げます。  (太宰 治 『駔 込み 訴え』 新潮 文庫) 

t カリスマ 崇拝の 行く末 

太宰の 解釈に よれば、 ユダは カリスマ としての ィエスを 崇拝す る あまり、 ィエスを 生身 
の 人間から 精神的な 存在 (つまり 神) へ 昇華 させよう としたの だ。 このような 「カリスマ 
の 死によ る 伝説の 完成」 という パ ターン は、 近年では ロック ミ ュージ シャンの 世界で 多く 
見られる。 たとえば 日本では 尾崎豊 などが そうだし、 海外では ジョン •レノンが 有名 だ。 
ジョン •レノンを 暗殺した マー ク •チャップマン も ジョンの 狂信的な ファンだった。 著名 
な ロック ミ ュージ シャンに 早死に. 自殺が 多い 原因を、 僕は ミ ュ—ジ シャン 自身 および 彼 
の ファンが 抱く 「カリスマ 願望」 にある とみて いる。 ミ ュージ シャンは、 カリスマの ィメ 

—ジを 保った まま 死ぬ ことによ って、 自分自身を 単なる 人間から 伝説 的 存在へ と 昇華す る 
ことが 可能と なる の だ。 逆に 言えば、 死ぬべき 絶頂 期に 死ねずに 生き延び ると、 その ミュ 
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—ジ シヤンの カリスマは 凋落す る。 たとえば、 二十 九 歳で 交通事故 死した マー ク •ボラン 
は グラム ロックの カリスマ となった が、 生き延び 続けた デビッド •ボウイは フアンから グ 
ラム ロックを 裏切った 卑怯な 人間と いう 批判を 受ける ことにな った。 

時代を 少し さかのぼれば、 政治の 世界に このような タイプの カリスマが 多く みられた。 
チヱ •ゲバラは 「赤い キリスト」 と 呼ばれた し、 ガンジー も 暗殺され る ことによ って 伝説 
を 完成 させた 政治家と いえる。 その 意味では ケネディ も 暗殺され たこと で 神格化され たと 
言っても いいたろう。 なお、 カリスマを 生み出す フィ ー ルド か 六 ◦年代に 政治から ロック 
に 移った 理由に ついては もはや 説明す るまで もないだろう。 

しかし、 現実の 人間を カリスマ として 崇拝した 場合、 最悪の 結果を 招く こと も ある。 人 
間は 過ちを 犯す 存在で あり、 全知全能では ありえな いの だ。 不完全な 存在で ある 人間を 完 
全な 存在で あると 規定して 神聖 化した 場合、 失敗を 修正す る ことができなくなる。 古くは 
古代 帝政 ロー マでの カリ ギユラ や ネロを はじめと する 暴君 皇帝の 治世、 最近では ナチ ス時 
代の ドイツを 参照 すれば わかる ように、 カリスマの 暴走に 対して 歯止めが 利かなくなる 危 
険が あるの だ。 ゆえに、 民主主義 国家の システムは 選挙制度の 導入 や 大統領の 任期に 制限 
を 加える といった ル ー ルを 発明し、 カリスマの 暴走に ストッパー を 設けた わけで ある (し 
かし、 それは 同時に 政治 機能と 心理的な 癒し •救済の 機能との 分業を も 意味した わけ だ)。 
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t バイブル として 機能す る K  a  c  o  n 

やや 話が 逸れた が、 萌え キャラは 空想 上の 存在で あるから、 生身の カリスマよりも はる 
かに 安全な ので ある。 しかも 萌え キャラは 三次元 世界に 存在 しないの だから、 完全な 存在 
となる ことが 可能 だ。 良質の 萌え キャラは より 純度の 高い 癒し •救済を 与えて くれる わけ 
だ。 Kan  on は 多くの オタク 層からの 絶大な 支持を 得た が、 それは Kan  on という 物 
語 そのものが 現代の オタクた ちに とって 他の 何よりも 有効な 「救いの 物語」 「癒しの 物語」 
であった ことを 意味す る。 実際、 Kan  on は アダルト ゲーム という 体裁を とって はいる 
が、 セックス シーン は ほとんど 申し訳 程度に 添えられ ている だけで、 後から リリー ス され 
た (セックス シーン を 削った) 一般 向け パー ジョンの ほうがは るかに 物語と しての 完成 度が 
高ぃ。 

かくして、 月宫 あゆは 萌え オタクに とつての カリスマと なった。 次に 起きた ことは、 グ 
ッズの 大量 展開であった。 あゆを はじめと する K  a  n  O  n に 登場す る萌え キャ ラの フィ ギ 
ユア や ポスタ — 、アニメ、 小説な どの キャラクタ I グッズ および メディア ミックス 商品 か 
大量に 売れた わけ だが、 Kanon の ファン、 とりわけ 月宮 あゆ ファンは それらの グッズ 
を なぜ 大量に ® 入した のだろう か？ 
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そう、 「月宫 あゆ」 という 架空の 存在を、 より 自分の 側に 引き寄せる ため、 「月宫 あゆ， 
という 空想の 存在に 強い リアリティを 持たせる ために、 グッズを 収集した ので ある。 「月 
宫 あゆ」 は 現実には 存在し ない 空想 上の キャラクタ ー だ。 だが、 グッズと いう 具象 化され 
た アイテム をより 多く 集める ことによって、 いつかは 月宫 あゆが 現実に 具現す るので はな 
いかと いう 宗教 的 情熱 —— それ こそが 萌え オタクの コレクション 意欲の 源泉な のでは ない 
かと 僕は 考えて いる。 

つまり、 「Kanon」 という シナリオは 聖書 や 仏典と して 機能して おり、 フィギュア 
は 仏像で あり、 ポスタ I は 宗教画な の だ。 

このような 構造 (イコンを 自らの もとに 引き寄せる ための アイテム 収集) は、 たとえば アイ 
ドル 業界な どで もまった く 同じな の だが、 萌 えの 世界では (声優 萌 えな ども あるが、 ここで 
は 二次元 キャラクタ— に対する 萌 えに 話を 限定して いる) 対象を 仮想の 二次元の キヤ ラク タ— 
に 設定す る ことによ って、 より 純度の 高い 癒しと 救いを 得る ことを 可能と している わけた。 
たたし、 仮想の キャラクタ — にあた かも 現実に 存在す るかの ような リアリティを 与える た 
めには、 大量の グッズが 必要で あり、 大量の 物語 —— 同人 誌 や ファン •フィクション 小説 
など —— が 必要と なる わけ だ。 原理 的に 言えば、 「〇」 という 存在に どれ だけ アイテムと 
物語を プラスしても やはり 「〇」 であるから、 僕の ような 萌 える 男は 生きる 限り アイテム 


と 物語を 無限に 収集し 続けなければ ならない の だ。 

t 恋愛が 過去の 苦悩と 葛藤を 癒す 

ところで、 K anonは根深い「罪悪感」がテーマとなっているが、ONEと同様、K 
a  n  〇  n における 恋愛 もまた 主人公 側と 萌え キャラクター 側の 相補 的な 関係と して 描かれ 
ている。 つまり、 主人公が 封印した 記憶に 苦しめられ 続ける のと 同様に、 萌え キャ ラ 側に 
も 苦悩と 葛藤が ある。 過去に 自らが 犯した 罪の ために 自分の 記憶を 改ざんし、 終わりの な 
い 孤独に 陥っ ている 川 澄 舞 や、 記憶を すべて 喪失して しまった 沢 渡 真 琴。 そして 月宫 あゆ 
自身 も ある 現実から 逃避す るた めに、 自らの 記憶に 対して 重大な 改ざんを 行っ ている。 K 
a  n  〇  n に 登場す る キャラクタ— の 多くは、 過去の 辛い 体験を 忘却して 自分に 都合の よい 
自我を 構築し、 その 結果、 終わりの ない 苦しみと 悲しみに 陥って いるの だ。 そして、 彼女 
たちは 恋愛に よって 封印され ていた 記憶を 取り戻し、 救われて いくので ある。 

なぜ 恋愛が 封印され ていた 記憶を 回復す る 機能を 果たす のか？ それは、 恋愛 対象と な 
る 相手が、 その 過去の 汚れた 記憶を、 彼 (彼女) が 過去に 犯した 罪 や 苦しみを、 すべて 受 
容 して 引き受けて くれる からで ある。 

ひるがえって、 現実の 恋愛は、 そのよぅな 機能を 果たして くれる のだろぅ か？ ある 種 
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の 人間 — 異性に とって 魅力的な 人間 —— は、 そのような 恋愛の 優れた 機能を 享受で きる 
のか もしれ ない。 しかし、 ある 種の 人間 —— 異性に とって 魅力の ない 人間 —— は、 絶対に 
恋愛に よって 癒される ことがない、 というの が 僕の 考えで ある。 

実際には 三次元 世界で 恋愛に よって 癒され 救われて いる 人間 もい るは ずで ある。 一〇〇 
パー セント 完全な 恋愛は 現実には 存在 しないの だが、 八〇 パー セントぐ らいの 恋愛なら あ 
るは ずな の だ。 それな のに、 なぜ 異性に 魅力の ない 人間 だけが 恋愛に よる 救済を 得られず 
に 生涯 苦しみながら 生きなければ ならない のだろう か？ 

かつては 誰もが 「人間 不平等」 という 真実を 知っ ていたた めに 恋愛を 諦められ たの だが、 
現代では 建前 上、 すべての 人間が 平等で あるは ず だとい うこと になって いる。 ゆえに、 三 
次元での 恋愛に まったく 癒されない 人間 も、 恋愛に よる 癒しを 求めざる をえない。 そこで 
「脳 内 恋愛」 =「 萌え」 への ニー ズが 飛躍的に 高まった わけで ある。 したがって、 「萌 え」 
への ニー ズは 今後 増える ことは あっても 減る ことはないだろう。 

また、 実際 ゲ ー ムを プレィして もらえば わかる と 思う の だか、 K  a  n  〇  n に 登場す る 主 
人 公の 罪悪感の 根底には 「自分には 愛される 価値がない」 という 絶望 感が ある。 実は ON 
E の 主人公に も 多少 そのような 傾向が あるの だが、 Kan  on の 主人公は 「自分は 愛され 
る 資格がない」 というより 深い 縛りを 自らに 与えて いる。 
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臨床心理学 的には、 人間が 自己の 無価値 感に 悩む パ ー ソナリ ティを 持つ 原因には いくつ 
か あるが、 まず 母子 関係を 中心とした 家族 関係が 最初に して 最大の 原因と なる。 これは 幼 
児 期の 体験な ので、 生涯に わたって その 人の 自我を 規定す る。 次に、 何ら かの 過失 体験に 
よって 罪悪感を 自らに 植え付ける という バター ンも あり、 これ も 幼児期に 体験す ると 一生 

涯に わたって 影響を及ぼす。 さらに、 思春期に 異 
性に 愛されな いという 経験を 続ける と、 やはり 大 
きな ダ メージ になる。 同性に 好かれない、 苛めを 
受ける といった 体験 もまた 原因と なる。 僕の 場合 
は これらす ベての 条件が 該当するの だが、 一人の 
恋人の 登場に よって これらす ベての 原因を 除去す 
る ことが 可能な のだろう か？ 

実は K  a  n  〇  n の 世界では、 これらす ベての 原 
因に 対応す る 癒し キヤ ラが 登場して いるので ある。 
母親 キヤ ラと して 主人公を 受容して くれる 水 瀬 秋 
子は、 母子 関係の 不具合に よる トラウマを 癒して 
くれる。 親友 キャラの 北 川 潤は、 同性に 好かれな 
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かった •苛められ たという トラウマを 癒して くれる。 そして 過去の 過失 体験 および 異性に 
愛されな いという トラウマは 萌え キャラクタ ー が 癒して くれる ことになるので、 K  a  n  〇 
n の 世界は 恋愛 だけでは 完全には 補完で きない 性質の 心の 傷を も 癒す、 非常に 完成 度の 高 

い システム になつ ている わけ だ。 

ここで 登場した 「母子 関係の 不具合」 「家族 関係の 不具合」 という キ ーワー ドは 後に 登 
場す る ことになるので、 記憶して いて ほしい。 「萌 え」 にと って、 実は 「家族」 という 概 
念は 「恋愛」 と 同等、 あるいは それ 以上に 重要な 意味を 持つ ものな ので ある。 それは また、 
萌 えが 個人の 内的な 世界を 救済す るの みならず、 家族と いう 社会 単位に おいての 救済を も 
可能と する システム である ことを 意味して いる。 

す ルサンチマンの 昇華 —— 精神の 鬼畜 化を 回避す る 

萌 えの 果たす もう 一つの 大きな 心理的 機能と しては、 「ルサンチマンの 昇華」 が あげら 
れる 。ルサンチマンとは 恨み や 憎しみと いった マィナスの 感情が 精神に 溜まって 鬱屈した 
状況を 指す。 ニ ー チヱは この ルサンチマンを、 弱者に よる 強者への r みで あり、 愛 や 同情 
といった 奴隸 道徳は ルサンチマンから 生み出された ものである とした。 八〇 年代 以後の 日 
本では、 ルサンチマン という 概念の 二— チヱ 的 解釈が 標準化とは 言わな いまでも 広範に 分 
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布し、 「弱者 切り捨て」 「愛 や 同情と いった 精神 運動の 軽視 •蔑視」 という 風潮が 強まった 
ように 思われる。 弱者が 何を 言っても 「負け犬の ルサンチマンに すぎない」 という ふうに 
切って 捨てられる ようにな ったの だ。 

確かに、 鬱屈して 濃縮され た ルサンチマンが ひとたび 外部に 噴出 すれば、 大 惨事を 引き 
起こす 可能性が ある。 ョ ーロッ パに おける 革命運動は、 貴族 階級 •支配階級 に対する 市民 
階級の ルサンチマンが 爆発した 結果で あるし、 マルクス主義 革命 もまた 資本家 階級に 対す 
る 労働者階級の ルサンチマンの 発露であろう。 

しかし、 本書の この 章で 取り上げる ルサンチマンは、 あくまでも 個人の 内面に 根ざした 
個人 レベルでの ルサンチマン である。 七〇 年代 以後、 ルサンチマンは 社会 レベルの 問題 か 
ら 個人 レベルの 問題に 変質して いったの だ。 

岸田秀 によると、 ルサンチマンとは 自我と 外界との 葛藤から 発生す る 不満 •抑圧で ある。 
つまり 人間の 自我は もともとは S 我と 外界の 区別がない 全知全能 状態な の だが、 成長と と 
もに 自我と 外界の 区別が つくよう になる と、 自我の 全能 感が 外界に よって 阻害され る こと 
となる。 安保 闘争 時 ft の 若者は、 この ルサンチマンを 解消す る 方法論を、 革命と いう 共同 
幻想に 求めて いたわけ だ。 

ところが この 共同 幻想が 崩れ去った ため、 ルサンチマンは 個人的に 解消し なければ なら 
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©ジョージ 秋 山 •銭 ゲバ 4j  (リイ ド 社） よリ、 ラス ト シーン。 金に よって ル 
サン チマンを 克服し よう とした 蒲 郡 胤太郎は、 自分は 結局、 愛を 得られな いこ 
とを 悟って 白 殺す る。 


ない パーソ ナルな 問題に なって いった わ 

けだ。 本書で 何度も 繰り返した とおり、 
個人的な ルサンチマンの 昇華 方法と して 
もっとも 有効だった ものが 「恋愛」 とい 
う システムだった わけで ある。 もちろん 
他に も 「立身 出 1i する」 「有名になる」 
「金持ちになる」 など、 いくつかの 方法 
が 存在す る。 たとえば、 ジョ ージ秋 山の 
漫画 『銭ゲ 、、ハ』 は、 立身出世 にょって ル 
サン チマンを 解消し ょうとす る 主人公 を 
描いた 作品だった。 だが、 資本主義 批判 
思想から マルクス主義 思想が 脱落して い 
った 結果、 「金では 人は 癒されない」 「愛 
だけが 人を 救う」 という 恋愛至上主義が 
普遍 化し、 恋愛の 重要性が 高まって いく 

ことにな ったので ある。 『銭 ゲバ』 の 主 
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人 公 •蒲 郡 風太郎 もまた、 権力の座を 手に する ものの、 自分が 決して 「幸福な 家庭」 すな 
わち 「愛」 を 手に入れられない ことに 絶望して 自殺して しまった。 

t 内向き に 出れば ひきこもり、 外に 出れば テロ リス トに も 

しかし、 恋愛 もまた、 「恋愛 資本主義」 という 巨大な 産業 システムに 進化す る ことによ 
り、 恋愛 強者 •恋愛 弱者の 二極化を 引き起こす ことと なった。 その 結果、 ルサンチマンを 
昇華す る 方法を どこに も 見出せない 人間が 増加す る ことにな ったの だ。 ルサンチマンを 昇 
華す る システムを 持てない 人間は どうな ってし まう のか？ 

まず、 ルサンチマンが 自分自身の 自我に 向かっ ていく という ル ートが ある。 つまり、 
鬱 •悲しみ •ひきこもり •自殺と いう 自滅 ル ー トだ 。もう 一つの ルー トは 、ルサンチマン 
を 外部に 向ける ルー ト である。 この ル ー トの 場合、 かつては 『カムイ 伝』 における 農民 一 
挨 (次 ぺージ 図版 参照) や 学生運動の ような 「集団に よる ルサンチマンの 昇華」 という 方 
法 か 存在した か、 現在では 映画 『ラン ボ ー 』 の ラン ボ I や f タク シ I ドライ パ I 』 の トラ 
ヴ イスの ように、 個人と して テロリスト 化する しかない。 いずれにしても、 ルサンチマン 
を 抑え きれ なくなった 人間は、 社会の 内部で 破滅して いくこと になる。 

ヴインセント.ギャロの映画『'、ハッファロ— ,66 』は、ルサンチマンを処理する能力のな 


H9  第三 章 萌 えの 心理的 機能 


集団 化された ルサンチマン ©I し I  土 三 平： カムイ f 云 14J  (小学館 文蚱） より、 
クライマックスの ぬ 戌 一揆。 「押 さえつ けら れ翊; •えに 堪 えてき た エネルギーが 
ここに 爆発した」 と 解説され る。 


い 主人公 •ピリー の 「人生の ルー ト 分 
岐」 を わかりやすく 図式 化して 描いた 
作品で ある。 ピリー は 騙されて 刑務所 
に 収監され た 人生の 負け 組で、 仕事 も 
なければ 恋人 も おらず、 両親との 関係 
も惡 いわけで はない が 微妙な 状態。 そ 
こで 鬱屈した ピリー の ルサンチマンは、 
地元の 有名人への 逆恨み 的な ストー キ 
ング 行為に 向かう。 有名人を 射殺して 
自分 も 自殺し ようとい うの だ。 これは 
ルサンチマンを 外部へ 発散して しま お 

、つと いう ル ー トで ある。 

僕は この 「ルサンチマンを 外部 世界 
へ 向け、 個人的な 暴力に 転化して 暴れ 

る」 という ル^  — 卜を 「鬼畜 ル^ ^ 卜」 と 
呼んで いる。 鬱屈した ルサンチマンは、 
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人間を 鬼畜 化する の だ。 『タ クシー ドライバー』 の トラヴィスが 理 FI:I なき テロリストと 化 
して 暴れる 原因 も、 もともとは 孤 a なニユ ー ョ ー ク 生活で 唯一の 救いになる はずの 「恋 

愛」 を トラヴィスが 行えなかった からで ある。 

しかし、 ピリー にはもう 一つの 選択肢が あ 
る。 それが、 恋人を 作って 二人で 慎まし く暮 
らす という ル I 卜 た。 ビリ ー は 鬼畜 ル ー トを 
選んで 自殺 するとい う 自らの 未 米を 一瞬 空想 
する が、 道を 引き返して 恋人との ルー トを選 
択 する (図表 18 参照)。 

つまり ビリー は 「タ クシー ドライバ ー にな 
れ なかった 男」 なの だが、 彼は 自らの 意思で 
鬼畜 化を 回避す る ことに 成功した ともい える 
の だ。 
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鬼畜に も なれず、 恋愛 もで きない 者が たどり 着く ところ 


表 

図 


ただし、 


バッファ ロ 


66 』 を 映画館で 


鬱屈した 
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ていた 僕は、 「ギャロは 彼女が できて 救われた のか もしれ ない が、 僕は 救われない」 とさ 
らに鬱 になった ことを 明記して おきたい。 鬼畜 化 も 嫌 だが 恋愛 もで きない、 そんな 人間は 
いったい どう すれば いいの か。 緩慢な 自殺へ と 向かう しかない のか。 そういう 人々 (僕を 
含む) が 見出した システム こそが、 「萌 え」 つまり 「脳 内 恋愛」 によって ルサンチマンを 
愛情へ と 昇華 するとい う 行動だった わけ だ。 

二 〇〇四 年から 二 〇〇五 年に かけて 『ビッグ コミック スピリッツ』 で 連載され た 花 沢 健 
吾の 漫画 『ルサンチマン』 は、 文字通り、 この 「ルサンチマンを 溜め込んだ 人間が、 萌え 
によって 救われる」 という 萌え システムの 実際を 描いた 作品 だ。 この 漫画には 女性に 相手 
にされ ない ブ男し か 登場し ない。 特に、 脇役の 越後は、 

「現実を 直視し ろ。 俺たち にはもう ® 想 現実し かないん た」 

「この (仮想) It 界 なら、 俺たち でも 勝利者に なれる の だ」 

と 断言す る萌え 至上 主義者で、 「アンリ アル」 という コン ピユー タ— によって 作られた 
仮想 I-H: 界 の 中で 萌え キャラクタ ー (コン ピユ ー タ ー の フロ グラム 人格で ある 妹 や メィ ドさん た 
ち) と 一緒に 暮らして いる。 ただし、 アンリ アルに 没頭す る あまり、 現実 世界では 仕事を 
失い ニー ト になって いる。 

越後は 内面 世界では 萌え キャラに よって 救済され ている の だが、 社会的には 歳を 重ねて 
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いる にもかかわらず 失業 中で、 さらに 誰に も 愛されな いという 絶望的な 状況に 陥った 敗者 
である。 もし 越後が アンリ アルの 萌え キャラを 手に入れる こと もで きずに 生き 続ければ、 
越後は 鬱に 陥って 緩慢な もしくは 直接的な 自殺に 走る か、 あるいは 自分を 解雇した 会社の 
上司に 復簪を 果たす という 鬼畜 ルー トを迪 った かもしれ ない。 しかし 越後は 自らの 仮想 世 
界と萌 え キャラを 救うた めに 自分の 命を 犠牲に して 死んで いった。 現実 lit 界 では 「ひきこ 
もりの 二— 卜が 孤独な 衰弱 死を 遂げた」 という 状況に すぎない 越後の 死だった が、 越後は 

萌 えとい う 信仰に 自らを 捧げる ことで 最後 
に 救われた の だ。 

宗教から 政治 思想、 政治 思想から 家族、 


ない つ、 それが この 世界で 
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リセット、 つまり 肉体は 何度でも 
蘇らす ことは できる が、 記憶は 戻らない。 
思い出は 消滅して しまう の だ !! : 
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そして 恋愛、 萌え 


と、 個人の 精神の 癒 


しを どこに 求める かとい う 問題に 対する 解 
決の 場は、 時を 経る ごとに 社会 集団から 個 
人の 内面へ と 移行しつつ ある。 宗教 や 政治 


は 巨大な 集団 


複数の 人間に よる 集団 内 


部に おける 救済を 目指した。 家族は 小さな 


集団 


数名の 人間に よる 家族 集団に おけ 
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る 救済を。 恋愛は 一対一の 関係に おける パーソ ナルな 救済を —— そして、 萌 えは、 ついに 
個人 内面の 空想力に ょる 文字通りの 個人的 救済を 目指す ので ある。 

t 個人の 慕 力 性を 描く 系譜 

人間の 鬼畜 化の 問題は、 オタク 世界の みならず さまざまな 世界で 語られて きた 重大な 問 
題で ある。 同じ 「鬼畜 化」 の 問題に も、 集団 暴力の 問題と 個人的な 暴力の 問題と いう 二つ 
の レベルが あるが、 オタクの 世界では 個人的な 暴力の 問題の ほうがょり 大きな 形で 取り 上 
げられ てきた。 オタクは 基本的に 巨大な 集団を 形成して ひとつの 共同 幻想を 信仰 するとい 
う 行動を とりにくい。 あくまでも 個人の 内面に 価値を 置く 文化 だから だ。 

ゆえに オタク 文化から 生まれて きた 萌 えの 文化 もまた、 「個人の 鬼畜 化」 という 問題に 
こだわっ てきた。 特に 九〇 年 ft 半ば、 もともとは 兵器を 用いた 戦争と いう 集団の 暴力を テ 
I マと して 扱って いたは ずの アニメ 『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 が、 最終的には 愛されな 
い ルサンチマンから 生ずる 個人の 暴力を 取り上げた ために、 この 問題は さまざまな 作品に 
影を 落とす ことにな つた。 

エヴァの 主人公の 碇 シンジは、 人類の 運命を 賭けて 争う 二つの 政治 勢力の 片方に パィ ロ 
ット として 所 S し、 最終的には 人類の 命運を その 手に 握る 力を 得る の だが、 シンジは その 
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ょうな 権力を 放棄して ひたすら 同居人の 少女 •惣流 アスカ ラングレ ーに 愛を 懇願す る。 ア 
スカに 拒絶され た シンジは アスカの 首を 絞める。 ついには シンジの 個人的 ルサンチマンが 
SF 的ガジ ヱッ トの 力に ょって 全世界 規模に 増幅され、 人類は 滅亡す る。 つまり シンジは 
人類の 未来と いう 集団 的な 共同 幻想に 価値を 見出せず、 恋愛と いう パー ソ ナルな 対 幻想に 
ルサンチマンの 昇華を 求め、 挫折した。 それゆえに ルサンチマン をまず 恋愛 対象の アスカ 
という 少女に 向け、 最終的には 「恋愛 = 世界の すべて」 という 価値体系に 基づいて 人類を 
滅亡 させて しまう。 

ちなみに 、エヴァが 描いた 「恋愛 こそ か 世界の すべて」 という 価値体系は、 オタク 界に 
おいて 「セ カィ 系」 という 一つの ジャンルを 築き上げる ことと なる。 

それは さておき 、エヴァの すぐ 後を 受けて 登場した L  e  a  f の 伝奇 系 PC ゲーム 
「痕」 (一九 九 六 年) の 主人公は、 自分が 隠し持っ ている 凶悪な 暴力 性に ついて ずっと 葛 
藤し 続ける。 これは エヴァ 以前の PC ゲ ー ムや アニメな どの 伝奇 •  SF 系 オタク 作品には 
あまり 見られな かった 新しい 潮流だった。 

t  r 痕」 の 登場 

エヴァ 以前には 荒 侯 宏の 『帝都 物語』 や 平 井 和 正の 『幻 魔 大戦』、 大友 克洋の 『AKI 
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RA』 のように、 自らの 暴力 性と 力に 対して あまり 葛藤の ない 主人公が 登場す る 作品が、 王 
流だった (ただし 『幻 魔 大戦』 には やや 葛藤が あり、 途中から 宗教 物語に 変質して いった)。 個 
人的な ルサンチマン や 欲望を 昇華させる ために 暴力 的な 力を 行使し ようとす る 主人公と、 
それを 阻止し ようとす る 社会 側の 脇役との 対立 •葛藤 こそ か、 伝奇. SF 系 作品の パ タ— 
ン だった の だ。 しかし 「痕」 は エヴァに おける 主人公の 暴発を 受けて、 自らの 力に 恐怖し 
苦悩す る 主人公が 描かれる。 実は エヴァ 以前に も 自らの 力に 苦悩す る 主人公は 多く 登場し 
ており、 たとえば 菊地秀 行の 『吸血鬼 ハン タ—』 シリー ズや石 ノ森章 太 郎の諸 作品に みら 
れ る。 しかし 「痕」 では その 「力」 が 非常に パーソ ナルな もの —— 「萌え キャ ラに 対する 
暴力 的な 性欲」 である 点が 新しかった。 

「痕」 には、 いわゆる 「ロリ 絵」 「ぷに 絵」 と 呼ばれる 種類に 属する かわいらしい タッチ 
で 描かれた 萌え キャラが 複数 登場す る。 内面に 鬼畜の 本性を 抑圧して いる 主人公は、 彼女 
たちに 萌 える ごとに、 自分が 封印して いる 鬼畜の 本性を 暴発させる のでは ないかと いう 恐 
怖に 駆られる。 萌え キャラに よって 救われよう とする 信仰で ある 「萌 え」 の 裏側には、 密 
かに 現実 世界に 対する ルサンチマンが 流れて いるので (というより'  この ルサンチマン こそ 
が萌 えの 原動力と なって いるの だ)、 いつ 何時 萌 えが 裏返って 鬼畜 ルー トに 陥る かもしれ な 
いという 根源 的な 不安が つきまとう。 
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萌え 作品のは ずが 途中から 鬼畜 ルー トに 陥った 「エヴァ」 は、 そのような 「萌 えが 挫折 
した 時に 残された ルサンチマンの 暴走と しての 鬼畜 ル ー ト」 という 不安を そのまま フィ ル 
ムに 焼き付け たかの ような 作品と なった。 「痕」 は、 エヴァに その 不安を 現実と して 突き 
つけられた 萌え オタクた ちの 陥った 恐怖と 葛藤を そのまま 救い上げて シナリオ 化した かの 
ごとき 作品であった ために 大 ヒット 作と なった の だ。 もちろん 「痕」 では 萌 えが ル サン チ 
マンに 勝利し、 萌え キャラ も 主人公 もと もに 恋愛に よって 救われる。 「茛- の 主人公は 鬼 
畜 化の ルー トを 自らの 意思で 押さえ込んで 否定し、 萌え ルー トを 選び 取る ので ある。 

す 鬼畜 ル— 卜と しての 津山 三十 人殺し 

ルサンチマンと いうと、 何 か 特殊な 人 だけが 背負う 精神 病理の ような 響きが あるが、 ル 
サン チマンは^! 我と 外界の 対立 •葛藤に よって 生じて くる ものであるから、 ルサンチマン 
を 持たない 人間は 実はた だの 一人 も 存在し ない。 誰もが 多 かれ 少な かれ ルサンチマンを 溜 
めながら、 それを なんとか 昇華して 社会生活を 営んで いる わけで ある。 もちろん、 個人の 
環境 や 性質に よって ルサンチマンの 質 •量に 差異は ある。 したがって、 誰もが ル サン チマ 
ン によって 自殺したり 他人を 殺害した りする わけでは ない。 

だが、 時折、 ルサンチマンを 噴出 させて 現実の 世界で 鬼畜 化して しまう 人間 も 現れる。 
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たとぇば 横 溝 正史の 小説 『八つ 墓 村』 の 殺人鬼の モデルと なった 津山 三十 人殺しの 犯人. 
都 #1 酸！ < は 、岡山県の 農村で 村民 三十 人を獵 銃 や 日本刀を 使って 一挙に 殺害し、， 目ら も自 
決した 日本 犯罪 史上に 残る 凶悪 犯人で ある。 

都 井に ついて 研究した 筑波昭 の 『津山 三十 人殺し - 日本 犯罪 史上 空前の 惨劇』 (新潮 

OH! 文庫) によると、 都 井は 裕福な 農家に 生まれる が 病弱な おば あち ゃん 子で、 趣味は 
少年 小説を 書いて 子供に 読ませる ことだった というから、 彼は 今で いう オタク だ。 また、 
姉に 異常に なついて いたが その 姉が 嫁いで いってし まった という 喪失 体験を 経験して いる。 

都 井は もともと ニー トだ ったが、 結核の ために 徴兵検査に 落ちてから は 村の 女たち から 
も 相手に され なくなっ た。 以来、 都 井は 村の 中で 居場所を なくし、 その ルサンチマンを 
「村人の 大量 虐殺」 という 形で 晴らそう としたの だ。 

都 井は 結核を 発病す る 前、 性的に 奔放だった 村の 女性 数人と 半ば 強引に 性 関係を 結んで 
いた (が、 恋愛関係を 結ぶ ことは できなかった)。 一種の プレィ ボーィ 的な 存在だった よう だ。 
だが、 その 脅迫め いた 手口に よる 強引 さで 女性たち から 嫌われた 上に、 結核の 発 症に よっ 
て 都 井は 女生たち からしっ ぺ 返しを 食らい 村八分に 近い 境遇と なる (この あたりは 都 井本 
人の 主観に よる もの だが)。 都 井の 遺書には、 このような 「自分を 愛さない 女たち」 への ル 
サン チマンが せつせつと 書き込まれ ている。 
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西 川と めの 奴に 大きな 恥辱を 受けた のだった。 病気の 為 心の 弱りし ところに かょうな 
恥辱を 受け 心に とりかえしの つかぬ 痛手を 受けた のであった。 それは 僕 も 悪かった。 
だから 僕は あやまった。 両手を ついて 涙を だして。 けれど かやつ は 僕を 憎んだ。 事々 
に 僕に つらくあたった。 僕の あらゆる 事に ついて 事実の ない 事まで 造り 出しての のし 

った。 

僕は それが 為世 間の 笑われ者に なった。 

(中略) 

僕は 悲しんだ 泣いた。 幾日も 幾日も、 そうして 悲しみの うちに 芽生えて 来たのは かや 
つ 〔西 川と め〕 に対する 呪いであった。 これ 程 迄に かくまでに、 僕を 苦しめに くむべ 
き 奴に さげすむ かの 女に どうせ 治らぬ 此の 身なら、 いっそ 身を すてて 思い しらせて や 
ろう。  (筑 波昭 『津山 三十 人殺し』 新潮 OH! 文庫) 

こうして都井は、ルサンチマンを外部へ向けるという道、鬼畜11卜を1択し5。 
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丄 呂沢賢 治は 生涯 「萌え 」 を 貫いた 

実は、 都 井と 非常によ く 似た 境遇に いながら、 生涯 「萌 え」 を 貫いた 人間が いる。 それ 
は 宮沢賢 治 だ。 都 井は 一九 一七 年生 まれで 賢 治は 一八 九 六 年 だから、 前後 十九 年の 差し か 
なく、 ほぼ 同時代 人と いえる。 賢 治 もまた 裕福な 商家に 生まれた 病弱な 子供で、 現実の 女 
性とは まったく 恋愛せ ず、 妹に 萌 えながら 童話を 書き続けた。 だが 賢 治は 非常に 激しい 宗 
教家 的な 性格な どが 災いした のか 作家と しての 成功を 収める ことができず、 結局は すべて 
に 挫折した。 さらに 妹が 病死した ことで 賢 治は 深い トラウマを 植えつ けられ、 やがて 後を 
追うよう に 自ら も 三十 代で 病死した。 

賢 治は 生涯 童貞だった と 伝えられて いるが、 同時に 大量の 春画を コレクション していた 
ことで も 知られる。 つまり、 おそらく 賢 治は 性欲を 春画に よって 発散して いたわけ で、 か 
つ 恋愛 衝動の ほうは 童話を 書く こと や 空想の 世界に いる 死んだ 妹の ィメ ージ によって 昇華 
していた と 思われる の だ。 つまり、 賢 治は 自らの ルサンチマンを、 二次元 世界での 「萌 
え」 (性欲 処理に 関しては 「春画」) で 昇華す る ことによって、 本質的には 都 井に 近い 体質の 
敫情型 タィプであった にもかかわらず 鬼畜 化する ことなく 生涯を 終えられ たのでは ないか、 
と 業は 考えて いる。 
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賢 治は 一部では 聖人 化 •神格化され ている が、 それ こそ 「死んだ カリスマの 伝説 化」 作 
用であって、 現実の 賢 治は 挫折と 苦渋に 満ちた 現実の 人生に おける ルサンチマンを 童話の 
世界に おける 「萌 え」 (および 春画に よる 性欲 解消) によって 抑え 込んだ 人で あると いう 占 ⑴ 
において 偉大 だとい える のではないだろう か。 

賢 治の 童話 『よだ かの 星』 には、 そんな 賢 治の 思想が 非常に わかりやすい 形で 描かれて 
いる。 醜い 容姿に 生まれつい たために 周囲から 差別され 続ける よだ かは、 復警を 考える ど 
ころ か、 むしろ 自らの 「生きて いる 限り、 他者を 傷つけなければ ならない」 という 原罪に 
怯え、 そして、 この 現実 世界から 空想の 世界への 飛翔を 果たそう とする。 

(あゝ 、かぷ とむ しや、 たくさんの 羽虫 か、 ® 晚 僕に 殺される。 そして そのた、 、、一つ 
の 僕が こんどは 鷹に 殺される。 それが こんなにつ らいの だ。 あ、、 つらい、 つらい。 
僕は もう 虫を たべないで 餓 J, て 死なう。 いや その 前にもう 鷹が 僕を 殺す だら う。 いや、 
その 前に、 僕は 遠くの 遠くの 空の 向 ふに 行って しまは う。)  (ちく ま 文庫 版より) 

このよ だかの 独白 こそが 「萌 え」 の 本質な の だと 僕は 思う。 

この 世界に 生きる 限り 人間は ルサンチマンを 再生産し 続け、 苦 ® し 続けな け ^ 、 まならず、 


復 響は 新たな ルサンチマンを 生み だす だけにす ぎない。 ならば、 この 現実 世界から 空想の 
世界に 飛翔し、 その 世界の 内部に ひきこもって しまえば、 もう 自分 も 傷つかなくて 済む し、 
他人を 傷つける こと もない のでは ないか。 

恋愛 資本主義 という 無限に 続く 競争から 降りる、 ドロップアウト する …… だが 絶望は し 
ない。 この 世界とは 異なる 世界に あくまでも 希望と 癒しを 求め 続ける。 それが 「萌 え」 と 
いう 精神 運動な の だ。 

そこには 勝者 も 敗者 もない。 誰もが 等しく 平等に 救われる ので ある。 


第 四 章萌ぇ の 社会的 機能 


t 恋愛の 糧 —— 脳 内で 蘇る 「純愛 主義」 

第三 章で 述べた 萌 えの 心理的 機能に ついて、 ここで 一度 要約して みよう。 

恋愛が 宗教に 取って代わった 現代では、 恋愛至上主義 ともいうべき 価値観が 個人の レゾ 
ン デー トルと して 規定され ている。 特に 政治の 季節が 終わった 八〇 年代 以後は その 風潮が 
強く なった。 その 結果、 「愛されない」 「恋愛で きない」 という 閉塞 状況に 陥る 人 も 当然 現 
れ たわけで 、こういう 人々 (たとえば 僕) は 自我の 存在 基盤を 確立す る ことができず、 こ 
の ルサンチマンが 自分自身に 向かった 場合には 鬱 •ひきこもり •緩慢な 自殺 •直接的な 囱 
殺と いった 自己 破壊に、 外部に ルサンチマンが 向かった 場合には 殺人 や 暴力と いった 他者 
破壊 …… 鬼畜 ルー トに 陥る ことにな ったの だ。 

本来は、 恋愛とは 無関係な トラウマ 体験 もまた 恋愛に よって 癒される はず だとい うのが 
恋愛至上主義 という 思想な ので、 たとえば 幼児期に 両親との 関係な どで 何ら かの トラウマ 
を 背負った 場合 も、 その ト ラウマを 恋愛に よって 解消で きる はず だとい うこと になる。 こ 
のよう な 思想を 教わっ て 成長した 場合、 いざ 恋愛で きないと なると トラウマを まったく 克 
服で きなくなる。 その 結果、 彼は やはり 自己 破壊に 向かう か、 他者 破壊に 向かう か、 いず 
れ にしても 自我の 安定を 得る ことが 困難に なって しまう。 
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そして、 このい ずれの 破壊の 道 も 選択した くないと 欲する 人々 が 見出した 第三の 道が、 
恋愛を 脳 内で 行う という 方法論 —— つまり 「萌 え」 なので ある。 ここまで が 前章の 要約で 
ある。 

さらに、 萌え —— 脳 内 恋愛には 社会的 機能 も ある。 

まず、 恋愛の 価値を 再生し 復権 させて、 ふたたび 社会的に 機能させる という 効能が ある „ 
萌 えは、 脳 内で 生き延びた (狭義の 意味での) 恋愛至上主義 H 純愛 主義の 末裔な の だ。 八 
〇 年代 以後、 現実 社会に おける 恋愛は 商品 化され、 価値を 相対 化され、 機能を 分散 させら 
れた 。かつて 存在した 「恋愛に ょって 人間が 救われる」 という 信仰、 すなわち 純愛 主義は 
衰退し、 恋愛は 「セックス」 や 「消費 活動」 「ファッション」 などの 機能 ごとに 分割され、 
本来の 意味での 恋愛 (純愛) は ほとんど 滅び 去った。 もちろん、 もともと 純愛な どは 現実 
には 存在し ない、 とする 言い方 も 正しい。 だが、 「いつか 純愛を 実現で きる」 と 信じて 恋 
愛する 過程に こそ、 恋愛が 人を 癒す 力が あった わけで ある。 「純愛は 存在し ない」 と 結論 
づ けられて しまった 現代では、 恋愛に 救われる 人が 減って いくのは 当然と いえる。 

七〇 年代 的な 「純愛」 は 現実 世界では 八〇 年代 以後に 滅び 去り、 援助交際 やヤ ラは たに 
代表され るょう な 恋愛の 各 機能を 分散した 相対的な 関係 性へ と 還元され てし まった。 だが、 
純愛と いう 概念は オタク 界に 「萌 え」 として 生き残っ たの だ。 
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t 「電車 男」 の 逆説 性 

ここ 一、 二 年、 メディアは 「純愛 ブ ーム」 に 回帰して いる。 バブル 崩壊から 十 年を 経て、 
ようやく メディアは 「大量 消費と しての 恋愛」 「ファッション としての 恋愛」 にす でに 商 
品 価値が なくなっ ている ことに 気づき、 次は 純愛を 商品 化しよう としたの だ。 ところが、 
その 結果 何が 起きた かとい うと、 「韓流 ドラマ ブ ーム」 のよう な 海外 商品の 輸入、 そして 
「電車 男」 に 代表され る オタク 文化の 逆輸入であった。 

原作の 『電車 男』 (新潮 社) は、 キャ リア 系の 女性が オタク 男と 純愛 関係に 落ちる とい 
う 構造の 物語 だが、 ここでは オタク 男が 「恋愛 経験 ゼロ、 童貞、 純真な 心の 持ち主」 とい 
う 設定の キャラクタ— として 描かれる。 彼は オタクと いう 「一段 階 低い レベルの 人間」 に 
すぎない が、 キャ リア 女性との 恋愛を する ことによ って 「立派な 人間」 に レベルアップし 
て めでたし めでたし、 というの が 原作 「電車 男」 の 世界観 だ (図表 19 の 左側の 図 参照)。 

このように 「電車 男」 は 一見、 恋愛 資本主義 的な 価値観が オタクの 価値観に 勝利す ると 
いう 筋立てに 見える の だが、 結局のと ころ、 「現代 社会で 純愛を 実行で きる 資格を 持つ 男 
は、 もはや オタクし かいない」 という 結論を 導き出す ことになる。 つまり 逆説的に オタク 
の 純愛 志向を 喧伝して いると いう 結果に なって いる (図表 19 の 右側の 図 参照)。 
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図表 19  「電車 男」 の 世界観 


物語の 表層 的な 構造 


恋愛 強者 = エルメス 


人間と して 成長 


物語が 現実 社会に 対 して 与える 効果 


エル メ スの 導きに よって、 vEjK 男は 恋愛 
⑻者 である オタクから、 より レベルの, d 
い 「普通の 人 問」 へと 引き 上げられる 


実は、 純愛が" f 能な 人間は オタク しかい 
ない という 現状が 明らかになり、 恋愛の 
ビラ ミツ ドに おける 価値基準が 逆転す る 


一记、 オタク を 恋愛に 取り 込む 惝 造に U える が、 父が つけば オ タクが 恋愛を 洱 生 今せ る 
主人公と なって いる。 


i 女 野 モヨコの S 1M 『監督 不行 届』 も、 才 

タクの 夫 •庵野 秀 明の 生態を 面白 おかしく 
描いた 漫画で、 「電車 男」 同様に オタクを 
ペット 扱い •珍獣 扱いして いる 体裁では あ 
るが、 気がつけば 妻の 安野 モヨコの ほうが 
夫の オタク 世界に 取り込まれ ている という 
二重 構造に なって いる。 

つまり、 二 〇〇四 年から 二 〇〇五 年に か 
けて、 恋愛と オタクは 分かちが たく 融合し 
はじめて いるので ある。 それは なぜかと い 
え ば、 オタクが 恋愛 バブルに 背を 向け 続け、 
「萌 え」 という 文化に ょって 純愛 主義を 守 
り 続けて いたから なので ある。 

人間社会は、 何ら かの 「理想」 を 持って 
いなければ ニヒリズムに 陥って しまい、 機 
能し なくなる。 恋愛を セツ クスと その他 も 
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ろ もろの 機能に よって 分割して 消費す る 相対主義に 耐えられる 人間は、 実は ごく 一部の 限 
られた 層に すぎず、 大多数の 人間は、 どこかに 「理想」 が あり 「幸せの かたち」 が あると 
信じなければ 自我を 安定させる ことができない。 ゆえに、 「萌 え」 という 理想を かたくな 
に 守っ てきた オタクが 現実 社会に おいても 恋愛を 復興させる 役割を 与えられる ことにな っ 
たのは、 時代の 必然的な 流れと いわなければ ならないだろう。 

ただし、 「萌 え」 を 突き詰めて いくと、 現実の 恋愛に 興味が なくなって しまう、 現実の 
恋愛に 而 値を 見出せ なくなっ ていく、 という アポリアが ある。 だから、 萌 える オタク 男を 
現実に おける 恋愛の 復興に 活用し ようとい う 動きが 成功す るか どうかは、 まだ 何とも わか 
ら ない。 この 問題に ついては 後の 章で 考察す る。 

t 家族の S —— 恋愛と 家族を ふたたび 融合させる ための 思 WK 験の 数々 

ところで 恋愛至上主義の 価値観では、 恋愛と 結婚 そして 家族と が一 直線 上に 並んで いる。 
男と 女は 「恋愛」 によって 最初の 関係 性を 結び、 そのまま 結婚して 「夫」 と 「妻」 という 
夫婦関係に 移行す る。 もちろん 結婚した 夫婦の 関係を 保証す る ものは お 互いへの 愛情の み 
であり、 この 愛情は 恋愛 感情の 延長で ある、 という ことにな ってい る。 さらに、 この 愛情 
の S 晶 として 子供を 作り 育てて いく —— すなわち 恋愛に よって 「夫婦」 さらに 「家族」 が 
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図表 20 恋愛至上主義の 理想的な システム 


表象 的な 関係 （現象 面) 


恋愛 
男 = 女 

V 


結婚 
夫 = 妻 


愛 = 不変の 関係 性 


鱗 1 醒 


丧象 的な 関係 性の 速 続 性を 
保証す る 基盤と なって いる 


恋愛- 結婚- 家族が 「愛」 という 閱係 性を 軸に 速 続 的に 続 し 

ている。 


図表 21 日本 社会の 現状 

表象 的な 関係 


恋愛 


結婚 


夫 = 妻 


■  ■  ■ 


分 

断 


■  ■ 


本質的な 

関係 


それぞれの 関係 性が 相対 化さ れて 独立し 
たため 関係 性の 速 続 性が 遮断 されて いる 


恋愛の 商品 化 • 機能 化が 進み、 価値 親が 相対 化された 結果、 
恋愛 • 結婚 • 家族の すべてが 断絶した。 


情 や 性欲 か 冷めた 場合 
は、 不倫と いう 形で 他 
の 第三者と 関係を 結び、 
愛情 や 性欲を 満たす と 

いう 構造で ある。 こう 
なると 個人は 自らの 幸 
福 や 願望を 追求し 続け 

る ことは できる ものの、 

恋愛— 結婚— 家族と い 
う 一連の 連続 性は 途中 
で 途切れて しまう。 そ 
の 結果 どうなる かとい 
うと、 恋愛から 結婚へ 


形成され る わけ だ (図表 20 参照)。 

ところが、 恋愛の 商品 化が 進む と 各 機能 それぞれが 独立した 商品と して 自立す るょぅ に 
なり、恋愛の完全性.連続性は損なわれることとなつた(図表 21 )。たとぇば夫婦間の愛 
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到達す る こと， が 困難な なる。 つまり これが 晚婚化 •非婚 化 だ。 

さらに、 一度 結婚しても 簡単に 離婚して しまうよう になる。 夫婦関係の 不安定 化で ある。 
もちろん、 こうなる と 容易に 子供を つくる こと もで きなくなる。 少子 化 問題 か 加速す る。 
少子 化の 原因には 他に も 経済的 理由な どが あるが、 男女 関係の 不安定 化 も 大きな 原因の ひ 

とつと なつて いるは ず だ。 

ここでよ うやく 「萌 え」 の 果たす もう 一つの 役割を 論じる ことが 可能と なる。 「萌 え」 

は 恋愛を 脳 内に 生き残らせよう とする 保守的な 性質を 持つ とともに、 すでに 破綻した 〈恋 
愛— 結婚— 家族〉 という 男女 関係の 連続 性を 再生す るた めの 新たな 関係 性の 物語を シミ ュ 
レー ト する ラジカルな 思考 実験の 場 ともなって いるの だ。 

それは どういう ことかと いうと、 たとえば 恋愛関係 以外の 男女 関係の 構築で ある。 萌え 
属性の 一つで ある 「メイ ドさん」 がその 代表例 だ。 メイ ドさん は 御主人 様 (オタク 男) に 
「ご 奉仕」 する ことを 至上の 歓び としてい る 存在で、 現実の 女性には ありえない 価値観の 
持ち主 だが、 御主人 様の ほうは 御主人 様の ほうで 自分に 献身的に 愛情を 注いで くれる メイ 
ドさん を 尊重して おり、 実際には 御主人 様の ほうが メイ ドさん の 尻に 敷かれて 支配され て 
いる …… という 相互 補完 的 関係に なって いる スト ー リーが 多い。 

メイ ド漫 B の ft 表 作で ある 「まほろ まて ぃっく  I では、 御主人 様は 純真な 少年で、 メイ 
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ドさん を 「まほろさん」 と | さん」 ^ けで 呼んで S に 下手に 3d る。 まほろ さんは まほろ さ 
ん で、 御主人 様を 座らせて は 「えっち なのは いけない と 思います」 と 説教を 繰り返す。 こ 
れ では どちらが 御主人 様な のか わからない。 

つまり 萌 えの 世界に おける 「メィ ドさん」 幻想は、 元を 迪れ ば、 江戸時代から 明治時代 
あたりに かけての 「建前と 本音を 使い分け ていた」 頃の 夫婦関係 (建前 上は 亭主関白 だが、 
実は 女房が 財布の 紐を 握って 夫を 尻に 敷いて いる 関係) を オタク 的 手法で 現代に 蘇らせよう 
とする 試み だと 言えな くもない。 

t 妹萌え —— 「 シス タ— プリンセス 」 「加奈 〜 いもうと」 「恋風」 

家族には、 経済的な 有用性 や 子供を 育てて 子孫を 残す といった 生物学 的な 機能な どが あ 
るが、 孤立して いる 状態では 安定を 得が たい 自我に 「癒し」 を 与える という 機能 も ある。 

たとえば 都会で 一人暮らしを しながら 猫 や 犬と いつた ペットに 夢中に なつて ペットに 家 
族 同様の 愛情を 与えながら 生活して いる 人が 多く みられる が、 この場合は 彼 (彼女) はべ 
ットの 犬 •猫を 自らの 家族と して 認識し、 ペットに 家族と しての 愛情を 注ぐ ことで 癒しを 
得て いる わけで ある。 

人間は 他者との 安定した (自我の 安定を 得られる) 関係を 求める 生物な ので あるか、 そ 
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のよう な 精神的な 癒し •安定を 与えて くれる 関係は 実は 必ずしも 恋愛関係 だけとは 限らな 
い。 むしろ 人生 全体を 俯瞰 すれば、 家族 関係の ほうが 恋愛関係よりも 「癒し」 を 与えて く 
れる 関係と しては 長期的 かつ 継続的な 理想的 関係な ので ある。 「恋愛 こそが 人生 最大の 価 
値を 持つ」 という 恋愛至上主義の 潮流 も、 そもそもは 「恋愛」— 「結婚」— 「家族」 とい 
う ラィンで 恋愛関係と 家族 関係が 地続きに なって いたから こそ 説得力を 持って いたは ずで 
ある。 つまり 「二人は 大 恋愛の 末に 結婚して、 生涯 仲 睦まじく 暮らしました」 という かつ 
ての ハリゥッド 映画で 繰り返し 語られた その 手の 物語が、 恋愛と 家族を 結びつけ、 人間の 
自我を 安定させる 装置と して 機能して きたの だ。 それゆえ、 恋愛が 崩壊 するとと もに、 家 
族 もまた 崩壊した の だ。 家族 関係から 癒しを 得る どころ か、 家族 関係に よって トラゥマを 
植えつ けられる ことにな った 人の なんと 多い ことか。 恋愛 同様、 家族と いう 概念 もまた、 
機能的に 分割され 相対 化されて しまったの だ。 

そんな 時代の 流れの 中で、 「萌 え」 の 精神 活動の 中から 「家族」 に 至上の 価値を 見出 そ 
うとい う 動きが 誕生して きた。 その 中で、 もっとも 大きな 流行と なった のが 「妹萌 え」 だ。 

妹萌 えとは 言葉の 通り、 自分の (脳 内の) 妹に 「萌 える」 という 行為を 示す。 二次元に 
おける 妹萌 えの ルー ツを 遡る と、 八〇 年代に あだち 充が 発表した 漫画 『みゆき』 や、 同時 
期に 登場した アダルト 向け アニメ 『くりい む レモン』 が あげられ るが、 これらの 物語では 


まだ 「血の 繫 がらない 兄と 妹が、 男と 女の 関係に 落ち込む ことによ る 葛藤」 が テ— マと な 
つていた。 兄妹と いう 家族 関係よりも 男女と しての 恋愛関係の ほうに 重点が 置かれて いた 
わけで ある。 

しかし、 九〇 年代に 入り メディア ワ ー クスの ゲ ー ム 雑誌 『電撃 G s m agaNine』 
の 企画べー ジ から 登場した 『シス タ 1 プリンセス』 という 妹 キャラクター の 物語が、 「妹 
萌 え」 における 価値観を 逆転 させた。 『シス タ 1 プリンセス』 では、 あくまでも 兄と 妹の 
「兄妹」 としての 家族 関係が 最高の 価値を 持ち、 たとえ 兄と 妹が 恋愛関係に 落ち込みそう 
にな つても 二人が 家族 関係を 捨てて しまう という 事態には 決して 至らない。 『シス タ— プ 
リン セス』 の 世界では、 恋愛よりも 家族の ほうが 価値を 持つ わけ だ。 また、 『シス タープ 
リン セス』 に 登場す る 妹は、 誰もが 兄に 対して 家族と しての 尊敬と 愛情の 念を 惜しまずに 
注いで くれる。 兄 (つまり 『シ スター プリンセス』 ファンの 読者) は、 二次元の 妹たち に 愛 
情を 注がれる ことで 癒しを 得られた の だ。 

『シ スター プリンセス』 に 登場す る 十二 人の 妹の 中には 兄に 対して 兄妹を 超えた 恋愛 感情 
を 抱く 妹 もい るか、 基本的には (少 々過剰 だか) 家族 愛に 属する 愛情を 抱いて いる。 つま 
り、 『シス タ— プリンセス』 は 「家族と しての 妹」 に萌 える という 新しい 構造を 発明した 
ので ある。 
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す 「家族 萌ぇ」 の 潮流 

「(二次元の) 家族に 萌 える ことで 癒される」 とい、 っ萌 えの 新しい 潮流は、 PC ゲーム 「家 
族 計画」 によって さらに その 領域を 広げる ことと なった。 この ゲーム は、 いろいろな 過去 
を 背負っ ている 赤の他人が 集まり、 ひとつの 「家族」 を 構築し ようとす る 物語で ある。 さ 
ら に、 『シ スター プリンセス』 以後に 広がった 「家族 萌 え」 ブーム の 結果、 妹 だけでなく 
姉 や 母まで が 「萌 え」 の 対象になって いった。 ついには 「弟萌 え」 まで もが 登場した。 家 
族 関係の 中に 癒しを 求める ので あれば、 対象が 異性で ある 必要は なく、 恋愛す る 必要 もな 
いわけで ある。 もちろん 「家族 関係を 保った まま、 同時に 恋愛関係 も 結ぶ」 という 形の 物 
語 も 多数 作られる ことにな ったが、 この場合 も 家族 関係と 恋愛関係は 相反す る ものでは な 
く、 並列 可能な ものと して 処理され るよう になった。 

そもそも 、〈恋愛— 結婚— 家族〉 という 恋愛結婚の システムは、 一時的な 関係に すぎな 
い 恋愛と 永久 的な 関係で ある 家族と を 恋愛結婚 によって 結びつける ための ものであった。 
ならば 逆に、 あらかじめ 家族 関係に ある 相手と 恋愛す る ほうか 効率 かよく、 より 長く 恋愛 
関係を 持続で きる のでは ないか、 という 考え方 も (理論 上は) 成立す る。 家族 萌 えは、 そ 
のよう な 一種の 思考 実験を 行う ことで 現実に おける 人間関係の 崩壊を 食い止めよ うとして 
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いるの かもしれ ない。 

もちろん、 現実 社会には 「インセスト •タブ I 」 か 存在す るので 「家族と 恋愛す る」 と 
いう 方法論は 採用され ないだろう。 陽気に 兄と 妹が 恋愛で きる のは あくまでも 二次元の 世 
界に 限られる 話で ある。 しかし、 このような 実験的な 試みを 二次元で 繰り返す ことによ っ 
て、 いずれ 「萌 え」 は 現実 世界に おける 人間関係の 新しい システムを 発明す るか もしれ な 

いの だ。 

もちろん、 「兄と 妹の 恋愛関係」 という テー ゼに 対して、 現実 社会からの 視点を 盛り込 
むと いう 思考 実験 もな されて いる。 たとえば ディ ー オ ー  (Do) の PC ゲ ー ム 「加奈 〜 い 
もうと」 は、 三次元 世界に 近い リアルな 世界観の 中で 兄と 妹が 恋愛に 陥った 場合に 生じる 
もろもろの ジレンマ や 社会的な 一 E 力と いった 現実的 葛藤に 深く 言及して いる。 吉田基 己の 
漫画 「恋風」 も 同様で、 これらの リアル 路線を 取った 妹萌え 作品では、 現実 世界に 妹萌え 
を 持ち込む とどの ような 悲劇が 起こる かとい う 「結果」 がシ ミュレー ト されて いる わけ だ。 

このように、 二次元 世界に おける 新しい 着想は 最初は 現実と まったく 無関係な 空想 上の 
概念に すぎない が、 徐 々に 思考 実験を 積み重ねる ことで 三次元 世界 = 現実 社会との 関連を 
深め、 「果たして この アイデアは 現実化が 可能な のか」 という 検証 作業を 重ねて 進化して 
いく。 これを 僕は 「劇画 化 作用」 と 呼んで いる。 
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図表 22 空想の 劇画 化 作用 


新しい 観念 


> 劇画 化 作用 


現実 原則 

、(リアリズム), 


劇画 化 作用に よって 
リ アリ ズムを 取り入れ、 
現実との 接点を 手に入 
れた 観念は、 成長して 
、三次元 世界に 逆に 影響 
を 与える 一 


t 


新しい 

現実 原則 


I 現実との 接 
点を 失う と 
その 観念は 
飽和して 衰 
退す る 


ひとつの アイデア （観念） は、 劇画 化 = リアリズム 化と いう 方向に 進化す る。 


その 意味で 「妹萌 え」 は、 『シス タ— プリン セ 
ス』 時代の 完全な 空想の レベルから 「恋風」 とい 
、っ 劇画 化 作用の 頂点に 位置す る 作品にまで 到達し、 
ある 意味に おいて 行き着く ところまで 行った のか 
もしれ ない。 「恋風」 以後、 家族 萌 えの トレンド 
は 妹から 姉に シフトし たが、 これは 妹萌 えとい う 
ジャンルで これ 以上の リアル 化が 望め なくなった 
からだろう。 強固な ィンセスト タブ I が 存在す る 
現実に 「妹萌 え」 を 持ち込む ことは できない。 ゆ 
えに 「恋風」 において 妹萌 えの 劇画 化 作用は 限界 
に 到達し、 「妹萌 え」 は 現実へ 逆 影響を 与える 方 
向への 進化と いう 方向には 進まずに 観念と して 飽 
和した といえるの だ。 

なお、 家族 萌 えの 一つの 到達 点と しては Key 
の PC ゲーム 「cla n n ad」 が ある。 この 作 
品は 一人の 平凡な 男性が 女の子と 恋愛して 結婚し、 
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就職し、 労働し、 子供を 育てて いく …… という 長大な テキスト シナリオ によって 構成され 
ている。 つまり、 この ゲ ー ム そのもの か 一人の 人間、 そして 彼の 家族の 人生 そのもの にな 
ってい る わけ だ。 「clan  n  ad」 は 家族との 恋愛と いう 空想的な 方向には 向かわず、 
かつて 存在した はずの 「普通の 家族」 「普通の 家族 愛」 を 描き 続ける。 その 意味で ある 種 
の アナクロニズム なので あるが、 このように 堂々 と 「普通の 家族 愛」 を 謳い あげる 作品は、 
もはや PC ゲーム のよう な オタク 向け 作品と、 野 島 真 司の ドラマぐ らいで しか 見られな く 
なって しまった。 萌 えの 潮流の 一部は 確実に 「脱 •恋愛」 「恋愛に 代わる 価値」 を 志向し 
ており、 その 一つと して 「家族」 を 再発 見した わけなの だ。 

t  メイ ドさん 萌え •ロボ ット萌 え —— 「To  Heart」 

恋愛に 代わる 関係 性と して 発見され たもう ひとつの 概念が 「メイ ドさん」 である。 メイ 
ドさん について はすで に 説明した が、 「一見 男女 不平等に 見えて 実は 女性が 男性を 尻に 敷 
いている」 という 関係を 復活 させよう とする、 一種の 進化した 懐古 主義であろう。 

また、 「ロボット 萌 え」 という ジャンル も ある。 これは、 愛情を 注ぐ ことができて 癒し 
を 与えて もらえる 対象で あれば、 それは 実は 人間 以外で も 構わない という 思想で ある。 ぺ 
ット やぬ いぐる みに 萌え るの も そのような 「人外 萌 え」 の 一種 だが、 ロボット 萌 えでは 一 
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歩 進んで 「理想の 萌え キャラクタ— を 自分で 作って しまう」 という 科学 主義 的な 発想が 見 
出される。 ロボット 萌 えの 思想 そのものは 十九 世紀に おける リラダンの 『未来の イヴ』 あ 
たりから 始まって いるので、 産業革命 •科学の 発達と ロボット 萌え 妄想は 一つの 根っこ か 
ら 出発した 兄弟と もい える。 

戦後 日本に おける ロボット 萌 えの 元祖は 手 塚 治 虫の 『鉄腕 アトム』 だが、 アトムから 数 
十 年を 経て 現れた Leaf の PC ゲ ー ム 「To  Heart」 において、 ひとつの 革命的 
な 思想が 発明され る ことにな つた。 「To  He  a  rt」 には マルチと いう 人間ら しい 感 
情を 持った メイ ドロ ボットが 登場す るの だが、 マルチを 開発した と 思しき 科学者と マルチ 
の 友人に なった 主人公の 会話の 中で、 「すべての 人間が マルチの ような 優しい メイ ド ロボ 
を 所持す る ことができれば、 世界から 争いはなくなる」 という 思想が 開陳され たの だ。 つ 
まり 人間が 鬼畜 化して 暴力に 走る 最大の 原因は、 愛されない トラウマ •ルサンチマンの 蓄 
積に よるの だから、 すべての 人間が 萌え によって 癒されて しまえば 世界の 悲劇の 多くは 回 
避され ると いう 発想 だ。 

実際には、 人間が 争う 理 ¢1 には 経済的 原因 や 歴史的 怨恨 も あるので 萌 えだけ で すべてが 
解決す る わけでは ない が、 少なくとも 個人 レベルの 苦悩の 多くの 部分は 萌え によって 癒さ 
れる はず だ。 そして 萌 える 対象が ロボット や 二次元 や ペットの ような 存在で あれば、 他者 
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に対して 迷惑を かける こと もない . 。 「To  Heart」 は 一種の 「萌 えに よる ひき 

こもり ユ—ト ピア 思想」 を 提示した わけ だ。 

このように 「恋愛」 に 代わる 新しい 癒しの システムを 追求す る こと も、 萌 えの 持つ 機能 
の ひとつな の だ。 もちろん、 それらは すべて 二次元に おいてな される わけ だから、 仮に 追 
求が 失敗に 終わっても 実害は ない。 ことに、 「家族」 をい かにして 再生させる か、 という 
テー マを 本気で 追求して いる 点に おいて、 「萌 え」 は 社会的な 価値を 持つ と 思われる。 

t 非 主義と 男女平等 主義 —— 男性 主義からの 解放 

また、 「萌 え」 のもう 一つの 顕著な 特徴と して、 「男らしくない」 という 傾向が ある。 萌 
える 男は、 女の子 向けの キャラクタ ー グッズを 集めたり、 女の子 ばかり か 出て くる アニメ 
を 観たり、 という 生活を 送って いる わけで、 第三者 的に みれば 非常に 女々 しい。 男性 主義 
的な マッチョ イズムと はかけ 離れた 位置に いる。 

萌え コンテンツ としてもっ ともよく みられる 物語の パ タ— ンが 「ラブコメ」、 つまり 恋 
愛コメ デイで あるが、 これは もともとは 少女 マン ガの 世界から 男の 世界に 輸入され たもの 
だ。 本来は 女の子 向け ジャンルだった ラブコメが 男の 世界に 定着した のは 八〇 年代。 七〇 
年代 終盤に 『週刊 少年 サン デー』 で スタ— 卜 した 高 橋留美 子の SF ス ラップス テイ ッ クコ 
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メディ 『うる 星 やつら』 あたりが 元祖と いぇる。 高 橋留美 子は 女性 作家だった が、 その後、 
男性 作家で ありながら ラブコメを 得意と していた あだち 充が 少女 漫画 誌から 少年 漫画 誌に 
移った ことか 「男に よる ラブコメ」 市場 か 生まれる 一つの 大きな 夕^  — ニン グ ポイント にな 
ったと いぇる。 また、 『週刊 少年 ジャンプ』 で 連載され たまつ もと 泉の 『きまぐれ オレン 
ジロ ー ド』 のように、 少年 誌 作家に よる ラブコメ 漫画 も 生まれる ようになった。 

もともと ラブコメの 台頭は 八〇 年代の 恋愛 バブル 時代の 出現と シンクロし ていたは ずで、 
八〇 年代に 入って 若い 独身 男性の 間に 恋愛至上主義が 根付いて いく 過程の 中で ラブコメと 
い、 っ ジャンル もまた 確立して いつたと 思われる。 ところが、 元祖 ラブコメ 漫 IW 『、っる 星 や 
つら』 が 最初から SF という オタク 要素を 含んで いた ことから も わかる ように、 二次元に 
おける ラブコメは 三次元に おける 恋愛 ドラマ = トレン ディドラ マとは まった く 異なる 方向 
に 進化した。 つまり オタク 市場へ と 突き進んで いった わけ だ。 そして、 オタクに 特化した 
萌ぇ コンテンツは、 「男性 性」 を 徹底的に 排除して いくこと となる。 

例と して、 さきほど も 登場した 『シ スター プリンセス』 を あげてみたい。 まず この 作品 
世界には 基本的に 一人の 「兄」 と 十二 人の 「妹」 たちし か 登場し ない。 『シス タ— プリン 
セス』 を アニメ 化した 作品には 他の 男 も 登場す るの だが、 オリジナルの 世界観では 事実上 
兄と 妹し か 存在 しないの だ。 ここで 兄は 最初から 最後まで 「兄」 であり、 「男」 になる こ 


とはない。 さらに、 妹たち の 姿の ィラストは 美麗な 少女 漫画 風 (でありつつ オタク 系の 要素 
も 兼ね備えた) の タッチで 描き こまれ、 妹が 兄への 想いを 綴った ノべ ラィ ズ 版は すべて 妹 
の 一人称で 書かれて いる。 つまり、 『シス タ— プリンセス』 には 男は 存在し ない。 そこに 
存在す る ものは、 「妹」 と、 妹が 兄に 対して 抱く 純粋な 家族 愛の 感情の 吐露 だけな の だ。 

このように、 『シス タ 1 プリンセス』 はすで に ラブコメ という ジャンルを 越境して、 古 
き 良き 少女小説の 世界に 突入して いる。 『シ スター プリンセス』 の 妹たち に萌 える 男は、 
それでは 誰に 感情移入して いるの かとい うと、 最初は 自らを 兄に 同一視す るので あるが、 
次第に 妹と 自分を シンクロ させて いくこと になる。 萌 える 男とは、 つまり、 萌え キヤ ラク 
夕— と 自分を 重ね合わせる 男な ので ある。 二次元の 世界の 中で、 男性 性から 解脱して 女性 
性 •少女 性を 獲得す るの た。 

ユング 的に 解釈 すれば、 自らの 内面 世界に アニマを 求め、 アニマと 一体化す る ことで 癒 
しを 得る ことが 「萌 え」 の 最終的な 目的 だと 言えな くもない。 

『シ スター プリンセス』 の 流行の 後、 集英社 コバルト 文庫の 少女小説 『マリア 様が みて 
る』 (作 •今 野 緒 雪) が萌え オタクに 熱狂 的に 支持され る ことと なった の も、 「萌 え」 = 
「脱 •男性 性」 「少女 化」 という 進化の 流れから 説明で きる。 『マリア 様が みて る』 は 外界 
から 隔離され た ミッション 系 女 学園を 舞台と した 物語で、 男性は ほとんど 出て こない。 そ 
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図表 23 妹萌 えの 構造の 変化 


みゆき 兄妹 関係 


自己 =主 体 


夫婦関係 


いずれを 選 
択す るかで 
葛藤す る 


シスター プリ ン セス 


アニマの 領域 


〈男 =女〉 閲 係は 
存在し ない 


徐 々に 自己の 視 
点、 が 兄から 妹へ 
シフ ト していく 


マリア 様が みて る 


すでに 男は 
(自己を 含めて） 
世界に 存在し な v 


アニマの 領域 


自己 = 主体 


「兄と 妹」 が 「男と 女」 という 閲 係に 進んで いく 『みゆき』— 「兄 
と 妹」 の閲 係を 妹视 点から 見る 方向へ 進む 『シスター プリ ン セス』 
—兄 すら 消えて 「姉と 妹」 の閲 係を 妹 視点から 体験す る 『マリア 
様が みて る」。 


こでは 上級生と 下級生 か 「姉」 「妹」 の 契 
りを 結んで 擬似 姉妹と して 学園 生活を 送っ 
ている。 いわゆる 「妹萌 え」 は、 男が 妹視 

点に シンクロ していく 『シ スター プリン セ 
ス』 を 経て、 ついには 兄 すら 存在し ない 
「姉と 妹の 世界」 を 描く 『マリア 様 かみて 
る』 に 到達した の だ。 

ここに 至って、 すでに 作品 世界には、 
「男」 はまつ たく 存在 しないと いう 事態に 
なつて いる。 「萌 え」 とは、 男性 性からの 
解脱 運動な の だ。 

す萌 えの 世界では むしろ 女性 上位 


「男は 男らしく、 女は 女らしく」 といぅ ジェン ダー の 神話は、 八〇 年代 フヱ ミニ ズムの 台 
頭に ょって 相対 化された。 その 結果、 女性の 社会 進出が 加速され たわけ だが、 その 一方で 
は 男性の 少女 化と いぅ ルー トの 可能 tt も 大きく 開けた わけ だ。 それ こそが 今、 「萌 え」 と 
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呼ばれて いる ムーブ メント なので ある。 男性 性の 神話に 圧迫を 感じ、 そこから 解放され た 
い 男に とって、 「萌 え」 は 一種の 精神の オアシス となる の だ。 

特に、 恋愛 資本主義 市場は 相変わらず 男性的な 競争 原理 •弱肉強食 原理に よって 成立し 
ており、 「彼女 も 作れない 男は、 男性 失格」 であると か 「女 も 口説けない 男は、 男性 失格」 
であると か 「セックス できない 男は 負け 組」 であると か、 そのような マッチョ ィズムが い 
まだに 崇拝され ている。 無論 このような マッチョ ィズムは、 純愛 主義とは 相反す る。 萌え 
る 男は、 マッチョ 的な 競争 原理の 世界で ある 恋愛 資本主義の 舞台から 降りて 男性 原理から 
解放され た 少女 性の 世界に 移行した 男な の だ。 ゆえに、 萌 えの 世界では 男性 主義 的な 要素 
は どんどん 排除され ていく、 あるいは 非 主体 化されて いく 傾向が 強い。 

萌え コンテンツ における 恋愛の 物語を いろいろと 追ってい くと、 「男が 女を 口説く」 と 
いう 展開が 極端に 少ない ことに 気づく だろう。 もちろん 「ナンパ」 などは まず 起こらない 
たいていの 場合、 「幼なじみ」 や 「妹」 や 「同級生」 といった 日常 的な 関係 性から 徐 々に 
恋愛関係に 移行し、 しかも 男 側からは なかなか 行動を 起こさない。 これは 恋愛 資本主義 側 
が オタクを 取り込んだ 作品で ある 「電車 男」 と 対比 すれば よく わかる だろう。 『電車 男』 
では、 オタク 男が キャリア 女性を 口説こう とする の だが 度胸が なく 「好きだ」 と 言い出せ 
ず、 泣き出す。 つまり、 「女々 しい 男」 「男らしくない 男」 として オタクが 喵 かれて ハる。 
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そこで 相手の 女 (エルメス) が 「がんばって」 と 電車 男を 励ます ので ある。 つまり 「男は 
女を 口説くべき である」 という 恋愛 資本主義の ルー ルを オタクに 教え込む のが エルメスの 
役割と いう わけで ある。 

萌え コンテンツでは、 絶対に こういう 展開には ならない。 仮に 電車 男と エルメスが 萌え 
コンテンツに 登場したならば、 恋愛 経験 豊富な 姉 キャラで ある エルメスが 積極的に 電車 男 
に 迫って 電車 男を 溺愛す るか、 あるいは 気の 強さ や プラィドの 高さが 災いして 自分から 電 

車 男に 好きだと 言い出せない エルメスが 一人 相撲を して 泣き出して . という 展開になる 

だろう。 いずれにせよ 電車 男 (オタク) が 「男らしく 女を 口説く」 などと いう 展開は ほぼ 
ありえない。 萌 えの 世界では、 恋愛関係は 「強い 女性 側から 降って湧いて くる」 か、 ある 
いは 「微妙な 日常の 関係が、 気がつけば 恋愛関係 へと 発展し、 かつ 今までの 関係 も 継続す 
る」 という ものになる。 これが 萌 えの 世界に おける 恋愛の ルー ルで、 「男 か 女を 強引に 口 
説く」 という マッチョ ィズムは 注意 深く 排除され ている。 萌 えの 世界の 恋愛は、 男女平等 
か、 あるいは、 女性 上位な ので ある。 

さらに この 男性 性 排除の 原理を 貫く と、 『マリア 様 かみてる』 のように 男性 そのもの か 
存在し ない 世界に 到達す る。 そこでは、 萌 える 男は すでに 男で すらな く、 少女と 一体化し 
ている わけ だ。 


”4 


t 「処女は お 姉 さまに 恋をする」 

「なぜ 男が 女を 口説かなければ ならない のか」 

「現実の 恋愛では、 強引な 男、 動物 的な 狩 « 能力の ある 男が 勝者になる」 

「しかし 恋愛は、 狩 M ではない」 

「だから 僕は、 恋愛と いう 奪い合い •騙し合いの ゲーム から 降りる」 

という 重大な 問題 — 恋愛 資本主義、 ひいては 現実に おける 男女 関係に 対する アンチ テ 
1 ゼ を、 萌 えは 孕んで いる。 ゆえに、 萌 えと 恋愛 資本主義は 絶対に 相容れな いわけ だ。 萌 
える 男は、 現実の 恋愛関係に おいて、 「支配者」 や 「被 支配者」 になる ことを 忌避して い 
るの だ。 彼は 心の奥底で 女性に 対して 対等の 関係を 望んで いる。 だが、 恋愛が 「狩る もの 
と 狩られる もの」 「支配す る ものと 服従す る もの」 「勝者と 敗者」 のょう な 不平等な 関係 性 
を 生み出す ことにし かならない 現実の 下では、 それは 難しい。 それに 対して、 二次元 H 空 
想の 世界で あれば、 それ —— すなわち 「支配 関係では ない 男女 関係」 は 実現 可能な の だ。 

前項で 「萌 える 男の 少女 化」 という 話題に 触れた が、 これ こそ まさに 「愛する 対象と 同 
一 化したい •同じ 立場に 立ちたい」 という 萌え オタクの 平等主義 •同化 主義の 表れで あろ 
、っ。 自らが 萌え キヤ ラに なつて しまう ことで、 萌え キヤ ラと 自己との 関係は 限りなく 「平 
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等」 に 近づいて いく。 

二 〇〇四 年に 発売され た キヤ ラメル Box の PC ゲーム 「処女は お 姉 さまに 恋をする」 
は、 『マリア 様が みて る』 的な 女子校の 世界に 主人公の 男 (プレィヤー。 萌 ぇる 男) が 女装 
して 入り込み、 いわゆる 百合 (少女 同士の 同性愛 関係) の 世界に 参加 するとい う 非常に 転 
倒した 構造に なつて いる。 主人公 自らが 萌ぇ キャ ラに 変身す る ことで、 現実 世界に おける 
男と 女の 恋愛関係に 常に 付き まとう 「支配— 被 支配」 の 関係の 罠から プレィヤー は 自由に 
なること かで きる の だ。 

この 世界では、 主人公は 好きな 萌ぇ キヤ ラの 「ガ ー ル フレンド」 になる ことができる。 
やがて シナリオを 進めれば 主人公と 萌ぇ キャラは 百合 関係に 陥り、 主人公が 自分が 男で あ 
る ことを 萌ぇ キヤ ラに 明かして 男女と しての 恋愛関係を 構築す る わけ だが、 その 結果、 主 
人 公と 萌ぇ キャラの 間には ガール フレンド 関係 •百合 関係 •恋愛関係の すべての 関係 性が 
保持され る ことになる。 恋愛に つきまとう 「支配 I 被 支配」 の昆 は、 二人 か 恋愛す る以审 
に 結ばれた ガール フレンド 関係 や 百合 関係に ょって 巧妙に 回避され、 現実の 恋愛では あり 
ぇない 平等に 近い 恋愛関係が 構築され るので ある (図表 24 参照)。 

t 恋愛の 狩 M 性が 消される 
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図表 24  「電車 男」 と 「処女 はぜ 姉 さ i に 恋をする」 の 恋愛関係 


マスター I 


エルメス 

、(キャリア 女性)/ 


恋愛関係 


支配 =被 支配 
関係 


恋愛 スキル の教 ff 
恋愛 資本主義 的 価値観 
の 刷り 込み 

学晋违 成に 対する 诞类 
(人人の キスな ど） を 
V •える 


主人公 


百合 関係 


萌又 キヤ ラ 


弟子 


電車 男 
(オタク） 


ガール フ 

ン ド 関係 

沿 性 性を 排除し た 状態から 徐 々に 複数の 
係 性を 段階 的に 結ぶ こ とで、 リ) 女 •の 恋 
愛閲 係に つきまとう 支 配 = 被 支 配閲 係の 
K から 逃れて いく 

エルメス （キャ リア 女性） が 「上位」 に 位置し、 「下位」 に 位 fg する 電車 男 
(オタク） を 支配 するとい う 関係 性で ある。 これに 対して 「処女は お 姉 さま 
に 恋をする」 では、 オタク 畀 が' 「お 姉 さま」 つまり 萌え キャラに 同化す る こ 
とで、 限りなく 平等な 関係 性を 追求す る。 


もちろん 「处 女は お 姉 さまに 恋をする」 
には、 狩 M としての 恋愛は ない。 女の子 同 
士のガ ー ル フレンド 関係から、 ゆっくりと 
男女の 恋愛関係に 移行して いくの だ。 主人 
公は 一応 男と いう 設定で あるが、 男性 性は 
ほとんどない。 むしろ、 肉体 以外は 「今時、 
これほど 少女ら しい 少女は いない」 という 
ぐらいに ほとんど 女の子で、 他の 少女 キヤ 
ラの ほうがよ ほど 男らしい という 状態 だ。 
つまり、 主人公には ほとんど 「男と しての 
魅力」 はない (一応、 格闘 術に 長け ている と 
いう 設定は あるが、 その 設定 自体には さほど 
意味がない)。 主人公が 持って いる 魅力は、 
ほとんどが 「萌え キヤ ラと しての 魅力」 な 
の だ。 萌え キヤ ラと しての 魅力を 持った 主 
人 公 (プレィヤー) が、 他の 萌え キヤ ラと 
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恋愛す る —— これは 現実に おける 男女の 恋愛とは もはや 無関係な、 そして 現実 世界では 実 
現 不可能な 新しい 関係 性で あると いってょ いだろう。 

「萌 える 男 自身の 萌え キャラ 化」 が、 「脱 男性 性」 という 志向の 表れで ある ことは 間違い 
ない。 そして それは、 狩獵 としての 恋愛、 支配— 被 支配 関係と しての 恋愛、 マッ チョイ ズ 
ムと 競争 原理が 支配す る 恋愛からの 脱却を はかろう とする 精神 運動な の だ。 

萌 えが 現実に おける 恋愛の 狩獵 性の 逆 方向を 志向して いる ことは、 これらの 萌え 系ゲー 
ムの シナリオが、 基本的に 「一対一」 の 恋愛関係 のみを 描いて いると いう ことから も 理解 
できる だろう。 なかには 「ハー レム ルー ト」 と 言っ て、 複数の 萌え キヤ ラを すべて 攻略し 
て 文字 - M りの ハー レムを 作る という ル ^ を 持つ ゲーム も あるが、 あつたと しても サービ 
ス 的な オマ ケル— 卜であって、 真実の エンデ ィング、 いわゆる 「トゥル ー エンド」 が一 対 

多数の恋愛関係として描かれることはまずない。萌えが志向する恋愛関係は、「狩撇」で 
はなく 「支配 関係」 でもない からだ。 

逆に、 萌え 系と 対 極を なす 鬼畜 系の ゲーム は、 「狩 猢 性」 や 「支配 関係」 という 現代に 
おける 恋愛関係の ネガ テ ィヴな 面を 戯画 的に 拡大解釈 させた 展開になる。 つまり 主人公は 
女を 狩獵の 対象 •支配すべき 弱者と してし か 認識して おらず、 暴力と 嘘を 積み重ねて 女性 

を 支配して いく。 もちろん 鬼畜 ゲーム の トゥルー エンドは 「ハ— レム エンド」 つまりす ベ 
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図表 25 空想の 世界に おける 「 萌 え」 と 「鬼畜」 の 関係 性 
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三次元の 現実 世界 


恋愛 


善の 部分 

現実への/ 

(理想) 

/ 

ダーク サイド 
(現実） 


実の 改善 


純愛 

平等 


狩 狼 性 

支配 = 被 支配 
関係 


たな 価値 
の 創造 


>現 実に 逆 進 
、攻 させて は 
，ならない 


、ル サン チス 
ンの 恒久的 
解消 


理想の 追求 

純愛 
平等 


狩 狼 性、 支配 
= 被 支配 関係 
、の 排除 


ルサンチマンの 増 | 


二次元の 
空想 世界 


萌え 


両者が 存在す る 

こ とで バラ ンスの 
均衡が 述 成される 


現実の 
W 画 的な 強 11 

狩獵性 

支配 =被 支配 
I 係 


レ サン チマ < 
、ンの 一時的 ^ 
解消 


鬼畜 


(二次元 世 界は现 突の 反映な ので 
片方を 消す ことは できない） 


ループす る 


いずれの 精神 運動 も 現実に 対する 不満から 発生して くるが、 也畜 には 出口がない。 だが、 
こ れ はこ れで 使い方を 誤らな ければ ル サン チマンの  - •時 的な 解消と な るので、 全 否定は 
できない。 


ての キャラクタ I の 支配と なる。 

現実に おける 恋愛の 持つ 暴力 性 •マッ 
チョ ィズム •拝金主義 などを 否定し、 あ 
くまで も 二次元 世界に 理想の 恋愛を 見出 
そうとする 運動が 「萌 え」 ならば、 現実 
の 恋愛の 偽善 性 •暴力 性を 執 糊に 白日の 
下に 曝け 出そうと する 運動が 「鬼畜」 な 

のであろう。 

この 鬼畜 ルー トを 現実に 持ち込む と 犯 
罪 者と なる わけ だが、 あくまでも 二次元 
の 世界で 「鬼畜」 幻想を 消費す るので あ 
れば 、それは 一種の ルサンチマンの 解消 
となる。 しかし、 そこから 現実を 打破す 
る 新しい 価値観が 生まれて くるわけ では 
ないだろう。 鬼畜 幻想は、 現実の 強迫 反 
復 なの だから、 あくまでも 対症療法 的な 


効能しかない(図表 25 ) 

しかしながら 萌 えには、 新しい 価値観を 生み出す 可能性が 含まれて いる。 

t「 喪 女」 の 再評価 

恋愛に つきまとう 「男性の 魅力」 を 無 化する 動きが 「萌 える 男の 萌え キャラ 化 •少女 
化」 であると すれば、 恋愛に おける 「女性の 魅力」 を 無 化 •相対 化しよう とする 動き か 
「喪 女」 萌 えだ。 喪 女とは、 恋愛 資本主義 的な 意味での 女性的 魅力に 欠ける 女性、 あるい 
は 恋愛 資本主義に まった く 汚されて いない 女性を 指す。 もともとは 「モテない 女性」 とい 
う 意味の ネット 用語な の だが、 僕は 意味を そのよう に 転用して 使って いる。 

具本旳 には、 たとえば 「眼鏡 萌 え」 という ジャンルが ある。 これは つまり、 眼鏡を かけ 
た キヤ ラに 萌 える、 という こと だ。 もちろん、 そこには 眼鏡 そのものに 恋をした リ 興奮し 
たりす るフヱ テイ シズ ム 的な 要素 も 含まれて いるが、 それよりも むしろ 「眼鏡を かけた 女 
性」 という 状態 そのものに 萌 える わけで ある。 

眼鏡は、 恋愛 資本主義 的には 無価値、 いやむ しろ マイナスの 価値を 生み出す アイテム だ。 
女生の 生 的な 魅力の 多くを 担っ ている 「Em」 を 隠す ことになる からだ。 したがって 恋愛 資 
本 主義の ffi ffi 観に 染まって いる 女性は 眼鏡を かけない。 眼鏡を かける 女性は、 逆に、 恋愛 
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資本主義に 染まって いない 女性な ので あり、 つまり 現実に よって 心を 汚染され ていない M 
真な 女性 . という ことになる わけ だ。 

f{L にも 「恋愛 的な 魅力」 と 無関係、 むしろ マィナスになる 要素に 萌 える という ジャン 
ルは いろいろ あげられる。 たとえば、 自分の ことを 僕と 呼ぶ 「僕っ 子」 も 人気が ある。 身 
体は 女性 だが、 精神的には まだ (恋愛 資本主義 的な 関係 性に おける) 女性に なりきって いな 
い 無垢な キャラクター だ。 萌 えの 世界で 幼女 や 少女が 崇拝され るの も、 彼女たち が 恋愛 資 
本 主義に 組み込まれる 以前の 状態で あるから だろう。 さらに、 女の子 だけれ ども 男よりも 
気が 強い、 あるいは 男よりも ケン カが 強いと いう 「男 まさり」 的な 性格 設定 も 好まれる。 

よく、 萌 える オタクは 女性に 対する 理想が 高す ぎて 現実で 恋愛で きないの だとい われる 
の だが、 彼らが 理想主義 者で ある ことは 確か だとしても、 彼らの 抱いて いる 「理想」 が 恋 
愛 資本主義者の 持っ ている 「理想」 とは まったく 異なる ものである ことを 明記して おかな 
ければ ならない。 「理想の 女性は 眼鏡っ 子」 と 言っても、 それを もって 「理想が 高す ぎる」 
と言えるだろう か。 萌 える 男は、 現実の 恋愛 資本主義が 無価値と 切り捨てた ところにまで 
「萌 え」 を 見出そう とする ので ある。 そして、 その 理想の 「萌 え」 のかたち は 各人各様で 
あり、 多種多様に 分岐して いる。 したがっ て、 萌 える 男が 現実の 恋愛に 目を 向ける ことに 
なれば、 今まで 恋愛 資本主義の 価値観の 下で 「敗者」 に 追い やられて いた 女生 も 愛される 
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かもしれ ない の だ。 

このように、 萌え はもと もとは 現実に おける 恋愛の 模倣から スタ ー ト している の だが、 
徐 々に 恋愛の ルー ルを 解体 •再構築す る 方向へ と 進んで いる。 しかも、 その ル ー トは 多岐 
にわたり、 あたかも 複数の コン ピユー ターが 最適な 解を 求めるべく さまざまな ル ー トで演 
算を 繰り返す ように、 まるで 萌 える 男たち が 膨大な 情報を 分散処理しながら 崩壊した 恋愛 
に 代わる 新しい システムを 作り出そうと している かの ような の だ。 いや、 「かの ような の 
だ」 という 語尾は この 際、 外して しまつて 差し支えないだろう。 「萌 えとは、 崩壊した 恋 
愛に 弋 わる 新しい システムを 作り出そう とする、 多数の 人間に よる 脳 内 シミ ユレ— シ ョン 
実験で ある」 と 言つ てし まつても よいので はないだ ろうか。 

となれば、 これは 一種の 精神的な 革命運動 なので あるから、 旧体制 側から あたかも 犯罪 
者予蒲 軍で あるかの ごとく 叩かれ、 オタク 世界から 脱け させよう とする 動きが 激しくなる 
のは 当然 といえるの だ。 だが、 すでに 現実の 恋愛 システムが うまく 作動し なくなって 久し 
く、 しかも 回復の 見込みがない ことは 明らかな ので あり、 萌 えとい う 運動を 封殺して 思考 
を亭 止す る ことによ つて 社会に 何ら かの メリットが あるとは 考えに くい。 むしろ テメ リッ 
卜の ほうが 多い のではないだろう か。 

人間とは、 葦で ある。 だが、 萌 える 葦で ある。 
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指す 地平—  家族の 復権 


t なぜ 萌 えの 機能と 目的を^!！ 日で 明らかにし たか 

これまで、 「萌 え」 について は、 その 現象 面 ばかりが 語られて きた。 あるいは、 萌 える 
男 (萌え オタク) 個人の 内面に のみ 「萌 え」 る 原因を 求め、 「萌 えが 生まれた のは、 萌 える 
男 固 人の 問題で あり、 萌 えとは つまりは 軽度の 精神 疾患 •現実 逃避行 動で ある」 という 紋 
切り 型の 結論を 出して 思考を 停止して しまう という 類の 評論が 多かった。 「萌 えとは 現実 
« 辟 一で ある」 という 常識を 強化す る 方向に 振った 物語と して 『電車 男』 が 登場し、 電車 男 
の 物語が 大量に 消費され たという 事実は、 いかに 社会に おける 常識が 強固に ドグマ 化して 
いるかと いう ことを 示して いる。 

さて、 この 本で 「萌 え」 の 機能 や 目的を 考察した 最大の 理 d:l は、 再三 繰り返して きたよ 
うに、 恋愛結婚を 基盤に 据えた 現代の 家族制度 (広義には、 男女 関係 および そこから 派 虫す 
る 人間関係に まつわる 制度 全般) が 有効に 機能し なくなつ ており、 さまざまな 問題が 発生し 
ている という 現状を 説明し、 その 閉塞 的な 現状を 打破す るた めの 一つの 思考 実験 運動と し 
て 「萌 え」 が 登場して きた、 という ことを 説明す るた めで ある。 

およそ 社会に、 何らの 原因な くして 生まれて くる 現象と いう ものは ない わけで これ ほ 
ど 「萌え J の市昜 が披大 し 続ける 背景には 「萌え 」 が 何ら かの 理由で 大勢の 人間に 必要と 
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されて いると いう 事実が ある わけで ある。 産業 システムが 「次は 萌 えとい う 商品を 消費 さ 
せよう」 と 決めた から 萌え 市場が 生まれた わけでは 決してない。 逆に、 萌 えを 求める 人間 
が 増えた ために 自然発生 的に 市場が 形成され、 後から 企業 側が 萌え 市場の 存在に 気づいて 
慌てて 参入を 開始し はじめた わけ だ (同様に、 八〇 年代 バブル 期に 発展した 恋愛 資本主義 産業 
もまた、 恋愛が 宗教 や 政治に 代わる 新しい 価値観の 中心に 据えられ たから こそ 巨大 化した わけで、 
最初に 恋愛に 対する ニー ズが あった からこ そ 産業 化で きた わけで ある)。 

ところが、 これほど 萌え 市場が 巨大 化して いる にもかかわらず、 萌 えには 「現実から 逃 
避した モテない オタクの 自慰 的 妄想」 という 「気持ちの 惡 い」 ィメ ー ジが 付き まとう。 萌 
えを 金儲けの 手段と しては 利用したい が、 顧客を 「気持ち 悪い オタク」 として 軽 藤し 続け 
ようとい う 態度は、 つまり、 搾取に 他なら ない。 多くの 企業が そのような 態度で 萌え 市場 
に 参入 すれば、 萌え 市場は 安易な 上っ面 だけを 模倣した 製品に 埋め 尽くされて 瓦解す るか 
もしれ ない。 それを 防ぎたい というの が 本書を 執筆した 目的の 第一 だ。 

目的の 第二は、 崩壊しつつ ある 現在の 社会 システムを 萌 えとい う 思考 実験に よって 改善 
できる 可能性を、 「萌 える 男は 現実 逃避して いる だけ」 「萌 えとは 恥ず べき ことで あり、 萌 
える 男 側に 全責任が ある」 という ドグマに よって 摘み取らせて はならない という 危機 惑 だ 0 
八〇 年代 以後、 家族の 崩壊 や 恋愛の 崩壊と いった 現象が 加速度 的に 進んで きた。 中 B1 に 
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は 「易 姓 革命」 という 思想が ある。 制度と いう ものは 有効に 機能して いる 間は 保持すべき 
であるが、 制度が 崩壊して 機能し なくなった 場合は、 より 有効な 他の 制度に 交代 させても 
構わない、 という 発想で ある。 一つの 制度が 固定 化されて ドグマに なれば、 おのず とその 
ドグマを 守り 続けよう とする ものと 変革し ようとす る もの か 現れる わけた か 「曲え」 は 
つまり 〈恋愛— 結婚— 家族〉 という 従来の ドグマに ft わる システムを 生み出そう とする も 
のたち の 同時 多発 的な 思考 運動な の だ。 

t 恋愛は 社会問題で ある 

業は よく 「萌 える とか モテ ナィと か 言う けど、 もし モテたら どうす るん た」 「本 か 売れ 
たら モテる のでは ない のか」 などと 言われる の だが、 僕は 僕 個人が 「恋愛 資本主義」 的な 
而直 体系の 中で 首尾よく 自分の 商品 価値を 上げて モテました、 めでたし めでたし、 という 
ふうには 考えて いない。 これは 僕 個人の 問題では なく、 社会 全体の 問題な の だ。 

恋愛とは 個人の 問題では ない。 社会問題 である。 

僕 一人が 恋愛 資本主義の ヒエ ラル キーの 中で 這い 上がった からといって、 何が 変わる わ 
けで もな く、 誰も 救われな いの だ。 社会を 変革し なければ いけない の だ。 

解剖学 者の 養老 孟 司は、 『唯 脳 論』 で このように 述べる。 
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進化の 過程で、 脊椎動物は 「脳 化」 と 呼ばれる 方向に 進んで きた。 (中略) この 進 
化 傾向の 成れの 果てが、 現代の 都会で ある。 そこには 脳の 産物 以外の なにもの も 存在 
しない。 建築物で あれ、 道路で あれ、 街路樹で あれ、 室内の 種々 の 設備で あれ、 すべ 
ては ヒトの 脳が 作り出し、 あるいは 配置した ものである。 人工 物 以外の ものは、 そこ 
から 排除され る。 ここでは、 脳は もっぱら 脳の 産物に 囲まれ、 オ トギの 国に 暮 す。 そ 
こに 違和感は ない。 あれば 脳は それを 排除す る。 違和感は 脳に 生じる もの だからで あ 
る。 

社会とは、 すなわち 脳の 産物で ある。  (養老 孟司 『唯 脳 論』 ちく ま 学芸 文庫) 

ここでは 建築物な どの 「物理的な 実体」 を 持った 事象 もまた 人間の 脳、 すなわち 空想 か 
ら 生じて きた ものである ことが 説明され ている が、 物理的な 実体を 持たない 観念 や 制度 も 
当然、 人間が 想像した ものである。 かつて、 精神分析 学者の 岸 田秀は 「すべては 幻想で あ 
り、 いかなる 観念に も 絶対 普遍の 実体は 存在し ない」 といぅ 考えを 「唯 幻 論」 といぅ 理論 
に まとめた。 唯 脳 論 も 唯 幻 論 も 実際には ひとつの 同じ 思想を 異なる 角度から 説明して いる 
の だ。 つまり、 われわれ 人間が 「現実」 だと 考えて いる 世界は、 実は 人間の 脳 = 想像力が 
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生み出した 仮想 世界な の だ、 という ことで ある。 

たとえば ロケットが 空を 飛び 月へ 到達す る ことができ るのは、 さまざまな 物理 法則 や 科 
学 技術の 発展の お 陰で ある。 膨大な 「知」 つまり 情報の 集積が 月世界 旅行と いう 一見 非 現 
実 的に 思える 行動を 現実化し たわけ だが、 つい 百年 ほど 前までは、 月世界 旅行は 映画 や 小 
説の 中 だけで 可能な 「空想」 にす ぎなかった。 つまり 「月に 行きたい」 という 空想が 最初 
にあって、 その 空想を 現実化す るた めに 人間が 知識を 集積し 統合 •発展させる ことで 「月 
旅行」 が 現実化し たわけ だ。 「月 旅行を 可能に する 知識と 技術」 が 最初に 用意され ていて、 
それを 組み合わせて みたら 偶然 月に 行けた、 という わけでは 決してな いの だ。 すなわち、 
人間の 現実 世界は、 実は 目的論に よって 構築され 変化 発展し 続けて いるの だ。 

す 狐 立した 個人が 自我を 安定す るた めの 方法 

さて、 宗教に よる 救済 や 政治に よる 救済が ある 程度 相対 化され、 個人の 魂を 救う ものは 
「恋愛」 や 「家族」 といった パーソ ナルな 関係 性で あると いう 結論に 最終的に 至った こと 
自体は、 決して 間違いで はない と 思う。 神の 存在を 科学的に 証明す る ことは 困難た し、 政 
治 的な 社会 変革に よって 万人が 永遠 不滅の 幸福を 得られる はず だとい う 信仰 もまた、 マル 
クス 主義の 瓦解に よって 説得力を 失った。 それら も 含めて、 人間の 歴史は パーソ ナル 化の 
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方向に 向かい 続けて いる。 

しかし、 人間関係の 最小限の 構成単位であった はずの 「家族」 が 壊れた 時、 人間の レゾ 
ン デー トルは 完全に 宙 ぶら りんと なり、 絶え間の ない 不安が 個人を 襲う ことに なった。 人 
間の 自我は 他者との 関係 性の みに おいて 支えられ ており、 「神」 もまた その 「他者」 を 内 
面 化した ものに 他なら ない。 フロィドが 母子 関係を 重視した のは、 母子 関係が 自我に とっ 
て 最初の 「自- 他」 関係 だからであった。 

にもかかわらず、 恋愛は 「誰もが 行える」 という 建前を 現実の ものにする ことができず、 
恋愛で きない 人間 や 恋愛に 癒しを 見出す ことができない 人間を 大量に 生み出す ことと なっ 
た。 家族に しても 同様で、 核家族 化から 独 家族 化へ という 流れは とどまる ことを 知らない。 

このょうな 孤立 状況に 陥った 人間が 自我を 安定させる には、 大きく 分けて 三つの 方法が 
ある。 一つは、 何が なんでも 恋愛し、 家族を 持つ という 道。 もう 一つが、 空想の 世界で 萌 
え キヤ ラに 萌 える という 道で ある (この 二つの 道の 中間 あたりに ペットを 飼って ペットに i さ 
れる といった 道 も ある)。 最後に、 仕事な どに 自己を 捧げ、 自我を 絶対的に 支える 他者な ど 
は 存在 しないと いう 相対主義を 受容して 孤高を 貫く という 厳しい 道が ある。 

最後の 道は 万人に 可能な ものでは なく、 一部の 人間に しか 進めない ものだろう。 一般的 
には、 恋愛 や 家族と いう 関係に あくまでも こだわる か、 あるいは 「萌 え」 のょうに 空 S 乃 
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世界へ 向かう か、 いずれ かになる と 思われる。 ところが、 誰もが 平等に 恋愛で きる わけで 
はない ことは すでに 明らか だ。 また、 たとえ 恋愛で きたから といっ て、 必ず 救われる とは 
限らない わけで ある。 これに 対して 万人に 可能な 開かれた 道 こそが 「萌 え」 なの だ。 

ところが、 これまで、 萌 える 男は、 社会から 現実 逃避 者の レッテルを 貼られて 一種の 犯 
罪 者 予備軍 や 社会的 落伍者と して 扱われが ちだった。 これは つまり、 「萌 えの 道」 を 選択 
させまい とする 旧来の ドグマの 作用な ので ある。 僕は すべての 人間が 萌 える オタクになる 
べき だとは 思わない し、 実際そう いう 事態には ならない と 思っ ている が、 選択肢の ひとつ 
として 「萌 え」 を 選ぶ 自凼は 万人に 与えられるべき であると 思う。 

そもそも、 人間に 「恋愛の 義務」 はない の だ。 

「別に 恋愛し なくても 構わない」 という 新しい 考え方が もっと 一般的に なれば、 むしろ 救 
われる 人間が 増える はずな の だ。 恋愛す る ことによって 苦しむ 人間 も 多い が、 「恋愛で き 
ない」 という ことで 無駄に 自分を 責め、 あるいは 周囲から 責められる 人間 も 多い。 「恋愛 
する もしない も、 本人の 自由」 であり 「恋愛で きないから といって、 人間と しての 価値が 
損なわれる わけでは ない」 という 発想の 転換が そろそろ 必要な のではないだろう か。 そ も 
そ も、 恋愛は 人を 傷つける が、 萌 えは 誰も 傷つけない。 相手を 傷つけたくない •自分 も 傷 
つきた くないので 恋愛せ ずに 萌 える、 という 生き方が、 なぜ 非難され なければ ならない の 
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図表 26 現実 （三次元） と 観念 （二次元） の 関係 


① 二次元 （観念）  ② 幻想の 共有 化  ③ 三次元 （現実) 


はじめは、 各個 人  多数の 偶人が 個人 問の 交流  \  \  )  ノ 

が それぞれの 私的  によって 一つの 幻想に まと  ^ - ^ 

幻想を 抱いて いる  め あげて これを； H： •イ /すると、  その 共 M 幻想が 

状態  共同 幻想と なり .  「现 実」 に 適 ⑴ される 


空想の 中で 構築 さ れた 仮説が 実現へ と 適用 される。 


だろう か。 

t 萌 えと 幻想の 共有 化 

もちろん、 萌 えは 単に この 悲惨な 現実 か 
ら 避難す ると いう 消極的な 「守り」 の 道で 
はない。 短い スパンで みれば 緊急 的な 「避 
難」 であり 「守り」 なの だが、 長い スパン 
でみ て みれば、 萌 えの 世界で 構築され た 新 
たな 人間関係の 制度が いずれは 現実 社会へ 
と 逆転 送され て 現実を 変革す るか もしれ な 

いの だ。 

さきほど 唯 幻 論 や 唯 脳 論に 触れた が、 こ 
れらの 説に 基づいて 現実 (三次元) と 空想 
(二次元) の 関係を 図説 化して みょう。 図 
表 26 を 参照して ほしい。 

このょうに 現実と 観念、 三次元と 二次元 
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とは 実は 結びつい ており、 しかも 二次元 = 観念の ほうが そもそもの 主体と なって いるの た。 
観念とは 目的論の 世界で あり、 現実は 因果律の 世界で ある。 そして 人間が 構築す る 「現実 
社会」 とは、 因果律の 世界に 自らの 目的論を 持ち込もう とした 結果 生まれて くる 「リアル 
な 仮想 現実」 に 他なら ない。 

もちろん、 ある 観念が 空想され たからと いって、 その 観念の すべてが 現実に 持ち込まれ 
る わけでは ない。 観念を 現実化す るた めには、 大勢の 人間が 同じ 観念を 共有す る 必要が あ 
る。 「幻想の 共有 化」 という 作用が 必須と なる の だ。 たった 一人の 人間 だけが 持って いる 
観念は、 妄想に すぎない。 しかし その 観念を 大勢の 人間が 共有 化すれば それは 业ハ同 幻 ^ 
となり、 やがては 現実と なる。 この 「幻想の 共有 化」 作用を もたらす 力は、 かつては 主に 
書物が 担って いたが、 情報 産-業の 発展に ょって 現在では 映画 •テレビ. ラジオ •インタ— 
ネットと いった 複数の メディアが 担う ことと なつた。 

インタ ー ネットは、 情報の 受け手と 発信 者が 原則的に 平等と なって いる 点が 新しい。 従 
来の メディア —— テレビ や 新聞な どでは 発信 者が 一方的に 受け手に 情報を 与えて きたの だ 
が、 インター ネットでは 「情報を 一手に 握って 管理して いる」 という 特権 的な 階級は 原則 
的に 存在し ない (アクセス 数の 多い サイトな どは あるが)。 オタク 文化 (萌え 文化を 含めて) 

の 爆発的な 拡大は、 この インタ ー ネット 文化と 無関係で はない。 ネットに 接続で きる 環境 
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さえ あれば、 誰もが 新たな 「共同 幻想」 を 生み出し、 あるいは 新たな 共同 幻想に 主体的に 
参加す る ことが 可能と なった の だ。 

たとえば、 匿名 掲示板 「2 ちゃんね る」 から 生まれた 「電車 男」 が、 書籍 や 映画と いっ 
た 既存の メディアに 展開す る ことを、 参加した 当の スレッドの 住人の 多くが 忌避した のは 
なぜか？ それは、 「平等 原則」 の メディア である インタ ー ネットから 生まれた 電車 男と 
いう 共同 幻想が、 既存の 「一部の 人間が 特権を 持って いる」 メディアに 取り込まれて 商品 
化される ことに 対する 嫌 悪感の 表れだった のではないだろう か。 

「萌 え」 もまた 既存 メディア によって 無力 化され、 紋切り型の 情報と して 消費され てし ま 
う 危機を 常に 孕んで いる わけ だが、 そのこと について は 後述す る。 

t 萌 えの 思# M 験が 現実 社会に！ 一^され た 場合 

さて、 「萌 え」 の 思考 実験が 何が しかの 新しい 共同 幻想を 生み出し、 その 共同 幻想が 現 
実社会に 適応され た 場合、 はたして 何が 起きる のだろう か？ 

「萌 え」 はま だ 発展 途上の 運動な ので、 「現実 世界は、 かく あるべし」 という 最終的な 新 
しい システムを 生み出して 共同 幻想 化する には 至ってい ない。 したがって 正確な 結果を 予 
想す る ことは 難しい が、 すでに 秋 葉 原を 中心として 「メイ ド 喫茶」 などの 二 •五次 元 産業 
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が 登場して いる ことに 注目したい。 二 •五次 元 産業とは、 三次元の 人間に 二次元 キヤ ラク 
夕— の コスプレ をして もらつ たり、 「メイ ドさん」 のよう な 二次元に しか 存在し ない キヤ 
ラク タ— 属性に なりきって もらった りする サー ビス 産業で ある。 コスプレ 文化 そのものは 
昔から 存在した が、 それが 産業 化した という ことは、 「コスプレ という 萌え 文化が 二次元 
から 三次元へ 進出して きた」 という 一つの 重要な 事件と 言って いいだろう。 

最近では 喫茶店 だけでなく、  メイ ドさん に 部屋を 掃除して もらう という サー ビス 産業 も 
現れて いる。 こ、 っなる と 単に アルバイトの 女性に メイ ドさん の コスプレ、 つまり 二次元の 
模倣を して もらっ ている だけでは ない。 彼女は 実際に 現実 世界に おいて メイ ドさん として 
機能して いる わけで ある。 

「メイ ドさん」 は 比較的 現実化し やすい 共同 幻想な ので (もともと ヨー ロ ッ パに 実際に 存在 
する メイ ド 文化が モデルに なって いるから)、 早い 段階で 「一一 •五次 元 産業」 という 形で 現実 
社会に 逆転 送され たのであろう。 

現実化が 困難な 共同 幻想と しては、 やはり 「萌ぇ ロボット」 幻想が ある。 恋愛の 対象と 
しての 萌ぇ ロボット 幻想は リラダンの 『未来の イヴ』 以来 足 かけ 三 世紀 もの 歴史を 持つ か、 
いまだに 実現して いない。 いずれは 実現す ると 思われる が、 AI の 開発が 進んで いないの 
で おそらく 僕が 生きて いる 間には 無理ではないだろう か。 
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図表 27 純愛の 存在す る 世界と 存在し ない 世界 


I 純愛の 存在し ない 世界 _ _ 純愛の 存在す る 世界 _ 

岸田秀 説では、 人間 閲 係の 質を 規定す る ものは 両者の 間で 共有され る 共同 幻想 
の 質で ある。 したがって 「純愛」 は 「ある」 と 考える 者 同士の 間には 「ある」 
が、 「ない」 と 考える 者 同士の 間には 「ない」。 
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もちろん、 「メイ ドさん」 や 「ロ ホット」 と 

いった 物理的な 属性 だけが 「萌 え」 の 本体では 
ない。 萌 えの 精神 •萌 えの 思想と でもい うべき 
ものが、 常に 萌 えの 底流に 流れて いる。 たとえ 

ば 「純愛 主義」 や 「男女平等 主義」 「非 暴力 主 
義」 など だ。 これらの 「 萌 えの 精神」 を 現実 社 
会に 逆転 送す る ことができれば、 社会に 対して 
多大な メリットが あるは ずな の だ。 現実の 恋愛 
はい ま、 本来の 理想を 失って 弱肉強食の 狩 a ゲ 
—ムと 化して いる。 その 結果、 「愛情」 よりも 
「金」 や 「地位」 「プラィド」 といった 本来は 恋 
愛と 相反す る 価値が 尊重され る ことと なり、 恋 
愛本 来の 「お 互いを 癒し 自我を 安定 させ あう」 
という 機能は 損なわれ、 その 結果、 D V や スト 
— キングと いった 問題が 多発す るよう になった。 
家族に し て も 同様で ある。 


175  第五 章 萌 えの 目指す 地平 


ありていに 言えば 「セックスした いだけ」 とか 「金が 目当て」 とか、 そのような 動機 付 
けで 恋愛したり 結婚した 結果が、 人間の 精神を 癒し 充足させる 関係 性に 到達す るは ずがな 
いので ある。 岸田秀 は、 これを 「寛 一 お宮」 の 関係で 説明して いる。 お宫 という 一人の 女 
性に 対して、 純愛を 捧げれば 純愛が 得られる が、 金で お宮の 愛を 買おうと しても 得られる 
女は 金！！ n 当ての 欲深な 女に すぎない —— すなわち、 個人 同士の 関係を 規定す る ものは、 そ 
の 関係を 規定す る 共同 幻想の 質と レベルに よるとい うの だ。 この 説に 従えば、 愛な き 現代 
を 生み出した 原因は やはり 恋愛 資本主義 という システム であり、 萌 えの 理想で ある 純愛 主 
義を 現実に 持ち込んで 定着 させれば、 現実 世界に も 純愛が 蘇る はずな ので ある (前 ぺージ 
の 図表 27 参照)。 

t 精神 世界の 価値が 復興 すれば 家族が 再生され る 

「恋愛の 復興 •純愛と いう 理想の 再生」 という 現実的な 目的と、 「二次元の キャラクタ— 
に萌 える」 という 萌 える 男の 行動 じたいは、 一見す ると まった く 逆 方向へ 向かっ ている よ 
うに 見える。 したがっ て、 萌 える 男を 表層 的に 「現実の 恋愛から 逃避して いる」 と 断罪し 
たり 嘲笑す る ことは たやすい 。もっと 極端な 場合に なると 「萌 える 男は 現実の 女性に 相手 
にされ ない ので、 仕方なく 二次元に 逃げる しかない の だ」 という 差別 観を 持つ 人間 も 多い。 


176 


特に、 恋愛 資本主義 システム - 恋愛と いう 商品を 売り、 消費させる ことで 利益を 得て 

いる システムに とっては、 萌 える 男は 排除すべき 存在で ある。 この システムの 中には、 マ 
スメ ディア も 組み込まれ ている。 したがって メディアでは、 「萌 えとは 現実 逃避で ある」 
「萌 える 男は 敗者で ある」 という 方向へ バイアスを かけた 報道が なされる ことになる。 

しかし、 僕の 考えでは、 萌 えとは 「現実に おける 既存 システムの 崩壊」 i 「観念に よる 
再生 シ ミュレー ショ ン 実験」 丄 「新 システムの 現実への 導入」 という 流れの 中で 必然的に 
生まれて きた 運動であって、 つまりは 恋愛 や 家族の 完全な 崩壊を 食い止める ための 「修正 
案」 について 試行錯誤 する 精神 運動な の だ。 へー ゲル 哲学に おける 「正 •反 •合」 に 多少 
近い ニュアンスで 捉えて もらえれば よい。 

また、 もう 少し 消極的な 意味では、 萌 えは 「現実に おける 恋愛の 放棄」 「恋愛と 称する 
消費 活動に 対する ストライキ」 であると 捉える こと もで きる。 バブル 期 以後、 本来は 「純 
愛」 であるべき はずの 恋愛が 「勝ち 組」 「負け 組」 といった 弱肉強食 的な 価値観に 支配 さ 
れ るよう になり、 受験生が 寸刻を 惜しんで 勉強して 少しで も 偏差値の 高い 学校に 入ろうと 
する のと 同様に、 男女 ともどもに 少しで も 「恋愛 偏差値」 の 高い パー トナー を 捕まえよう 
と あくせく 努力し 消費し 続けなければ なら なくなっ た。 

しかし、 偏差値の 高い 学校に 入る ことと 受験生 自身の 人生に おける 幸福と がまっ たく 無 
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関係で あるのと 同様に、 「恋愛 偏差値」 の 高い 人間を 捕まえる ことが 彼 (彼女) にと って 
幸福に 繫 がるの かと いえば、 必ずしもそうと はいえない。 むしろ、 「恋愛は かく あるべし」 
という ドグマに 縛られる ことで 恋愛の 本来 の 機能と 目的を 見失って いるので はない か。 

これは 家族 関係に しても 同じ ことが 言える。 家族 関係には 経済的な 結びつき という 側面 
も あるが、 情 動的な 結びつき により 家族 間で 相互の 自我を 安定 させ、 居心地の 良い 空間を 
作り出す という 機能 も 内包して いる。 もちろん、 これは あくまでも 「理想」 であって、 完 
全に 理想に 合致す る 家族 関係を 実際に 作り出す のは 困難で ある。 だが、 最初に 理想が ある 
のと、最初から理想がないのとでは、結果はおのずと異なってくる。先ほどの図表 27 (一 
七 五べー ジ) を 参照して ほしい。 理想が ある l:y: 界 では、 理想は 「ある」。 しかし 理想が な 
い 世界には、 理想は 「ない」。 家族を 構成す る 人間たち が 「家族と いう 関係には 理想が な 
く、 単に 荒んだ 偶然 的な 関係に すぎない」 という 幻想を 共有 すれば、 家族は 有効に 機能し 
ない。 そして それが 現在の 多くの 家族の 状況な の だ。 

さらに、 女性が 容易に 経済的 自立を 果たせる ようになった 現在では、 女性が 無理を して 
家族 関係を 維持す る 必要が なくなった。 家族 関係が 自己に とって 不利益な 関係に しかなら 
なければ、 あっさりと 家族を 捨てて 自立して しまう ことができ るの だ。 もちろん 家族 内に 
踏みと どまって、 より 良い 関 ^ の 構築を 目指す という ル ー トも ある。 たか、 最初に 当人 か 
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「より 良い 関係を 築く ことができる」 という 理想を 持っ ていなければ、 そのような 選択肢 
は そもそも 現れない わけ だ。 「ダメ なら 潰して しまえば いい」 「やめて しまえば いい」 とい 
うのが、 理想な き 現代に おける 家族 関係 •恋愛関係 に対する 基本的な 考え方に なって いる。 
もちろん、 これは これで 正しい。 お 互いを 不幸に する しかない 関係を 続ける ぐらいなら、 
無関係の ほうがよ ほど ましな の だ。 しかし、 すべての 人間が ひとりき りに なり、 「独 家族」 
状態で 生きて いき 死んで いくとい う 社会は、 非常に 不安定な ものになる だろう。 大部分の 
人間に とっては、 やはり 自我を 安定させる ために 他者との 関係 性が 必要な の だ。 

t 「純愛」 復興 

そこで、 恋愛関係 や 家族 関係の 中に 一度は 相対 化されて 無効 化されて しまった 「純愛」 
という 概念を ふたたび 見出さなければ ならない、 という 欲求が 高まって きたの だ。 「萌 え」 
もまた、 「純愛」 を 復興し ようとい う 運動な の だ。 「萌 え」 のみならず、 「純愛」 を そろ そ 
ろ 見直そう という 動きは いろいろな ところで 登場して いるの だが、 旧来の 恋愛関係 •家族 
関係とは 構造 的に 異なる 関係を 作り出す レベルまで 踏み出し ている 運動は 今のところ 「萌 
え」 だけ かもしれ ない。 

オタクと キャリア 女性の 純愛を 描いた 『電車 男』 (原作 版) は、 旧来の 恋愛 資本主義 旳 
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な システムに オタク 男を 嵌め込んだ だけの 構造で、 何ら 新しい 価値観を 提出して いない 
(これからは オタク も 恋愛に 参加させる べき だとい う 提案は 新しい のか もしれ ない が)。 携帯 サ 

イト 小説から ヒットした 『Deep  Love』 (第一章) もまた、 「純愛を 見失って 売春 
をして いた 少女が、 真実の 純愛に 目覚める」 という 紋切り型の 物語だった。 

これに 対して 萌 ぇが 再生 させようと している 純愛 主義は ただの 復古主義で はなく、 より 
ラジカルで 新しい 純愛 主義な のた。 

そもそも、 旧来の 純愛が 現実では 実現 困難であった からこ そ、 恋愛は 相対 化されて 恋愛 
資本主義に 堕ち こんで しまった の だ。 だから その 概念を そのまま 復興 させようと しても、 
恋愛 資本主義が 「純愛 資本主義」 に すりかぇられる だけではないだろう か。 つまり 「純愛 
すら 商品 化される」 という 事態が 起こる ので ある。 

「電車 男」 が ネットから 書籍 •映画 •ドラマ •漫画な ど あらゆる メディア によって 商品 化 
され 消費し つくされた ことから も、 この 危惧は 当たらず とも 遠からずの 感が ある。 『電車 
男』 (原作 版) は八〇 年代 バブル 期に 築かれた 価値観で ある 恋愛至上主義から 踏み出して 
おらず、 その 先に ある 「家族」 という 問題は まったく 視野に 入って いない。 「恋愛結婚 こ 
そが 人生の ゴー ル」 というの が 恋愛至上主義の 一つの 教条に なって いるが、 現実には 結婚 
した 後の 人生の ほうが 長い 上に 何かと 厄介な 問題が 持ち上がって くるわけ で、 「恋愛して 
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結婚 すれば 幸せに なれる」 という 物語を もう 一度 高らかに 唱えた からといって 家族の 崩壊 
という 現実が 改善され るか どうかは わからない。 むしろ、 結婚した 後に 構築され る 家族 関 
係の 中に 純愛と いう 思想を 導入す る ことによって こそ、 家族 復権の 可能性が 見えて くるの 
ではないだ ろうか。 

t 現実の 家族 解体と 「家族 萌え」 との 相対 関係 

家族制度が 個の 自立に よって 解体の 一途を 迪っ ている 背景には、 家族が 「経済的 活動の 
ための 一つの 機能」 という 形に 相対 化されて しまって いると いう 原因が ある。 八〇 年代 以 
後、 恋愛 や セックス やその 他す ベての 関係 性が 相対 化された ので あるが、 このような 相対 
主義は (狭義の) 功利主義に つながる。 その 結果、 家族 もまた 個々 の 利益の ために 集合 離 
散を 繰り返す あやふやな 関係 性に 変質して いったの だ。 この 変質は 個人の 自立と いう 利益 
を もたらし たが、 同時に 個人を 孤立 させ、 絶え間ない 不安に 落とし 込む という デメリット 
も 生んだ わけ だ。 

このような 状況に 抗 うため に、 萌 えの 世界で 強烈に 沸き起こった ムー ブメン トが、 「家 
族萌 え」 —— 「(空想の) 家族に 萌 える」 という ジャンルだった の だ。 妹、 姉、 母、 弟、 
あるいは 父親 . あらゆる 家族が 萌 えの 世界では 萌 えられる 対象と なる。 さらに、 萌 える 
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男 自身 も 二次元の 家族から 萌 えられる 対象になる。 兄と 妹の (恋愛関係とは 異なる) 家族 
としての 純愛 関係を 巨大な 体系と して まとめ 上げた 『シス タ— プリンセス』 は、 萌 えの 世 
界の 中で 「愛情を 与え 合う 家族」 という 家族の 本来の 理想 像を 追求し ようとす る 動きた っ 
た。 

この 『シス タ— プリンセス』 に 登場す る 妹は 全員、 重度の ブラ ザー コンプレックスと 診 
断され る パ ー ソナリ ティの 持ち主で あり、 もし 現実に このような 「お兄ちゃん 大好き」 と 
公言して はばからない 妹が 存在したら、 周囲から 奇異な 目で 見られる ことだろう。 妹に 愛 
情を 注ぎ 続ける 兄 も、 同じように 重度の シ スター コンプレックスの 持ち主と 診断され、 や 
はり 変人 扱いされ るだろう。 実際、 『シ スター プリンセス』 に 嵌って いる オタクは 「妹 好 
きの 変人」 と 周囲の 非 オタクから 気持ち 惡 がられる ことが 多い はず だ。 つまり 「家族に 萌 
える」 という 行為 自体が、 現代では 「気持ちの 惡 い」 行為な ので ある。 だが、 本来、 家族 
という ものは そういう 関係で あるべき だとい う 理想が あった はずな のではないだろう か？ 

もし 現実の 家族が 多少な り ともお 互いに 「家族 萌 え」 の 精神を 持つ ことができれば、 家 
族の 崩壊 •解体と いう 現象に 歯止めが かけられる はずな の だ。 もちろん 現実の 家族が 家族 
萌 えを 通り越して 恋愛関係 や 性 関係に 陥って しまう と さまざまな 問題が 発生す るが、 「萌 
える」 という レベルの 関係に 留まって いさえ すれば、 その 関係は 両者に とって 自我の 安定 
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を もたらして くれる 非常に 有効な 関係と なる はずな の だ。 

t 家族 形態の 多様化 —— 兄妹 関係、 母子 関係、 主従 関係 

また、 萌 ぇの 世界では、 従来の 家族 関係 •恋愛関係に 代わる まったく 新しい 関係 性を 作 
る 実験 も 行われて いる。 すでに 前述した とおり、 必ずしも 男女は 他人から 恋愛関係を 経て 
家族に 至る という ル ー ト だけを 通らなければ ならない わけでは ない。 たとぇば、 赤の他人 
同士で あっても、 「兄」 と 「妹」 の 関係を 構築す る、 という ルー ト も 可能な ので ある。 『マ 
リア 様が みて る』 では、 学園の 先輩と 後輩が 「姉」 と 「妹」 の 関係を 結ぶ という 「擬似 姉 
姝 関係」 が 作品 世界の キモ になって いる。 つまり 「擬似 家族 関係」 という 可能性 も、 われ 
われには 開かれて いると いう こと だ。 

実は、 擬似 家族と いう 関係 性は アジアでは 古くから 存在した 。といっても 兄と 妹では な 
く 「兄と 弟」、 つまり 「義兄弟」 という もの だが。 中国の 古典 『三国志 演義』 では 劉備. 
関 羽 •張 飛の 三人の 男伊達が 義兄弟の 契りを 結ぶ シ—ン が 序盤の 最大の 見せ場に なって い 
るし、 日本で も 「固めの 杯」 によって 男 同士が 義兄弟になる という 風習が 任侠の 世界に 残 
ってい る。 義兄弟の 風習が どのような 理由で 登場した のかは 僕の 専門 外な のでよ くわから 
ない が、 男が 集団を 構成す る 場合、 「赤の他人」 同士で 利益の ためだけ に 結びつい ている 
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状態よりも、 「義兄弟」 つまり 擬似 家族と して 義理 人情で 結びつい ている ほうが 集団が 安 
{ 疋 する であろう >  J とは 想像で きる。 

同様に、 男女 関係に おいても、 「金の 切れ目が 縁の 切れ目」 的な ありように 陥って 不安 
定 になり がちな 恋愛関係よりも、 擬似 的な 「兄妹 関係」 「姉弟 関係」 を 結ぶ ほうが、 ある 
いは 安定す るの かもしれ ない の だ。 恋愛関係は 男女平等 主義の 敷衍に よって 原則的に 男女 
が 対等の 立場に 立った 関係 だが、 両者が 対等で あるが ゆえに 衝突が 絶えず、 利害 や 感情が 
衝突した 場合に いずれの 意見を 採用す るかと いう 状況に なると 確固と した 判定 基準 か 見出 
せない。 こうなる と 罵り 合いが 続く か、 あるいは 暴力に 訴える DV という 手段が 出て くる 
こと も 多くなる。 

だが、 たとえば 「兄」 と 「妹」 の 関係で あれば、 兄が 妹よりも 表面的には 上位に 位置す 
る (が、 内的には 兄が 妹に 萌え ている) という 関係で あるから、 兄が 妹に 譲歩 するとい う 形 
を 取り やすい。 もちろん ここで 言う 「兄妹 関係」 とは 現実の 兄妹 関係では なく、 萌え 世界 
において 理想化され 再構築 された 兄妹 関係の ことで ある (なお、 表面的に も 内的に も 妹が 兄 
を 支配 するとい う ハタ ー ンも ある)。 

逆に 萌え世 界 における 「姉」 と 「弟」 の 関係では、 姉が 弟を 支配す る 上に、 意見が 対立 
した 場合に も 姉の 意見が 優先され ると いう パ タ—ン が 多い が、 姉が 一方的に 弟を 溺愛す る 
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という ハタ — ンも ある。 

他に も 擬似 的な 母子 関係 や 擬似 的な 父 娘 関係、 メイ ドと 主人の ような 主従 関係な ど、 m 
えの 世界には さまざまな 関係 性が 登場す る。 これら すべてが 現実 世界に おいても 有効で あ 
るとは 思わない が、 「義兄 妹 システム」 や 「義姉 弟 システム」 などは 男女 間の 新しい 関係 
性の システム としてい ずれ 完成 度を 高め、 何ら かの 形で 現実に フイ— ド'、 ハックされ るので 
はないだ ろうか。 

t 現実 世界と 精神 世界の 並立 世界 —— 二つの 世界を 機能 別に 使い分ける 

現実 世界と 萌 えの 世界を 完全に 区別して しまい、 両者を 機能 別に 使い分ける という 方法 
論 も ある。 つまり 恋愛 や 家族と いつた 「癒し」 「救い」 を 求める 精神的な 機能に ついては、 
すべてを 萌 えの 世界で 贿 ってし まう。 同時に 現実 世界では、 衣食住と いった 生活と 労働. 
消費を 行い、 現実の 人間関係には 自我の 支えを 求めない。 現実の 人間と 恋愛 や 家族と いっ 
た デイー プな 関係を 構築し ないから、 余計な トラブル も 起こりに くくなる。 

これは 理想の 放棄では なく、 「理想は 精神 世界で 実現 すれば よい」 という 一種の 割り切 
りを 行う という ことで ある。 この場合、 現実に おける 家族 や 恋人は 完全に 機能的な 結びつ 
きで しかない という ことにな り、 一見す ると 現状よりも さらに 崩壊が 加速す るよう こみえ 
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る。 だが、 現実の 関係に 理想 も 持たない 代わりに 希望 も 持たない ので、 現実の 関係が 破綻 
する 可能性は 低下す る。 

この 方法論は つまり、 現実に おける 家族 や 恋愛の 価値を 極限まで 相対 化して しまい、 そ 
のか わりに 空想の 世界に 自我を 依存させる という やり方 だ。 「家族を 復権させる」 という 
萌 えの 目的は 現実 世界では 果たされな いが、 観念の 世界に おいて 果たされる。 そして それ 
を 社会の 誰もが 「現実 逃避」 だとは 思わず、 それを 「救い」 だと 認め 合う 価値観を 持つ。 
実際問題、 いま 現在 「萌 えて」 いる 男たち は 内面で 救われて いる わけなの だが、 周囲の 社 
会が それを 「救われて いる」 とは 認めずに 「現実 逃避」 だと 断罪す るから、 萌 える 男の 葛 
藤が 終わらな いわけ だ。 現実に おける 人間関係の 再構築が 萌 えの 究極の @ 的 だとしても、 
そこに 至る 以前の 段階に おいて、 そのょうな 「 萌え にょる 救いの 社会的 認知」 を 得る 必要 
は あると S う。 

また、 萌 えの 世界が 「逃避」 ではなく 「救い」 であり 「世界の 理想の 姿」 であると 認知 
されれば、 その 萌 えの 世界を 現実に フィ ー ド パックして 現実 世界に も 救いと 癒しを もたら 
そうとい う 動き も 本格 化する だろう。 僕が この 本を 通して 主張して いる ことは、 つまり、 
そういう ことなの である。 現実 社会に おける 恋愛 資本主義 という システムには、 もう 理想 
まなく、 救い もない。 一部の 人間は 救われる かもしれ ない が、 万人が 救われる システムで 
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はない の だ。 

人間は 平等で あると いう 民主主義の 理念に 基づけば、 すべての 人間は 最低限の 文化的 生 
活を 保証され る 権利を 持つ のみならず、 最低限の 自我の 安定 •精神的な 幸福感を も 保証 さ 
れ るべき であり、 恋愛関係 や 家族 関係の ような クリティカルな 問題を 「個人の 努力の 結 
果」 として 放置し、 弱肉強食の 状態の まま 放置して おくべき ではない。 人間は 生まれな が 
ら にして 容姿 や 性格、 経済力な どで 大きく 差異を 持っ ている。 つまり 「原則 平等」 では あ 
るが 「実際には 不平等」 なの だ。 そこに 「自曲 恋愛」 を 持ち込んで 放置 すれば、 システム 
から 排除され ていく 人間 か 発生す る ことは 自明の理 なので ある。 そして、 それらの 人々 を 
路上に 放置した まま 嘲笑して いるの が、 現代の 社会な の だ。 これは 根源 的な 不平等で あり、 
重大な 社会問題 なの だ。 すべての 人間が 誰か しらの 「他者」 に萌 え、 愛情を 感じ、 また 愛 
を 与えられ、 自我を 安定させる ことができる、 そのような 世界を 実現 させよう とする 過程 
において、 「萌 え」 は 必然的に 生まれて きたの だ。 

この 「自我を 安定させる 人間関係の システム」 はすべ ての 人間に 必要な ものであって、 
衣食住と 同等に 重要な もの だ。 したがって、 「恋愛」 を 「一 〇〇メ I トルを 速く 走る 能力」 
と 同様に 「本来 不平等な もので 才能の 有無を 嘆く のは あつかましい」 と 言い切る のは 間違 
いだし (一 〇〇メ ー トルを 速く 走れなくても 人間は 別に 困らない が、 誰に も 愛されず 誰を も 愛せ 
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ない と 人間は 深い 苦悩の 淵に 落とされる)、 また 「本人 か 努力 しないの かすへ て 悪い」 とい 
う 論 も 間違つ ている。 恋愛に 関しては、 努力しても 報 われない 人間 もい る。 その上、 その 
努力の 中身が 「金を 稼いで 貢ぐ こと」 や 「言葉た くみに 女の 機嫌を とる こと」 「相手の 心 
理を うまく 誘導す る こと」 などと いつた あさましい 有様に なつて いる 現状では、 その 努力 
自体を 潔し とせずに 観念 世界の 純愛に 走る 人間が 続々 と 現れる の も 当然であろう。 

異性に モテる ことを 目的と した 女性 雑誌 や 男性 雑誌の 見出しを 見て みて ほしい。 そこに 
書かれて いる 「異性を 誘惑す る テクニック」 の 数々 を、 「役に立ちそう」 と 思う か 「吐き 
気がする」 と 思う かは 人 それぞれ だが、 「吐き気が する」 と 感じる 人間 も 多い の だ。 その 
ような 生 質の 人は 往 々にして オタクと なり、 萌え キヤ ラに 純愛を 捧げる ことになるの だ。 

葫 える 男とは 「モテたくない 男」 なので ある。 
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第 六 章  萌 ぇない 社会の 紀末  家族の 解体 


t ll えの 目的論を 解体す る 試みが 萌 えを 無力 化する 

前章では、 「萌 え」 によって 家族 や 恋愛と いった 現代 社会に 必須の 社会 システムを 再生 
する ことができる のでは ないかと いう 可能性に ついて 考察して みた。 僕の 主張の 骨子は、 
現実 社会 (三次元) もまた 人間の 脳が 作り出した 「共同 幻想」 であり、 したがって 個の 幻 
想 (二次元) が 三次元に フィー ド、、 ハック されて、 新たな 現実 (共同 幻想) を 作り上げ てい 
くこと も 可能 だとい う 一点に ある。 つまり、 実は われわれ 人間が 「現実」 だと 考えて いる 
让界と 「観念」 だと 思っ ている 世界すな わち 三次元と 二次元とは 「地続き」 になっ ている 
という 主張 だ。 そして この 三次元と 二次元の 境界は、 インタ ー、 不ット を はじめと する 情報 
メディアの 急敫な 進化に よって、 以前よりも はるかに あやふやで あいまいな ものに なって 
おり、 それだけ 個の 持つ 幻想 —— 二次元が 三次元に 与える 影響力は 大きく なって いる。 

岡 田 斗 志 夫は このような 二十 一世紀 型 社会を 「自由 洗脳 社会」 と 定義して いる。 「洗脳」 
と 書く と 1¢ そうな 感じが する が、 つまりは かつての キリスト教の ような '1 « 一絶刘 の F 大な 
価値の 体系は 情報化社会に おいては 失われ、 個々 の 共同 幻想を お 互いに 発信し あう 社会が 
これから 到来す る (あるいは、 すでに 到来して いる) という 話で ある。 ゆえにす ベての 価値 
ま 相対 化される。 岡 田 氏は だから、 旧来の「恋愛至上主 « 」システムの維持を締めて各 
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# 人は 恋愛 以外の もろもろの 人間関係を 機能的に 使い分ける ことで 自我の 安定を 図る とい 
う システムを 提唱した わけ だ。 

これに 対して 僕が 提唱して いる 「萌 えに よる 家族 •恋愛の 再生」 は、 どちら かとい うと 
歴史の 歯車を 逆に 回転 させよう とする 試みで あるか もしれ ない。 もちろん、 すべての 人間 
が 「萌 える」 人間になる 必要は なく、 また そのような 事態には ならないだろう。 さまざま 
な 共同 幻想が 並立す る 情報化社会の 中で、 「萌 え」 に 価値を 見出した 人々 が 他の 共同 幻想 
を 持つ 人々 と 共存で きれば それでよ いわけ だ。 

僕が 再三に わたって 「萌 え」 の 有用性と 正当性を 主張し なければ ならない のは、 あくま 
でも 「萌 え」 を 一種の 精神 病理と して 差別したり、 うわべの 価値観に よって 道徳的に 非難 
してく る 人が、 特に 旧来の マスメディアに 多く みられる からで ある。 そして、 メディアが 
「萌 え」 を 忌み嫌う 理 |±| の 一つに、 萌 えが 既存 メディアと 密接に 関わって いる 「恋愛 資本 
主義 システム」 と 相反す る システム であると いう 原因が ある ことを 訴えて きた。 

新しい システムが 現れる と、 既得権 益を 持った システムは 必然的に 新しい システムを 排 
除し ようとす る。 たとえば インタ ー、 不ット が 勃興した 時 もそう だった。 テレビな どの メデ 
ィアは 当初、 インター ネットを 自分たち よりも ー ランク 低い 位置に ある 畏雑な メディア T' 
あると して 自らの 既得権 益を 守ろうと した。 しかし、 新しい システムが S 大 するとい うこ 
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とは、 その システムが 多くの 人間に とって 必要性が あると いう ことであって、 旧 システム 
が どのような 妨害を しようと も 必要性が ある 限りは 新たな システムの te 大を 阻止す る こと 
はでき ない。 

「萌 え」 もまた、 恋愛と 家族の 崩壊と いう 現実に 対する 一つの 対抗策と して 生まれて きた 
システムで あるから には、 萌 える 男たち を 「気持ち 悪い」 「敗北 者」 と 批判し ようと も 決 
して ® らを 消し 去る ことは できない。 むしろ 現実が 変わらぬ ままで ある 限り、 萌 える 男は 
増え 続ける だろう。 

t 「電車 男」 ブ—ム のからく り 

さて、 旧 システムが 新 システム に対して 最初に とる 行動は 「排除」 であるが、 いずれは 
「どうや っても 排除で きない」 という 現実に 行き着く ことになる。 すると、 次に ll:J シス テ 
ムが 行う ことは、 「新 システムの 取り込み •同化に よる 無力 化」 である。 新 システムが 巨 
大 IK して 旧 システムよりも 大きな 力を 持って しまえば これは 不可能と なる が、 新 システム 

が 発展 途上の 段階で あれば 充分に 可能な の だ。 

わかりやすい 例で 言えば、 読売 巨人軍が F A 制度な どを 駆使して 他 球団の 四番 打者を 片 
っ 端から 集めて しまう 作 « に似てい る。 四番 打者を 九 人 以上 集めても 使い 途 がない わけ だ 
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が、 他 球 Hi で 四番 を 打たれる よりは 自 軍の ベンチに 置いて しまった ほうが 相対的に 自 軍が 
有利になる というわけだ。 もちろん、 集めて きた 中には 立派に 活躍す る 選手 もい る わけで、 
うまく すれば 自 軍の 戦カ アップと なり、 悪くても 他 球団の 戦カ ダウンと なる。 

萌え に関して 言えば、 「電車 男」 ブーム とはつ まり、 書籍 •漫画 •映画 •ドラマと いっ 
た あらゆる 既存 メディアの 利害が 一致した 「ネット 文化 および オタク 文化の 取り込み •無 
力 化」 キャン ぺーン だった わけで ある。 おそらく、 一人の 人間が すべての メディアを 招集 
して 「電車 男」 キャン ぺ—ン を 開始した わけではないだろう。 むしろ、 既存 メディアの イ 
ンター ネット 文化 および 萌え オタク 文化に 対する 無意識的な 不安と 恐怖心が、 通常では あ 

りえない スピー ドと スケー ルでの 一大 メディア ミック スキ ヤン ぺーン という 形に澎 らんで 
いったの だと 思われる。 

「電車 男」 は、 萌え オタクと いう 新 システム 側の 人間を、 恋愛 資本主義 という 旧 システム 
側に 取り込んで いき、 恋愛 資本主義の 勝利を 謳い あげる 物語で ある。 同時に、 2 ちゃんね 
ると いう ネット 文化から 登場した 物語を、 旧 メディアの システムに 取り込み、 消費し、 旧 
システムの 「商品」 にして しまう という 運動で も ある。 異常と もい える メディアの 「電車 
男」 への 入れ込み ぶりは'  新 システムを 取り込んで 延命し ようとす る 旧 システムの 集合 無 
意識の なせる わざな ので ある。 
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このように 「萌 え」 は、 本来 「愛の 消えた 現実 社会を 再生させる」 という 大きな 目的を 
抱いて い る 運動で ある にもかかわらず、 いつ 何時 11: システムに 取り込まれて その を 喪 
失して しまう かも わからない 微妙な 状況に 置かれて いる。 「電車 男」 では、 恋愛は 「エル 
メスの ティー カップ」 や 「六本 木」 といった 旧態依然の 恋愛 資本主義 的 文脈に よって 語ら 
れ 、萌 える オタク 男は 「恋愛を 知らない 童貞」 という 徹底的に 無力で 無価値な 存在と して 
描かれる。 つまり 「電車 男」 では、 オタクは 「フサ イクな 男」 「ダ メな 男」 「無知蒙昧で、 
教育され るべき 人間」 という 立場に 贬 めら れ 、エルメス という 恋愛 資本主義 側の 人間の 教 
育に よって 恋愛 市場に 参入を 許される。 これは、 一種の® 己 啓発 セミナ— 的な 成長 物語な 
の だ。 そこでは 「萌 え」 は 「ダメ 人間」 「無能者」 という 意味合い しか 持たない。 

また、 「萌 え」 に 「逃避」 以外の nu 的が なく  (つまり 無 目的と いう こと)、 単なる 記号に 
対する 動物 的な 発情に すぎない とする 「萌え 解釈 論」 が メディア によって 繰り返し 語られ 
るの も、 この 説が 「萌 え」 の 目的論 的 意味合いを 無 化しよう とする 旧 システムの 願望と 合 
致す る 説 だからであろう。 

目的を 喪失した システムは 無力 化する。 

もしも 「萌 え」 が 旧 システム 側に 取り込まれて しまうよ うな ことがあれば、 はたして 社 
会の 行く末には 何が 侍ち晴 えてい るの だろう か？ 
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t 仮想 世界の みに 生きる 男と 女の 増殖 

まず 確実な ことは、 「 萌 え」 を 無力 化して 恋愛 資本主義 システムを 延命させる ことに 成 
功した としても、 もう 一つの 新 システム —— 社会の 電脳 ネット ワ—ク 化を 防ぐ ことは でき 
ない という こと だ。 養老 孟 司は 「社会は 脳 化を 目指す」 と 述べて いる。 つまり、 人間は 根 
源 的に 生の 「現実」 を 排除し、 現実 世界を 「共同 幻想」、 すなわち 「脳 化 社会」 に 作り 替 
えようと する 欲求に 基づいて 行動して いる。 

「脫 化」 を 「自然の 克服」 と 言い換えても よい。 これは キリスト教が 崩壊して 以後の 西 羊 
文明に おいて 特に 顕著な 欲求な の だが、 良 かれ 惡 しかれ 脳 化と いう 運動は コン ピユ ータ— 
と ネット ワ—ク という ツー ルを 得て、 社会 そのものの 電脳 化と いう SF 的な 夢を 実現す る 
ことを 可能と した。 すると どうなる か。 われわれが 「現実 社会」 と 呼んで いる 三次元 世界 
は、 ますます その 地位を 低下 させて いく。 インター ネット 世界の 持つ 影響力が、 三次 一 Tn m- 
界を 超えて いくこと になる。 

そもそも 恋愛 資本主義 社会 もまた、 「テレビ や 雑誌と いった メディア による 三次元 世界 
の 洗脳」 により 支えられ ている 社会であった。 ただし、 恋愛 資本主義 社会は、 メディアと 
いう 特権階級 だけが へゲモ ニー を 握る 管理 型の 洗脳 社会だった が、 インタ —、 不ット が 発 凄 
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すれば すべての 人間が 原則的に 平等に、 自らの 幻想を 共同 幻想 化させる 機会を 有する こと 
となる。 ゆえに、 メディアの 洗脳 力は 低下の 一途を 5ik る。 

さて、 そこまで インフラが 整えば、 いよいよ ここで 「萌 え」 による 恋愛と 家族の 復権が 
実現への 第一歩を 踏み出す ことになるの だが、 もし 途中で 「萌 え」 ムーブ メント が 潰えて 
しまったと 仮定す ると …… この 段階で 起こる ことは 「仮想 世界の みに 生きる 人間の 増殖」 
だ。 「街え」 には 「家族の 復権」 という 目的が あった が、 その 目的が 果たされず、 かつ 社 
会の 電悩化 だけが 進行 すれば、 家族は 完全に 解体され るだろう。 つまり 純粋に 二次元の み 
に 生きる 男が 増え、 同時に 二次元の みに 生きる 女性 も 増える。 そして 彼らは 決して 交わる 
ことなく、 お 互いの 世界の 中で 決して 三次元に フィー ド、 ハック される ことのない 「战 .え」 

の 青 念 だけを 抱いて 生き 続ける ことになる。 

シャマラン 監督の 映画 『ヴィ レ ッジ』 には、 そのような 「現実から 遠ざかる 方向に 理想 
を 追求した 果てに 構築され た 隔離 世界」 が 描かれて いる。 この 映 酉に 登場す る 村は、 実は 
悲惨な 現実 社会に 背を 向けた 理想主義 者たち が 集まった 「架空の 世界」 であり、 彼らは 彼 
らの (誰も 傷つく ことのない 平和な 村と いう) 理想の 世界の 住民で ある ことを 「演技」 し 続 
けて いるの だ。 

つまり、 「萌 え」 の 無力 化 •「萌 え」 の 目的論の 解体と いう 試みが 成功した としても、 
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「萌え 」 という 情 動は 決して 消える ことがない。 愛な き 世界で 「萌え 」 なしには 生きられ 
ない 人間が 途絶える ことは ないから だ。 つまり 「萌 え」 が 解体され ると、 三次元と 二次元 
を 完全に 分 断して 二次元に いわば 「ひきこもろう」 とする 人々 が 増加す る ことになるの だ 

いや、 旧 システム - 恋愛 資本主義と 旧 メディアは、 萌 える 男 全員を 「ひきこもり」 と 同 

^1 に 扱おうと している  とい うより むしろ 積極的に 社会から 排除し て ひきこもらせよう 
としてい るの かもしれ ない。 「電車 男」 で 描かれる オタク 像は、 秋 葉 原 以外の 街には 繰り 
出さない ひきこもりの 一歩 手前と いう キヤ ラク タ— である。 「おまいら、 外に 出ろ」 とい 
う 電車 男の 言葉は、 「萌 える オタク = ひきこもり = 三次元から 排除され た 存在」 という、 
旧 システム 側に とって 有利な 「萌 える オタク 像」 そのものを 言い表して いるの だ。 

丄 1 次元と 三次元は 両立 可能 

「萌え 」 によって 実現す る 可能性の ひとつに、 二次元と 三次元を 機能的に 使い分ける こと 
で 安定した システムを 構築 するとい う ル I 卜が あるの だが、 「電車 男」 は それを 許さない。 
旧 システム 側に とって、 この 世界に おける システムは 三次元 H 恋愛 資本主義 だけで 構わな 

いの だ。 

第一 世代 オタクと して 知られる AV 監督 二村ヒ トシが 「電車 男」 を 素材と して 製作した 
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AV 『電車 男の 接吻と セックス』 では、 AV を 捨てろ と 迫る 彼女に 対して、 電車 男が 「才 
ナニ ー と セッ クスは 別 だから」 と AV を 捨てない ことを 宣言し、 物語が 終わる。 つまり こ 
の 作品は 「電車 男」 に対して 「二次元と 三次元は 別物であって、 両立 可能で あり、 いずれ 
かを 捨てる 必要は ない」 という メッセ ージを 送って いるの だ。 

原作の エルメスは 電車 男から 同人 誌を 取り上げよう とする。 電車 男は 恋愛す るた めに 才 
タクの 服装を 捨てて ファッションに 凝らざる をえ なくなる。 「恋愛 資本主義 マニュアル」 
によって 電車 男は 改造され ていく。 僕が 「電車 男」 に 耐えられな いのは、 電車 男の 内面が 
エルメスに 愛されて いるから こそ 恋愛関係が 発生して いるは ずな のに (そうでなければ 純 
愛とは いえない)、 なぜ 電車 男が 恋愛 資本主義 的な マニュアルに 基づいて 恋愛 スキルを あげ 
て 「外見」 を 「向上」 させなければ 恋愛が 成就 しないの か、 という 点に ある。 電車 男が 才 
タク ファッションを 維持した まま 恋愛を 成就 させなければ、 それは 結局 「人 問は 外見に よ 
って 愛される」 という 萌え オタクが 否定した 旧 システムの 価値観に 逆戻り させられ ている 
だけな の だ。 髮型や 服装を マニュアル 仕様で 改造す る 行為に、 「恋愛と いう 商品の ために 
消费 させられる」 という こと 以外に、 いったい どのような 意味が あるの だろう か。 

オタクに 恋愛 資本主義の マニュアルを 教え込んで 恋愛 システムを 延命 させた からと いっ 
て、 恋愛と 家族の 崩壊が 阻止で きる とは 思えない。 システム そのものは 何も 変わらな いか 
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ら だ。 

たた 「電車 男」 では、 萌 える オタク 男に、 すでに 既存の システム 内では 失われて しまっ 
た 「純愛」 という 美点を 発見して いる。 オタクが 萌 える ことによ つて 純愛を 守つ てきた こ 
とに 気づいた わけ だ。 しかし、 その 純愛 もまた 「電車 男」 という 物語の 展開に よって 商品 
化されて しまう。 「オタクは 純真 だから、 遊んだ 後の 結婚 相手に 最適 だ」 という アメリカ 
では 昔から 囁かれて いた 小噺 めいた 説が、 大 々的に 宣伝され 敷衍され る だけな ので ある。 
「電車 男」 は、 結局、 この 崩壊しつつ ある 恋愛 システムを 回復させる ことができない。 「恋 
愛 資本主義 という 宗教が オタクと いう 弱者 •敗北 者を 救う」 という 物語を 喧伝して いる だ 
けなの だ。 商品 化され 堕落した 恋愛、 そして 壊れ 続ける 家族と いった システムを いかにし 
て 再生す るかと いう 新しい ビジ ョンは 何もない。 

t 恋愛 資丰 王義 という I 元；^ 王義 

なぜ、 彼らは 新しい ビジョン、 新しい システム、 新しい 価値観を 作り出そうと しないの 
か？ それは、 彼らが 「一元論」 に 陥って いるから なの だ。 この 世界は ただ 一つの 「現 
実」 のみで 構成され ており、 観念の 世界は すべて 妄想で あり 虚構に すぎない という 「一元 
論」。 この 思考に 陥る と、 観念 (二次元) で 暖めた アイデアを 現実 (三次元) に フィ— ドバ 
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ック するとい う 循環が 止まっ てし まう。 つまり 「思考 停止」 という 状態に 陥る。 思考 停止 
した システムは、 システム そのものを 維持す るた めだけ に 動き 続ける ことになる。 そして、 
新しい システムを 排除し ようとす る。 

このょうな せめぎ 合いは、 あらゆる 人類の 歴史上で 展開され 続けて きた。 もともと 西洋 
の 近代とは、 キリスト教 という 一元論から 精神の 自由を 獲得す るた めの 運動 たったの たか、 
一つの 運動が 新しい メィン スト リーム として 根付く と、 それが また システム として 固定 化 
され、 ふたたび 一元論 的 停滞に 陥る の だ。 

. と、 ここまで 書いて から 劇場 映画 版の 『電車 男』 を 映 11* 館で 観て きたの たか 映 ^ 

版 『電車 男』 は 原作と まったく 逆の 物語と して 書き換えられ ていた。 電車 男は 恋愛す るた 
めに 一度 オタクを 捨てて 恋愛 資本主義 マニュアル 的な 人間に 変身す るの だが、 自我を 安定 

させられ なくなり、 「いつ 駄目になる のか 恐ろしくて . 」 という 絶え間ない 不安に 陥り、 

元の オタ クフ アッ シ ョンに 逆戻りす る。 そして 秋 葉 原で 告白して 恋愛を 成就す る。 さらに、 
この 物語 そのものが、 実は 電車 男の 「妄想」 だった ことが 示唆され て 映画が 終わる。 つま 
り 映画 版では、 原作の 構造が 二重に 書き換えられ ており、 原作の 価値観が 完全に 転倒され 

ていた。 

「オタクと 恋愛は 両立で きない」 丄 「オタクは 恋愛と 両立す る」 
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「電車 男の 物語は 『現実』 である、 ゆえに 人を 癒す 価値が ある」 丨 「電車 男の 物語は 『妄 
想』 である にもかかわらず 人を 癒す 価値が ある」 

という ふうに、 原作と 映画 版は 完全に 逆の 構造に なって いるの だ。 恋愛 資本主義 シス テ 
ムは、「電車男」ムーブメントを仕掛けることでオタクを商品として利羽し、掉仅しよう 
としてい たはず だ。 しかし、 いつの 間に か 「軒を 貸して 母屋を とられる」 という 状態に な 
っていた の だ。 ただし、 この 映画を 視聴して いる 人の 多くが、 この 映画が いわゆる 「夢才 
チ」 であり、 すべては 「電車 男の 妄想」 である ことを 「認識で きない」 様子だった。 人間 
は 「見たくない ものは 見えない」 もの だ。 人間の 精神構造を 深い レベルで 支配して いる 一 
元 論の 壁は、 非常に 高い と 感じざる をえない。 

長々 と 「萌 え」 について 語って きたが、 本書で 僕が 主張して いる ことは 次の 三つに 要約 
できる。 

①  「萌 えの 正当性と 必然性」… 萌 えの 流行には 社会的な 原因が あり、 オタク 男 個人を 道 

徳 的に 責める のは 間違いで ある 

②  「萌 えには 効能が ある」… 萌 えの 機能 論 的 解説。 萌え によって 数々 の 心理的 •社会的 

効能が もたらされる 

③  r 萌 えの 可能性と 重要性」… 萌 えは 恋愛 および 家族を 復権 させよう とする 精神 運動で 
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あり、 萌 えが 挫折 すれば 家族 も 滅びる 

最後の 主張は 言葉 だけみ ると やや 大げさな 気 もす るが、 現在の 恋愛 および 家族と いう シ 
ス テムが 「一元論」 という 罠に 陥って 自浄 能力を 失って いる ことを、 「一元論の 問題点」 
という 形で これから 簡単に 説明したい。 

t ついに 「自己 幻想」 が 最大の 価値を 持つ ようになる 

本書で 何度も 登場す る 精神分析 学者の 岸 田秀は 「唯 幻 論」 という 学説を 唱えて いる。 こ 
れは つまり、 われわれ 人間が 「現実」 であると 思い込んで いる 111- 界は 、実は 人間の 精神が 
乍り 上げた 「共同 幻想」 であると いう 説で ある。 『バカの 壁』 を 著した 解剖学 者の 養老 孟 
司の 「唯 脳 論」 も 実は 同じ ことを 言っ ている。 

岸 田 以前に、 思想家の 吉本隆 明が 『共同 幻想 論』 において 「自己 幻想」 「対 幻想」 「共同 
幻想」 という 三 段階の 幻想 論を 提唱して いる。 自己 幻想とは 個人の 内面 そのもので 他者が 
存在し ない 世界。 岸 田 的に いえば 「私的 幻想」 を 指す。 対 幻想とは、 一対一の 関係 性に お 
いて 発生す る 観念で、 つまり 恋愛 や 家族は この 「対 幻想」 という 領域に 区分され る。 共同 
幻想とは、 より 大きな 社会を 構成す る 観念であって、 大勢の 人間が 共有す る ものと なる。 
岸 田に おいては 対 幻想と 共同 幻想は 同じ 「共同 幻想」 という キ ー ワ ー ドで 括られる が、 
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フロィド 学派ら しく 「母子 関係」 を 最初の 共同 幻想で あると する 点から も、 むしろ 吉本説 

より 岸 田 説の ほうが 「対 幻想」 に 与えて いる 比重が 大きい といえる。 母子 関係 や 父 娘 関係 

が 個人の 恋愛関係 •家族 関係に 重大な 影響を 与える という 説は さまざまな 心理学者 によっ 

て 唱えられ ており、 経験的に も 思い当たる 節の ある 人が 多いだろう。 特に、 七〇 年代 以後 

の 日本では 「国家」 「政治」 という 大きな 共同 幻想は 相対 化されて しまい、 恋愛 そして 家 

族と いう (吉 本流に 言えば) 対 幻想が 重大な 意味を 持つ ことと なった (そのような 時代では、 

以前の ように 巨大な 共同 幻想が 存在した 時代よ リも対 幻想 H 家族 関係が 個人に 与える 影響は 甚大 
な ものと なる だろう 〇 

そして 現在。 恋愛 や 家族と いった 対 幻想 もまた 相対 化され 続けた 結果、 自己 幻想 こそが 
最も 重大な 価値を 持つ 世界が 到来し ようとして いるの だ。 「萌 え」 もまた、 自己 幻想で あ 
る。 脳 内 彼女 や 脳 内 妹は、 自己の 内面に しか 存在し ない。 自己 幻想に 至上の 癒し •価値. 
意味を 見出す 「萌 える 男」 が 増えた 原因は いくつか 考えられ るが、 やはり 既存の (三次元 
世界に おける) 恋愛 や 家族と いった 対 幻想に 救いを 見出せな いという 点が 大きいだろう。 

幼少 期に 父親に 虐待を 受ける と、 成長して から も 男性と 同様の 関係を 構築し ようとす る 
女性が よく みられる。 このような 傾向を 精神分析 学では 強迫 反復な どと 呼ぶ。 たとえ 最初 
に 与えられた 家族 関係が 苦痛に 満ちた 関係であった としても、 その 関笼が 人間 IW 係の 基礎 
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構告 一として イン プリン テ ィング されて しまう わけで ある。 これは 母親と 息子の 関係に して 
も 同様で ある。 このように 自己に 対して 多大な 不利益 •苦痛を 伴う 関係 性を 最初に 習得し 
てし まう と、 対 幻想 (家族 •恋愛) に 個人の 癒し •救いを 求める システムの 中で 生きる こ 
とは 非常に 難しくな つてし まう。 

t 対 幻想の 崩壊から r 萌え」 へ 

僕 固 人の 話に なって 恐縮 だが、 僕の 母親は 子供を 自己の 延長 •分身と して 支配し ようと 
する タイプの 人間で、 僕が 自立す るよう な 動きを すべて 封殺し 続けた。 異性と 仲良く 交際 
しようと すると 妨害して 女友達を 寄せ付けないよ うにして しまう し、 自分の 部屋の 隣に 備 
え 付けられ ていた 二 畳 ほどの 細長い 納屋を 部屋 ふうに 改装して 僕を そこに 押し込め、 監視 
し 続ける という 非常に 異常な 人間であった。 性格 も 宗教 的な 道徳 観念に 固着す る ヒス テリ 
— 性で、 ヒッチコックの 映画 『サイコ』 に 登場す るノー マン •ベイツの 母親べ イツ 夫人に 
非常によ く 以ていた。 そのような 母子 関係を 最初に 与えられた 結果、 どういう わけ か 僕は 
成長して から も 母親に 似た ヒス テリ ー 性の 支 IL 的な 女性に ばかり 社 われる •あるし は ひ 力 
れ るよう になっ てし まい、 まともな 意味での 恋愛関係を まったく 構築で きない 人間に なっ 
ていたの だった。 
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思春期に おいて、 この 「恋愛で きない」 「女性が 恐怖と 嫌悪の 対象で しかない」 という 
発見は かなり 絶望的な もので、 僕は 真面目に 自殺を 考えたり もした のだった。 ここで 宗教 
や 国家の ような 巨大な 共同 幻想に 救いを 見出す という 方法 も あったの だが、 幸か不幸か 僕 
には それは できなかった。 

なぜなら、 当時す でに 時代は 八〇 年代に 突入して おり、 まさに バブル 経済と 恋愛 資本 主 
義 システムの 肥大 化の 真っ只中だった の だ。 共同 幻想に 参入す る ことができず、 対 幻想を 
構築す る こと もで きない。 そのような 僕が 死なないで 自我の 崩壊を 防ぎつつ 生きて いくに 
は、 自己 幻想 —— つまり 「萌 え」 によって 自分の 自我を 無理やりに でも 安定させる しか 方 
法がなかった わけで ある。 

具体的には アニメ や 漫画に 登場す る萌え キャラクタ— と 脳 内で 恋愛したり、 そのような 
妄想を 自分で 漫画 や 小説と して 書き出して みたり、 といった 作業に よって、 僕は 何度か や 
ってき た 精神的 危機と 自殺への 誘惑を、 なんとか 払いの ける ことができた のだった。 つま 
り、 他者 (異性) に 救いを 求めても 救われな いどころ か、 かえって 悲惨な ことにし かなら 
ない ので、 自己 治癒 能力を 最大限に 活用す るし かなかった ので ある。 

当時は まだ 「萌 え」 という 言葉は 発明され ていなかった の だが、 「萌 え」 が 家族 や 恋愛 
という システム によって 救われない 人間を 救う という 発見は、 このよう にして 若い 頃の 業 
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自身が 身を もって 体験した ことなの だ。 

僕が 最初に 「萌 え」 によって 自分の 魂を (自分で) 救い出し たのは、 今から 二十 年 前、 
一九 八 五 年の ことだった。 あれから 二十 年が 経ち、 当時は まだまだ 少数だった 「萌 える 
男」 が 急速に 増加して いるのを みるに つれ、 僕は 「萌 え」 が 僕 個人の 特別な 事情に よる 行 
動だった のでは なく、 恋愛 や 家族と いった 対 幻想が 崩壊して 「人を 癒す」 という 本来の 機 
能を 果たせ なくなった 現代に おいて 必然的に 生まれて きた 同時 多発 的な 精神 活動な のた と 
いう ことに 気づかされ たの だ。 萌 える 男は、 それぞれ 事情は 違え ども、 既存の 三次元 世界 
における 家族 や 恋愛と いった 対 幻想 関係 だけでは 満たされない 何ら かの 思いを 多 かれ 少な 
かれ 抱えて いるの だろう。 

t 「関係 性」 とい う 環境 因子を 無視し、 「自己 責任」 に 帰される のは おかしい 

にもかかわらず、 社会は 萌 える 男に 「現実 逃避」 とか 「気持ち 悪い」 とか 「オタク 臭 
い」 という 紋切り型の レッテルを 貼って 嘲笑したり —— あるいは 「電車 男」 のように 社会 
的 弱者と して 扱った あげく 「同情」 してみ せて、 自分の 「弱者への 温かい 視線」 に 酔って 
快感に 浸ろうと したりす る。 —— つまり、 萌 える 男は、 現実に おける 人間関係の 荒廃の 被 
害 者で ある ばかりでなく、 そのような 立場に 追い込まれて 「萌 え」 に 救いを 求める 行為す 
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ら非 雛され ると いう 二重の 苦しみを 味わわされ ている わけで ある。 

萌 える 男を 非難す る 人々 は みんなこう 言う。 「お前が モテない のは、 お前 自身の 責任 だ」 
と。 彼 自身が どのような 人生を 送る ことを 余儀なく されて きたの か、 どのような 人間関係 
の 中に 選択の 余地 もな く 叩き込まれ てきた のか、 といった 環境 因子 説 的な 発想は なぜか 完 
全に 無視され、 萌 える 男 個人の 内面に すべての 原因が あると 言い張る の だ。 

しかし、 個人の パー ソナリ ティを 形成す る 要素は、 もともとの 内因 的な 要素 だけでは な 
い。 外因 的な 要素 —— 社会、 家族 関係 —— もまた、 大きな 要素と なって いる。 そんな こと 
はいちい ち 説明す るまで もない 自明の理 であるは ず だ。 特に、 恋愛 や 家族と いった 人間 関 
係は 「対 幻想」 と言うく らいで、 複数の 人間の 間で 成立す る 「関係 性」 なのであって、 い 
ずれ か片 力の 個人の 内面に その 関係 性を 規定す る 原因と なる 要素が 一方的に 詰まって いる 
はずがない。 

たとえば 恋愛では、 その 人の 性格 だけでなく 「容姿」 や 「経済力」 「知名度」 といった 
社会的な 属性が 大きな 意味を 持って くる。 特に、 恋愛と 消費 活動が 融合され た 恋愛 資本 主 

義 システムに おいては、 あたかも 人間が ロー ル プレイン グゲ ームの キャラクタ— の ごとく 
ハ ラメー タ ー の 数値に よって 判定され てし まう。 そして、 恋愛と いう 対 幻想の ゲ—ム に 参 
加す る 資格を 得られな かった 人間は、 世界から 排除され た 上に 「自己 責任」 という 言葉を 
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押し付けられて 非難され 続ける わけ だ。 

t 精神 世界を 贬 める I 元 論と いう 壁 

僕は、 このょうな 状況が なぜ 現実に 起きて しまう のか、 という 問題を 考えた 末、 やはり 
世の 大多数の 人間を 支配して いる 「一元論」 に 根本的な 原因が あるので はない かとい う 結 
論に 行き着い たの だ。 共同 幻想 論 や 唯 脳 論と いった 相対主義の 思考 方法を 知っている 人間 
—— 知識と して 知っている だけでは なく 概念を 理解して いる 人間、 理解して いる だけで な 
く 感情的 •感覚的に その 思考を 受け入れ ている 人間 —— が あまりに も 少ない の だ。 残念な 
がら 多くの 人間は、 一元論の 世界に 暮らして いる。 「一元論の 世界」 とは、 つまり、 この 
世界 H 三次元 世界は 永遠 不滅の li± 界 であって、 交換 不能な 唯一 絶対の 現実な の だ、 という 
「幻想」 に ひたって いる li* 界 である。 

ウォ シヤウ スキー 兄弟の 映画 『マトリックス』 は 「この 現実の 世界 もまた、 実は コード 
の 体系、 つまり 妄想に すぎない」 という 相対主義 思想を 映像 化した 作品だった が、 明らか 
にこの 映画に 登場す る 「仮想 世界 (マトリックス) の 住民」 とは 「自分の 所属す る 共同 幻 
想を 唯一 絶対の 現実 だと 思い込んで 生きて いる 大多数の 人間」 の メタファ ーで あった。 マ 
トリック スの 住民は、 自分が 現実を 生きて いると 思い込んで いるが、 実は 共同 幻想と いう 
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夢を見ながら 眠っ ている だけな の だ。 

この 『マトリックス』 は 映画だった が、 実際の 現実 世界 も 同じような 状況な の だ。 恋愛 
資本主義 という システムが メディアを 使って 流し 続けて いる 情報を、 多くの 人間が 「現 
実」 たと 思い込まされて 生きて いる。 しかし、 インタ ー ネットの 発達に よって、 そのよう 
な 一元論の 世界 もまた 実は メディア による 共同 幻想の 世界に すぎない と 気づき 始めた 人間 
が 増え 続けて いるの だ。 『マトリックス』 が大 ヒットし たのは、 まさしく、 「一元論の 終 
焉」 と 「二 元 論の 復活」 を 告げる 狼煙だった のではないだろう か。 

「萌 え」 とは、 メディアが 押しつけて くる 恋愛 資本主義 システム という 共同 幻想とは 異な 
る 自己 幻想を 自らの 内面に 持つ ことで 「自分で 自分を 救う」 という 運動で ある。 一元論の 
世界観では、 これは 「現実 逃避」 であり、 現実 社会に 対して 何らの 意味 もない むなしい 妄 
想と いう ことになる。 ゆえに 萌 える 男は 一元論を 信奉す る 社会の 多数派から 非難され、 あ 
るいは 嘲笑され る ことになる わけ だ。 また、 萌 える 男 自身 も、 自分が 単なる 「ひきこも 
り」 ではない かとい う 道徳的 罪悪感に さいなまれ、 苦悩し 続ける ことになる。 

しかし、 二元論の 世界観では、 共同 幻想と 自己 幻想とは 地続きで ある。 吉本隆 明 風に、 
その 間に 「対 幻想」 を 介した システムを 考えて もらっても 構わない が、 「三次元」 (共同 幻 
想) と 「二次元 I  ( 自己 幻想 = 私的 幻想) の 二つの 要素に よる システムを 考えて もらえる と 
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より 理解し やすいだろう。 

また、 僕の 考える 二元論では、 共同 幻想と 自己 幻想とは 単に 並立して いる だけでは なく、 
動的に お 互いに 影響を 与え 合って いる。 だから こそ 「地続き」 と 表現す る わけ だ。 そして、 
その 時代の その 地域に おいて、 「自我の 安定」 「自己の 救済」 といった 目的に とって もっと 
も 有効な 自己 幻想が、 新たな 「共同 幻想」 として 共有 化される 時が 来る。 つまり 僕の 考え 
る 二元論は 静的な ものでは なく、 動的な ものな の だ。 

この 「動的」 という 部分が また、 一元論に とっては 非常に 不愉快な ものな のだろう。 一 
元 論では、 世界が 永遠 不滅で あると いう 妄想 (および、 |»: 界が一個しかないという妄想)に 
よって 自我を 安定させる ので、 「万物は 流転す る」 という 動的な 思考を 排除し ようとす る 
わけ だ。 つまり 「私の 自我を 安定させる ために、 世界は このままで いい」 と。 

しかし 僕は 「苦しみに 満ちた 世界が このままで よいは ずがない」 と 主張す るの だ。 「私 
の 自我を 安定させる ために、 世界は このままで いい」 という 主張は、 結局のと ころ 「自分 
さえよ ければ It 界 はどうで もい い」 という 身勝手な 思想な の だ。 

す 「萌え 」 と 現実 社会は どこまで 許容し あえる か 

人間の 自我を 支える ための システムの 枠組みは、 共同 幻想から 対 幻想、 対 幻想から 自己 
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幻想へ と、 徐 々に 縮小 化 •個別化の 道を迪 ってい る。 「萌 え」 と 現実 社会との 接点を 認め 
ない という 一元論の 価値観が 主流を 占め 続ければ、 いずれは 三次元 世界から 切り離された 
形で 「萌 える」 男 か 多数を 占める ようになり、 家族制度は 名実と もに 崩壊す るだろう。 だ 
が、 「萌 え」 によって 現実 社会を 改善 •進化 させて いける という 価値観が 認められれば、 
二次元と 三次元の 間での 相互 フィー ド バックが 実現し、 現状よりも ましな 現実 社会が 訪れ 
る 可能性が ある (もちろん 失敗す る 可能性 も あるが、 その 場合で も 二次元と 三次元の 動的な 関 
係 性が 途切れなければ、 いずれは 徐 々に 改善され ていく はずで ある)。 

今後 「萌 える 男」 が 「現実を 否定して、 現実を 捨てた 男」 になる のか、 あるいは 「現実 
を 変革す る 男」 になる のかは、 だから、 「萌 え」 を 現在の 社会が どこまで 許容で きる かど 
うかに かかっ ている のた。 萌 える 男を ® I 除す る のか、 あるいは 許容す るの か。 今のところ、 
メディアは 「排除」 から 「同化 •搾取」 という 方向に 進んで いる。 だが、 これは あくまで 
も 「萌 え」 が 商売になる からだ。 

しかし、 萌 える 男が メディア によって 商品と して 消化され てし まう ことなく、 あくまで 
も 「萌 え」 の 理想を 保ち 続けて 二次元で 萌え 続ければ、 僕たち 萌 える 男は こちらに 擦り寄 
ってき た 旧 システムを 逆に 取り込んで しまえる はずな の だ。 だから こそ、 僕は 今 こそ 「萌 
える 男は 正しい」 「現実は 間違って いる」 と 唱え 続けなければ いけない の だ。 「現実は この 
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ままで 構わない。 すべて 正しい」 などと 言う 人間を 信じて はならない の だ。 現実が すべて 
正しい ので あれば、 萌 える 男は 生まれて こなかった の だから。 

t 「萌え 」 とは 自分で 行う 自己 救済 

最後に 手 塚 治 虫の 漫画 『ブッ ダ』 から、 「萌 え」 の 効能を わかりやすく 説明した シーン 
を 紹介し よう。 年老いて 幽閉され た 老人が ブッ ダに 魂の 救いを 求める。 そんな 老人に ブッ 
ダは、 「部屋の 隅に 生えて いる 草が お前の 味方 だ」 と 教える の だが …… 。 

老人は 最初は、 雑草が なぜ 自分を 癒す のか 理解で きない (図 I)。 雑草は 雑草で あり 無 
価値な ものにすぎ ないから だ。 しかし、 やがて、 雑草は 「萌え キャ ラ」 に 変身す る。 老人 
の 孤独な 魂は 萌え によって 癒される (図 n)。 

萌 える 老人は、 周囲の 人間から 「狂って いる」 と 馬鹿にされる (図 m)。 だが それでも 
老人は 萌え 続ける。 孤独な 傷ついた 魂を 救う 脳 内の 「キャラクター」 —— 自分で 自分を 救 

わざる をえない 人間の 生み出す 「キャラクタ ー 」 - これ か 「萌 え」 の 本質な のた。 

ところが 老人は ある 日 牢屋を 脱出して、 現実 社会に 復帰し ようとす る。 もちろん、 現実 
社会は 万人を 平等には 救済し ない。 弱肉強食の 世界な の だ。 老人は 現実 社会に 戻る や 否や、 
力尽きて孤独に死んでしまう(図 1¥ )。 
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図 I  ©手 塚 治 iU 『ブッ ダ⑽ J  (潮 出版社. 希望 コミ ッ クス) 


僕は 和 も、 ひきこもりを 勧めて いる わけ 
ではない。 しかし ここで 手 塚が 言いた かっ 
たことは、 わかる ような 気がする。 「自分 
で 自分を 救う」 という ことと 「他者に 救わ 
れ る」 という ことは、 実は 本質的には 同じ 
ことなの だ。 むしろ、 他者に 救いを 求める 
よりも、 自分で 自分を 救う という 行為の ほ 
、っが、 よほど 男らしい、 というより、 潔い 
のではないだろう か。 

フロィドは 個人の 自我の 自立を 説いた が、 
他者の 救いを 過剰に 必要と せず 他者との 関 
係 性の バランスを 適度に 保つ ことができる 
自立した 人間の 理想 像とは、 実は 二次元と 
三次元の 両方に 自我を 置く ことが 可能な 二 

元 論 的 存在で、 かつ 二次元で 「萌 える」 こ 
とがで きる 人間な のではないだろう か。 
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図 II  ©手 塚 治 虫 『ブッ ダ ⑽』 (潮 出版社 • 希 塑コミ ッ クス) 
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©手 塚 治 虫 『ブッ ダ (14)』 
(潮 出版社 • 希望 コミッ 
クス） 
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つまり 萌 える 男とは、 
自分自身の 内側に 「神」 
を 発見す る 能力を 持っ た 
人間な ので ある。 「萌 え」 
とは 「個人に よる 信仰」 
「ひとり だけの 宗教」 な 
の だ。 萌 える 男が 増え 続 
ければ、 いずれ 恋愛 資本 
主義 システムと 僕 か 呼ん 
でい る 今の 物質主義と 見 
栄と 打算と 欲望に 塗れた 
システムに 風穴が 開けら 
れ るだろぅ。 僕たちは 三 
次元で も 「萌 える」 こと 
が 可能になる かもしれ な 

いの だ。 
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すべての 現象には 原因が あり、 この 世界には おょそ 無 目的に 生じて くる 現象と いう もの 
はない、 というの が 僕の 基本的な 考え方と なって いる。 「物語」 = フィ クシ ョンには 長い 
歴史が あり、 しかも それは 地球上の ほぼ あらゆる 民族 •国家に 共通して みられる 文化で あ 
る。 ゆえに、 フィ クシ ヨンには 人間に とって 欠かす ことので きない 必要性が あり、 効能が 
あるは ずで ある。 

本書では 、フィクションの 効能を 個人 レベルでの 心理的 効能 (自我の 安定、 癒し、 ト ラウ 
マの 克服な ど) と、 集団 レベルでの 社会的 効能 (人間関係の 安定、 家族の 機能の 維持と 改善) 
に 求めた が、 フィ クシ ョンが 宗教ょりも 優れてい る 点は、 排他 性が なく、 原則的に 国家. 
宗教 •民族と いう 概念を 飛び越えた 存在 だとい うと ころに あると 思う。 フィ クシ ョンは 現 
実 世界とは 異なる 「観念の 世界」 「仮想 世界」 であるが ゆえに、 現実 世界に 価値観の 対立 
を 起こす 恐れが 少ない わけ だ。 

また、 フィ クシ ヨンの 世界で 自己を 癒す という 行為は、 「自己 修復」 という ポジ テ ィブ 


な 行為で も ある。 フイ クシ ヨンの 世界で 自らの 抑圧され た 欲望 や トラウマを 発散 するとい 
う 逆の ベクトルを 持った 行為で すら、 ポジ テ イブと までは 言わず とも 「現実 世界で 欲望， -V 
トラウマを 発散させる」 行為と 比べれば、 はるかに 社会 •他者に 対して 害が 少ない。 

現実 111; 界で しか 欲望を 満たす ことができない、 想像力に 欠けた 人間は、 社会 •也 者 こ 対 
して 著しい 害惡 をな しがち だ。 個人の 欲望 や 願望は、 社会 •他者に とって 常に 受け入れら 
れる ものでは ないから だ。 つまり 人間は 自我を 持つ 限り、 この 現実 世界に 対して 常に スト 
レスを 感じ、 トラウマを 抱き、 ルサンチマンから 自 FJ:I になる ことができない。 その 苦 la か 
ら自己 を 救済す るた めに 生み出された システムが 「フイ クシ ヨン」 なのであろう。 

L 像 力の な I 人間 フイ クシ ヨンを 「非 現実」 であると 全 否定す る 現実主義者、 自分で 
自分を 救う ことを 考えずに 他者に 救われよう とする 人、 「自分が 苦しむ のは、 どこかに 原 
B となって いる 惡人 がいる からだ」 とすべ ての 責任を 外部に 投影して 「終わりの ない 犯人 
探しの 旅」 に 出て しまう 人、 そのような 人たち が 増え 続ける ことを 僕は 恐れて いる。 大規 
ケンヂの 言葉を 借りれば、 「この 世を 燃やした って、 一番 ダメな 自分は 残る」 からで ある。 
萌 える オタク 男たち を 嘲笑したり 差別して いる 人々 もまた、 「自分よりも 下位に 位置す る 
劣等な 人間」 を 作り出す ことで、 自分自身の 苦しみから 逃れられ ると 信じて いる 哀れな 
人々 にす ぎなゝ C 
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対 オタク だけの 問題では なく、 バブル 崩壊 後の 日本では、 恐ろしい 勢いで あからさまな 
差別 主義者が 増えて いる。 相手は 誰でもい い、 何でもい いの だ。 とにかく 「_ 分 さえ 苦し 
みから 逃れられるなら、 誰を 傷つけても 差別しても 構わない」 と 本気で 考えて いる、 そん 
な 切羽詰まった 人間が 増えて いるの だ。 これは バブル 終焉 以後、 確固と した 価値観を 持つ 
ことができず、 自我が 不安定に なって いる 人が 増えて いると いぅ ことで も ある。 

M える 男は そんな 時 ft に、 いちはやく 自分で 自分を 癒す 方法 . 「萌 え」 を 見 5:1 した 先 

駆 者たち といえるの だ。 


一 〇〇五 年 十 


本 田 透 
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008 ニ ー チヱ 入門 


ウィトゲンシュタイン 入門 


029 カント 入門 


)71 フ ー コ ー 入門 


081 バタ イュ 入門 


159 哲学の 道場 


190 フ ラトン 入門 


竹 田青嗣 


永 井 均 


石 川文康 


中 山元 


酒 井 健 


中島 義道 


竹 田青嗣 


新たな 価値を つかみな おすた めに、 今 こそ 読まれるべき 
思想家 ニ ー チェ ◦現代の 我々 を 震撼させる 哲人の 核心に 
大胆 果敢に 迫り、 明快に 説く 刺激的な 入門 書。 

天才 哲学者が 生涯を 賭けて 問いつ づけた 「語りえない も 
の」 とは 何 か。 写像 •文法 •言語 ゲ ー ムと 展開す る 特異 
な 思想に 迫り、 哲学す る ことの 妙技と 魅力を 伝える。 

哲学 史上 不朽の 遺産 『純粋 理性 批判』 を 中心に、 その 哲 
学の 核心を 平明に 読み 解く とともに、 哲学者の 内面の ド 
ラマに 迫り、 現代に E る 生き生きとした ヵント 像を 描く。 

絶対的な 〈真理〉 とい、 っ 〈権力〉 の 鎖を 解きは なち、 〈別の 
仕方〉 で 考える ことの 可能性を 提起した 哲学者、 フ—コ I。 
一貫した 思考の 歩みを 明快に 描き だす 新鮮な 入門 書。 

西欧 近代への 徹底した 批判者で ありつ づけた 「死と エロ 
チ シズ ム」 の 思想家 バタ イユ 。その 豊かな 情念に 貫かれ 
た 思想を 明快に 解き明かす、 若い 読者の ための 入門 書。 

やさしい 解説書には 何の リアリティ もない。 原書は わか 
らな い。 でも 切実に 哲学したい。 死の 不条理への 問い か 
ら 出発した 著者が、 哲学の 真髄を 体験から 明かす 入門 香。 

プラトンは、 ポストモダンが 非難す るょぅ な 絶対的 真理 
を 掲げた 人では ない。 むしろ 人々 の 共通 了解の 可能性を 
求めた 〈普遍性〉 の 哲学者だった！ 目から 鱗の 一冊。 
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200 レヴィナス 入門 


238 メルロ  = ポンティ 入門 


254 フロイト 入門 


265 レヴ ィ= スト ロー ス 入門 


日本の 「哲学」 を 読み 解 


「無」 の 時代を 生きぬ くた めに 


272 シュ タイナー 入門 


イデ ガー 入門 


匕 匕、 で d ラフ ツサ— ルと ハイデ ガ—に 学びながら も、 ユダヤの 伝統 
ム見固 M 彦 を 継承し 独自の 哲学を 展開した レヴィナス。 収容 / Tr 体験 

から 紡ぎ だされた 強靱で 繊細な 思考を たどる 初の 入門 書。 


船木亨 


妙 木浩之 


フッサー ルと ハイデ ガ ー の 思想を 引き継ぎながら 〈身体〉 
を 発見し、 言語、 歴史、 芸術へ とその 〈意味〉 の 構造を 
掘り下げて いつた メルロ" ポンティの 思想の 核し に 迫る。 

二〇世 紀の 思想と 文化に 大きな 影響を 与えつ づけた 精神 
分析の 巨人 フロイト ◦夢の 分析に よる 無意識 世界への 探 
究の 軌跡を たどり、 その 思索と 生涯を 描く 気鋭の 一壯〇 


、 若き レヴィ" スト ロース に 哲学の 道を 放棄 させ、 ブ ラジ 
d ffl 古 【ノルの 奥地へ と 駆り立てた ものは 何 か。 現代 思想に 影響を 

与えた 豊かな 思考の 核心を 読み 解く 構造 人類学の 冒険。 

_ _ 日本に 本当に 独創的な 哲学は あるの か？ 「 M- 二の 哲学 

田 ir 久文 を 生み だした 西 田 幾多 郎 •和 辻 哲郎 •九 鬼 周 造 •三 木 f 

らを わかりやすく 解説し、 現代を いきぬく 知恵を 罙 る。 


小 杉英了 


細川亮 


「みずから 考え、 みずから 生きる」 ことへの 意志を 賢 パ 
た 「理念の 闘士」 ルドルフ •シユ タイナー。 ナチ ス 台頭 
下の ドイツで 彼が 対峙した 真の 相手とは 誰であった のか。 

二〇 世紀 最大の 哲学 # 『 存在と 時間 』 の 成立を めぐる 謎 
とは？ 難解と いわれる ハイデ ガーの 思考の 咳、 レを 読み 
解き、 西洋 哲学が 問いつ づけた 「存在への 問い」 に 白 j る。 
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482 哲学 マップ 


貫 成人 


マルクス 入門 


今 村 仁 司 


7  〆  i— i  |  ノ  7  -  TV - 細  L  (  J - て  ！  (  •- 

も 地図が 必要 だ。 各 思想の エッセンスと 思想 間の つなが 
りを 押さえて 古今東西の 思索を 鮮やかに 一望す る。 

社会主義 国家が 崩壊し、 マルクス主義が 後退した 今、 マ 
ルクスを 読みな おす 意義は 何 か？ 既存の マルクス 像 か 
ら^ H じめ て 自由にな り、 新しい 可能性を 見出す 入門 書。 


545 哲学 思考 トレ 


ング 


伊勢田 哲治 


哲学って 素人には 役立たず？ 否、 そこは 使える 知の ツ— 
ルの 宝庫。 屁理屈 や 権威に だまされず 、筋の通った 思考 
を _ 分の 頭で 一段ず つ 積み上げて ゆく 技法を 完全 伝授！ 


549 哲学者の 誕生 I ソクラテスを めぐる 入々 


納 富信留 


564 よく 生きる 


岩 田靖夫 


ソクラテスを 「哲学者」 として 誕生 させた のは、 その 刑 
死後、 政治的な 危機の 中で 交わされた ソクラテスの 記憶 
をめ ぐる 論争だった。 その 再現が 解き明かす 哲学の 起源！ 

「ょく 生きる」 といぅ 理想は、 時代 や 地域、 民族、 文化、 
そして 宗教の 違いを 超えて、 人々 に 迫る。 東西の 哲学 や 
宗教を めぐり、 考え、 今日の 課題に 応答す る。 
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521 感じない 男 


560 男の 嫉妬 —— 武士道の 論理と 心理 


397 「悪女」 はこうして 生まれた 


似 オ トコの 進化論 —— 男らし さの 起源を 求めて 


さみしい 男 


364 女は 男の どこを 見て いるか 


〈恋愛結婚〉 は 何を もたらし たか 

- 性道徳と 優生 思想の 百年 間 


森 岡 正 博 


山 本 博 文 


三 宅 孝太郎 


山 極 寿 一 


諸 富祥彦 


岩 月 謙 司 


加 藤秀一 


実は 男は 「感じて いない」 のでは ないか。 この 観点から 
ロリコン、 制服、 ミ ニスカ！ 卜 など 禁断の テ ー マに 果敢 
に 挑む。 自らの 体験を 深く 掘り下げた、 衝繫の 問題 作。 

義に 厚く 潔い はずの 武士の 社会 も、 実態は 陰湿な 嫉妬う 
ず まく 修羅場で あった !? 一級 史料から 男たち の 等身大 
の 生き様を 浮き彫りに し、 その 心性の 歴史 背景を 考える。 

「悪女」 伝説を 遺す 恐ろしく も 魅力的な 女性たち は、 時代 
を 鮮やかに 象徴す る。 世界史 上 典型的な 「悪女」 十六 人を 
通して 時代と 人を 問う、 ちょつ と 変わつ た 歴史 読物。 

いま、 男と して 生きる ことの 不安は どこから くるの か？ 
サルから ヒ トになる ために 人類が 経験し なければ ならな 
かった 事柄を 検証し、 男の 進化の 謎を 解く。 

男たち は 今、 会社に も 家庭に も 居場所が なく、 寂寞た る 
空 虛感を 抱えて いる。 なぜかく もさみ しいの か？ どう 
生きれば いいの か？ 迷える 男の ための、 心の 処方箋。 

女の 行動の 謎は 男に とつて 悩みの タネの ひとつで ある。 
彼女たち はいつ たい 何を 求めて いるの か？ 男が 再び、 
智 恵と 勇気と 愛と 感謝の 気持ちを 持つ ための 必読の 一册〇 

一夫一婦 制と 恋愛 至上 論を 高唱 する 言説は、 優生 思想と 
表裏一体 である。 明治 以降の 歴史を 辿り、 恋愛 •結婚 • 
家族と いう 制度が もつ 近代 性の 複雑さを 明らかにする。 


ちく ま 新書 


494 男は 女の どこを 見るべき か 


409 童貞と しての 宮沢賢 治 


なぜ、 夫の 浮気は バレても 妻の 浮気は バレない のか？ 
岩 月 謙 司 なぜ、 女は 天使に も 悪魔に も なれる のか？ 男女の 思考 

方法の 違いを 解明し、 女性との 良好な 接し 方を 伝授す る。 
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546 1 つてき たもてない 男 I 女性 嫌悪を 超えて  小 谷野敦 


賢 治は 生涯 独身を 貫いた。 他者との 関係を 自ら 断って ゆ 
くその 姿は、 現代の さまざまな コミュニケ ー シ ョン 障害 
にもつな がる。 これまでとは 違ぅ 賢 治 像が 見えて くる。 

，度は 結婚し、 裏切り者 呼ばわり された あの 男が、 もっ 
ともて なくなつ て 帰つ てきた！  「男の セカンド ヴァ ー 
ジン」 などの 視点から、 男女 諸問題に 斬り 込む 真剣勝負。 


308 宮崎駿 の 〈世界〉 


大気の 流れから メカ、 建物、 動物、 人間、 草木 . そし 

刃 甬 一理；^  て そこに 流れて いた 歴史まで 。〈世界〉 を 丸ごと 作る 宮 

4 駿作品 を 共 感覚的に 探る、 これまで にない 長編 評論。 
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